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　インド共和国第 75 回独立記念日を心からお祝い申し上げます。「75」という数

字は、インドでは特別の意味をもつめでたい数です。この年に「日印文化特集号」

をお届けすることができたことを嬉しく思います。今回の特集号にも、様々な人々

による、様々な記事を掲載しました。今更ながら、インド文化とその人脈の広がり

を知る事ができます。今回は、日印文化交流に尽くしておられる 3 名のインド人に

も執筆を頂いております。

　2020 年からは、コロナ禍のため、インドとの直接的交流が事実上遮断されると

いう異常事態に直面しております。インドとの往き来ができなくなったことほど、

インドファンにとっては悲しいことはありません。インドはコロナ禍の最大の被害

国の一つです。完全に報道の自由が保証された民主主義国ですから、その被害の悲

惨さは TV を通してひしひしと迫って参ります。しかし、それにも関わらず、イン

ドの人たちの、忍耐強く楽観的で、決して勇気を失わないその国民性には大いに学

ぶところがあります。やがて、いつかはコロナ禍も収束します。会いたくとも会え

なかった人達と会い、行くことのできなかった場所へ行ける日が早く戻ってくるこ

とを皆様方と祈っております。

　なお、私はさる 5 月３日に、兵庫県知事から「国際協力功労賞」を受賞いたしま

した。しかしながら、これは私個人に与えられたものでなく、会員の皆様全員に与

えられたものと信じています。コロナ禍の最中にあっても、私達は活動をやめなかっ

たわけですから。

　最後に、メッセージを頂いて本誌の価値を高めてくださった両国の各界の要人の

皆様方に深く感謝いたします。

ご　挨　拶

関西日印文化協会会長
大阪外国語大学名誉教授

溝上 富夫
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インド共和国の独立 75 周年を記念し、「日印文化」特集号が刊行されます。心よりお喜

びします。

世界第 2 位の人口を誇り、IT 産業の躍進等によって世界経済の重要な一翼を担 っているインド。

日印両政府の間では、経済分野にとどまらず、鉄道、海底ケーブル、デジタル、ヘルスケアなど

多彩な分野で連携を強化していくことが確認されており、両国の関係がより一層緊密になると予

測されています。

　兵庫県では、2016 年 11 月に安倍晋三首相 ( 当時 ) とモディ首相の立ち会いにより、グ

ジャラート州と相互協力の覚書を締結して以来、同州との友好関係を深めてきました。今年

6 月、グジャラート印日友好協会の皆様が、アーメダバード経営者協会の敷地に見事な日本

庭園を完成されましたが、本県からも「ひょうご海外研修員制度」を活用した研修員の受入、

造園に関する技術指導、県特産品である淡路瓦の寄贈など様々な協力をさせていただきま

した。この日本庭園が、両州県の新たな友好のシンボルとして、現地の方々に末永く親し

まれることを願っています。

　これまで兵庫県を中心として、インド文化の紹介・伝承など幅広い取組を展開してこられ

たのが、関西日印文化協会の皆様です。なかでも、毎年神戸で開催されている「インディア・

メーラー」は、伝統的な踊り、音楽、料理などを身近に体験できるイベントとして大変好

評を博しています。皆様のこれまでのご活躍に心からの敬意と感謝の意を表します。

　来年、日本とインドは国交樹立 70 周年の節目を迎えます。兵庫県では、日印両国のさらなる

発展に向け、グジャラート州を中心とする相互交流に、これまで以上に力を注いでいきたいと考

えています。皆様には変わらぬご支援とご協力を賜りますよう、よろしくお願いいたします。

　最後になりましたが、コロナ禍が一日も早く収束し、世界各国の交流が再び活発 になることを、

そして関西日印文化協会をはじめ、関係の皆様がご健勝でますますご活躍されますことを心から

お祈りします。

日印新時代 深まる友好の絆

兵庫県知事

齋藤 元彦
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インド共和国第 75 回独立記念日ならびに記念誌『日印文化』の発刊を心よりお慶び

申し上げます。

神戸とインドの交流の歴史は古く、1868 年の神戸港開港以来、多くのインドの方々

が神戸にお越しになり、各界で活躍してこられました。現在でも、市内には約 900 人

のインドの方々がお住まいです。ジャイナ教・シーク教の寺院や多数のインド料理店な

どもあり、神戸の国際性を彩り豊かなものにしています。

関西日印文化協会は、1958 年 4 月の設立以来、神戸を中心に日印両国の文化・経済

交流に尽くしてこられました。貴協会が参加・協力されている、神戸国際交流フェアや

インディア・メーラーなどは、神戸市民にとって、インド文化に親しむまたとない機会

となっています。

70 周年をお祝いした際には想像もできなかったことですが、この 5 年間で世界は大

きく変わりました。特に 2020 年以降、新型コロナウイルス感染症の影響で、海外との

往来や交流イベントが大きく制限されることとなりました。困難な状況下でも貴協会で

はオンラインを活用し、「I LOVE INDIA 2020」イベントを開催されるなど、従来の交

流事業に新たな工夫を加えながら、インドと日本の架け橋であり続けてこられました。

このような、草の根レベルで展開いただく活発な交流こそ、with コロナ、ポスト・コ

ロナ時代の日印交流にとって大切な礎になることでしょう。

神戸市でも、2019 年 6 月にインド・グジャラート州アーメダバード市との経済交流

促進に関する意思確認書を締結し、2020 年 1 月には地元企業・市会議員団とともにアー

メダバード市を訪問し、現地経済界や大学との交流を行うなど、交流を進めているとこ

ろです。

貴協会には、今後とも両国市民の理解と友好の促進にお力添えをいただきますよう

お願い申し上げますとともに、貴協会の一層のご発展と会員の皆様のご健勝とご多幸を

心よりお祈り申し上げ、お祝いのご挨拶とさせていただきます。

祝　　　辞

神戸市長

久元  喜造
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いきなり「生き延びる」とは大袈裟

に聞こえるかも知れないが、未曽有のコ

ロナ禍はインドをその第二波が襲ってお

り、約二ヶ月前の 5 月上旬には一日の

新規感染者数が 40 万人、死亡者は 4 千

人を超えるという異常事態に陥り、罹患

しても医者に診てもらえないという医療

崩壊が報じられ、本来救えるはずの尊い

生命が酸素不足によって失われるとい

う、正に死と向かい合う人達が急激に増

えていた。5 月の一ヶ月間に MH 州のコ

ロナによる死亡者は 25 千人を数え、そ

の最悪の都市が私の住むプネ市であった

との報道にも接している。プネ市の人

口は 700 万人とされるが、既にコロナ

罹患者の累計は 105 万人を超えている。

計算上は 7 人に 1 人が既に罹患してい

るということだが、人口の半分がコロナ

に罹りにくい 25 歳以下の若者であるこ

とを考慮すれば、この計算は「3 人に 1

人」ともなるのではないか。つい最近ま

で、周囲の友人や仕事仲間が罹患したり、

ほぼ毎日のように友人や知人から家族の

訃報が届いていたりしたのだから、「コ

ロナ激禍を生き延びる」と言っても決し

て大袈裟な話ではないだろう。幸い、5

月の中旬から第二波はピークアウトして

おり、新規感染者数は減少に転じ、進行

中のアクティブ感染者数が減少し始めた

ところである。因みにこの小文の最終

原稿を執筆している 2021 年 6 月 30 日

現在の、インドのコロナ感染者累計は

3,041 万人、死亡者数は 399,475 人と

明日にも確実に 40 万人に到達する見込

みである。( インド厚生省データに基づ

く「COVID-19 Tracker」による、以下

同じ )

およそ一年前の昨年 6 月 25 日に、関

西日印文化協会の溝上会長 ( 私は溝上先

生と呼ばせて頂いている ) から「インド

のロックダウンの実態をオンラインで協

会メンバーに話して欲しい」との要請を

受け、当時のコロナ禍の状況をまとめて

「インドのコロナ禍を経験して思うこと」

と題して報告をさせて頂いた。その時点

ではインドの累計感染者数は 47 万人、

コロナ激禍のインドを生き延びる！
やはり、日本の将来はインドしかない

日印関係アドバイザー　本会理事
MIT World Peace University 非常勤講師

磯貝 富夫

寄稿
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死亡者数は15千人弱であったのだから、

その後の一年間でどれだけ状況が悪化し

たか想像してもらえると思う。昨年の 3

月に始まったロックダウンの衝撃から、

徐々に規制が解除されていく中で、自分

の身の回りに起こった出来事が余りにも

多く、限られた字数では収まり切れない

こと、インドとインド人について日頃か

ら思うことや、日印関係の将来の展望に

ついても言いたいことが山ほどある。と

もあれ、駄文に加えて冗長になることを

お許しいただきたい。

１．インドとのご縁

2011 年の 1 月、シャープ ( 株 ) の社

員としては最後の駐在地となるインドに

赴任して以来、今年の 1 月で丸 10 年が

経過した。過去に４ヶ国の駐在経験があ

り、世界 60 ヶ国以上を巡ってきて、「イ

ンドだけは駐在したくない」と言ってい

た自分であるが、「住めば都」はどこに

でも当て嵌まるようだ。さすがに 10 年

の節目を迎えたのは感慨深いものがあ

る。当初の 2 年間はニューデリーに住

みながら、インドの各地を巡っては、現

地法人の COO( 副社長 ) としてインド人

社長を補佐し、主に営業活動をしていた

のだが、その約 2 年後、西インドのプ

ネ市に拠点があり、約 30 年前にインド

企業との合弁会社として設立された歴史

を持つ製造工場である Sharp India Ltd.

の当時の工場長 ( 社長 ) に指名されたの

が 2012 年 12 月のことであった。運命

の悪戯なのか、それとも天命として決

まっていたことなのか、2012 年 12 月

以来、ずっとこのプネ市に住み、インド

企業数社と親日団体のアドバイザーを務

め、私立大学の経営学部と大学院で非常

勤講師として教鞭を執るなど、好きなこ

とだけをしながら、お蔭様で毎日を楽し

く過ごしている。2016 年 3 月に定年を

迎えたが、当時の会社の事情もあって嘱

託の立場で現職を半年間だけ延長するこ

ととなった。その時点で既に私は、定年

退職後も当地プネに戻ってくることを決

めていた。それは、当地の友人達との固

い信頼関係ができたことで、自分の居場

所をここに見出したからである。日本と

インドとの関係はまだまだ成熟段階にあ

るとは言い難く、相互理解からして全く

不足しているのが実態であることを知っ

たからでもある。自分ができること、好

きなこと、社会が求めていること、それ

は日本とインドの両国関係の発展に貢献

できる、新たなミッションとなることに

気付いたからに他ならない。

プネというこの土地は、正にその新

しいミッションを担う拠点としても絶好

の場所であった。プネと聞いてもピンと

来ないかも知れないが、プネこそ日印関

係の中心的なハブ都市であると言っても

良いと思う。特に当地は日本語教育が盛

んで、インドのフリーダムファイター
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（独立運動家）として名高い Lokamanya 

Tilak 氏が設立した私立大学 Tilak Maha-

rashtra Vidyapeeth( ティラック・マハ

ラシュトラ大学、略称 TMV 大学 ) には

日本語学科があり、日本語専攻の学士や

修士の資格が取れる、インドでは稀有の

存在である。その関係で同学には国際交

流基金の西インド支部が学内に設置され

ている。同学と大阪外国語大学 ( 現大阪

大学 ) は古くから提携関係にあり、毎年

学生交流がある。また、毎年 TMV 大学

から、インド国内で最多の国費留学生

( 日本語及び日本文化専攻 ) を日本に送

り出していて、日本側の受け入れ大学も

大阪大学を始めとして10大学を数える。

当地の親日家が設立した「プネ印日

協会」 は、インドの中でも最も古い親日

団体の一つであり、日本語教室も併設さ

れている。私は当地に赴いて最初に知り

合うことになったインド人 ( マハラシュ

トラ人と呼ぶべきだろう ) が、このプネ

印日協会の創設者の一人、故ラメッシュ・

ディベカール氏である。同氏が主幹とな

りプネで初めての「Japan Week」とい

う、日本文化紹介イベントを 2013 年 3

月に開催された際には、シャープの大画

面テレビやオーディオ機材を貸し出して

応援させてもらった。

私が退職後にもプネに戻ってくるこ

とを決めたのは、同氏との友情の賜物で

あったのだが、運命とは時に残酷なもの

である。私がシャープ ( 株 ) を定年退職

して日本に帰国していた半年間のある

日、この私の最愛の親友は病に倒れ生涯

を閉じたのである。今日、自分が担って

いる日印関係の発展のためのミッション

の全ては、彼の遺志を継ぐことでもある。

このプネというインドでは第 8 番目

の大都市 ( 人口約 7 百万人超 ) と、日

本とのこのような繋がりについては全

く知らなかったのだが、Oxford of the 

East( 東洋のオックスフォード ) の異名

を持つ学園都市で、デカン高原の入口に

あるこの温暖な気候と、愛国心に満ちた

土地の人々との出会いの中で、この都市

の多くの親日家と知り合うに従い、この

街と人々との絆が深まっていくことにな

るが、まさかコロナ禍とロックダウン

( 都市封鎖 ) という憂き目に遭うとは全

く想定しなかった。

2．いきなりロックダウン

2020 年 3 月 22 日、インド政府はコ

ロナ禍が徐々に浸透していく中で、欧

米に習い外出禁止令 ( 午前 7 時から午後

9 時 ) を発令した。そしてその日の午後

5 時になると、何か外から物音がするの

でベランダに出てみると、周りの住民が

皆ベランダに出て、鍋や釜などの食器を

手にカンカンと音を立て始めていた。何

が起こったのかと、インド人の友人にス

マホで問い合わせると、欧州での事例に

習いモディ首相が提唱したらしく、コロ

寄稿
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ナ対策に従事している医者や医療従事者

に対する感謝と敬意を表するために、国

民全員で一斉に物音を立てるという行事

であった。こういう時のインド人の団結

力はたいしたものだが、音を立てるとい

う感覚は日本では全く考えられないこと

だ。その大音響は 5 分ほどで収まった。

その翌日、インド政府は 25 日から全国

でロックダウン ( 都市封鎖 ) を実施する

ことを発表した。当初は 3 週間の予定

であったが、その後数度延長されて最終

的には 5 月末までとなった。ロックダ

ウンとは一体何なのか、さっぱり想像で

きなかったのだが、周りの友人達による

と、どうやら時間限定で外出は許される

が、近所で買い物をすることだけで、仕

事に出かけたり友人と会うことはできな

いとのこと。日常生活必需品、つまり野

菜や果物、飲料水などはキラナショップ

( インドではどこにもある街中の何でも

屋 ) やスーパーでも買えるが、薬局以外

のその他のお店は全て閉店となった。市

内の移動も制限され、タクシーのサービ

スも鉄道やバスなどの公共交通機関も運

行が中止された。また、ロックダウンの

当初は、街中をバイクや車で移動する人

達を取り締まる警官の姿や、お店にマス

クもしないで入店する客への指導や、入

店前のソーシャル・ディスタンシング、

一度に入店する人数を制限するための監

視なども、実際には見たことはないが、

YouTube では目についたものだ。行き

つけのスーパーはショッピングモール内

に併設されていたが、モールは閉鎖さ

れ、スーパーには地下駐車場からのみ入

店できる。入口にはセキュリティチェッ

クがあり、体温を瞬時に計るデジタル体

温計で係員が一人ひとりの体温をチェッ

ク、足でペダルを踏むとちょうど手の高

さに設置してあるサニタイザーのスプレ

イを手で受けて消毒してから入店すると

いう、いかにもインドらしいお金をかけ

ずに効果が出る道具が設置されていた。

2020 年 4 月 16 日、ヨガの指導をう

けていた先生から連絡があり、この日か

らオンラインでレッスンを受けることに

なった。以前は先生宅に日曜日の朝に

通っていたのだが、コロナ禍になって中

止していたもの。オンラインでもヨガの

レッスンが受けられることが確認できた

ので、その後、週二回に増やすことになっ

た。今から思えば、こうして一度も陽性

反応になることも無く、コロナにも罹っ

ていないのは、自炊による野菜中心の食

事とホームメイドのヨーグルト、そして

ヨガが健康維持に大いに貢献したことを

実感している。

ロックダウンは自分で自炊すること

を余儀なくされたので、最初はインスタ

ント食品を中心に、少しずつ料理をネッ

トのビデオ情報を見ながら習い始め、慣

れてくると自炊も楽しいものになって

いった。油を使う揚げ物は火傷の心配が

あったので、当初は敬遠していたのだが、
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ロックダウンが長期化するに従い、自炊

のレパートリーも増やさねばと奮起し

て、あらゆる料理に挑戦していった。魚

釣りをしない自分が、鮮魚を丸ごと買っ

てきて三枚に下すなんてことは、生まれ

て初めての経験であったが、失敗を重ね

ながらも大いに楽しんだ。ともかく外食

産業は最初のロックダウンから今まで、

一時期を除いて開店しておらず、デリバ

リーサービスのみ可能となったのだが、

一人で生活する者としては、これらの

サービスでは量が多すぎるし、味付けも

インド風で濃く、脂っこく、辛く、しょっ

ぱいので、やはり自分で料理するしかな

いと悟ったのである。実は最も辛かった

のは、ロックダウンでは酒屋も全て閉店

となり、予期していなかったせいで、ビー

ルやワイン、ウイスキーなどの酒類を買

い置きしていなかったために 3 月末に

は切れてしまい、6 月にロックダウンが

解除されるまでの約 10 週間は完全な禁

酒生活を強いられたことである。その後

もロックダウンが ON/OFF を繰り返す

度に、ビールなどの酒類を買い溜めする

ようになり、何とか凌いでいる。

2020 年 5 月 7 日、なんと、体重が

65kg を切った！何年も目標としていた

のだが、こんなに簡単に僅か２ヶ月足ら

ずで減量できたことに驚いた。自炊とヨ

ガと禁酒のお蔭である。（禁酒が解けて

から、現在はまた少し増えてきているの

が悩ましいところではあるが。）

３．アンロックと『自立したインド』
そしてインドらしい災難

2020 年 5 月 31 日、最初のロックダ

ウンが一旦数日間のみ解除された。それ

に先立つ 5 月 12 日、モディ首相は国民

への 4 回目の演説の中で、Atmanirbhar 

Bharat 『自立したインド』政策と経済政

策第二弾 ( 約 28 兆円規模 ) を発表した。

この『自立したインド』こそが、モディ

首相のポストコロナを見据えた新たな国

家成長戦略と言える。それは「経済・イ

ンフラ・テクノロジー主導・人口・需

要」を５つの柱として捉え、それらを基

軸として他国に頼らない自立したインド

を目指すというものである。モディ首相

らしいお題目としては聞こえの良い政策

だが、スローガンは立派だが具体性に欠

ける点もいつものことではある。これは

インドの政治の特徴とも言えると私は考

えているもので、首相はまず誰にでも解

りやすいスローガンを掲げて、方向性

とゴール ( 到達目標 ) を明確に示すので

あるが、それらをどのようにして実行

し、達成するのかという点は後から付い

てくるものなのである。これまでにも

モディ首相は「Make in India」や「Digi-

tal India」、「Skill India」 と か「Swacch 

Bharat」( クリーン・インディア ) など

のスローガンを掲げて、国民に対して自

らが目指す方向性と目標を明確に示して

寄稿
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きた。コロナ禍という未曽有の予期せぬ

事態に見舞われて、必ずしもその目的は

達成されていないのが実態であるが止む

をえまい。

2020 年 6 月 1 日から Unlock1.0( ロッ

クダウン解除 ) が始まった。1 週間後の

8 日からは、レストランやショッピング

モールも営業を再開した。これは必ずし

も感染状況が好転したからではなく、経

済へのダメージと失業者の増大に対する

経済対策としての狙いがあったと見られ

る。この頃には自分はロックダウンの引

き篭もり生活にも慣れてきていたので、

苦痛はなかったが、やはりショッピング

モールが再開したことは解放感があっ

た。何よりも酒屋が再開したことは有難

かった。再開初日、買ってきたばかりの

冷えていないビールを一気飲みしてし

まった。

2020 年 6 月 3 日、昨晩は大変なこ

とに！

サイクロンという日本の台風のよう

な暴風雨が襲ってきた。運よくその予報

を知人からのメッセージで知らされてい

たから、ベランダにある、風で飛びそう

な小物を片付けたり、ゴミで詰まり易い

排水口を掃除したりして万全の構えをし

ていた。ところが、である。夕方、予報

通り暴風雨が近付いて来た。雨は降り続

いていたが、大雨でもなかったので安堵

していたら、な、な、なんと、夜寝る前

になってふとリビングのソファに座った

ら、「つめた！」水で濡れている！見上

げると天井から漏っているではないか！

みるみるうちに雨漏りを受ける容器の数

が増えていく。ちょっと待て、ここは

11 階建てのマンションの 10 階なのに

何で雨漏りすんねん？上の階で大変なこ

とが起きているに違いない。念のために

他の部屋も確認すると、ベランダのある

メインベッドルームも天井に水が染み込

んできているのを発見。上の階の様子が

気になるが、こっちの雨漏り対策が先決。

程なくベッドルームも雨漏りが始まり、

鍋や釜やタッパーの容器で受けて、深夜

まで様子を見てから床についた。その頃

には雨は止んでいた。幸いにもベッドは

ほとんど雨漏りの被害に遭わずに済ん

だ、と思ったら、翌朝起きてベッドにも

天井からポタリポタリ！リビングの雨漏

りは止まっていた。これはどうやら上の

階の住人が不在で、ベランダから雨水が

室内に侵入し、リビングとマスターベッ

ドルームが水浸しになっているに違いな

いと断定。リビングの雨漏りは外の廊下

に面した天井に集中していたので、上の

階のリビングにある玄関ドア下から雨水

が外に染み出したのであろうと推測、雨

が止んだ時点でリビングの雨漏りも止

まったと断定。問題はメインベッドルー

ムで、雨漏りは止まるどころか、ますま

す広がっていく。シンガポールに住む家

主にメッセージと写メを送ったら、しば

らくして家主から携帯に電話が掛かって
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きて、事情を説明して指示を仰いだ。何

とかしてくれそう。しかし、上の階の住

人が不在なら、直ぐの解決は全く期待で

きない。マンションの管理人が昼過ぎに

様子を見に来たがその後は何も連絡がな

い。今晩も暴風雨の危険性があるという

予報。落ち着いてはいられないが、ジタ

バタしても仕方がない。できることを

やったら、後は成り行きに任せるしかな

い。インドとはそういうところである。

結果として、管理人が上の階の住民に連

絡が取れて、翌日再度こちらの様子を見

にきてくれたが、推測通り上の階の家屋

が水浸しになっていたらしく、先ずはそ

ちらの手当が先ということになり、いつ

かこちらの天井の修理もするということ

で納得したが、実は本日 2021 年 6 月

30 日まで既に一年が経過しているが、

修理はされていないままである。大家さ

んもどうしたのか、実際の被害状況を見

ていないこともあり、沈黙している。こ

ちらとしては生活に特段の支障は無いの

で、様子見することにした。自分も相当

インド人化していることを感じる。

４．コロナで得たこと

　ロックダウンが実施された 3 月下旬

以降、教鞭を執っていた当地の MIT 大

学の講義は全てオンライン化されていた

し、外部講演も既に数回に亘りオンライ

ンで実現していた。コロナは全ての仕事

のやり方を変えている。その変化はある

意味では進化していると言えるかも知れ

ない。場所や距離を意識することなく、

またお互いの移動時間を無駄にすること

なく面談や講演、あるいは Webinar な

どを実施できることになったことは、自

分にとってはむしろこれまで以上に仕事

の機会を得ることに繋がったからであ

る。現実にコロナ禍でアドバイザーとし

ての仕事も増え、インドの大学やビジネ

スサークルからの講演の依頼も増えた。

　実に、昨年の 4 月から本年の 6 月末

までの間に、日印双方でオンライン登壇

した回数は延べ 75 回を数え、内日本で

開催されたイベントが 11 回ある。コロ

ナのお蔭で色々と得ることも多かったよ

うに思う。自分としての最大の成果は、

当面の目標でありながらなかなか進展し

ていなかった 5kg 減量に成功したこと、

そして自炊が得意になったこと、昔の友

人ともオンラインで旧交を温める機会と

なったこと、オンラインでの講義や講演

にも慣れたこと、YouTube で多くの有

益な情報を得たこと等々、コロナ騒ぎが

無ければ、決してなし得なかったことが

沢山あることに改めて気付かされたこと

に感謝したい。良く耐えた自分と、支え

てくれた家族や周りの人達に乾杯！！

　2020 年 10 月 24 日、10 月になり多

くの制限が解除された。レストランや

モールは再開、映画館をはじめジムやス

パなども営業を始めた。新規感染者数は

寄稿
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一時の増加スピード ( 一日 9 万人！）か

らピークアウトしたが、それでも増加し

ている状態なので、用心しながら先週末

から外出するようになった。マスク着用

は当然ながら、サニタイザー ( 消毒液 )

は欠かさず携帯して使用する。昨日も

約半年振りにランチを外食で済ませた。

モールの入口では体温チェックがあり、

手荷物は紫外線消毒をされて入場。レス

トランでは、席に着くとサニタイザーを

持ってきてくれる。テーブル席は隣との

間隔を開けてあるが、シールドまでは設

置していない。

そして、朗報が届いた。ようやくインド

政府は外国人に対するビザを解禁した。

一部 (E-Visa など）を除いて、「出国し

たら無効」とされていたビザが全て有効

となったので、自分も年末年始には一時

帰国しようかなと考え始めていた。日本

とインドの航空路線は Air Bubble とい

う協定に基づいて、週に１、２便が飛ぶ

ようになっていたが、日本政府はインド

を安全度「レベル３（渡航中止勧告）」

を発令していた。悩ましいのは、インド

からの便は東京行きしかなく、到着後の

行動規制があって、東京から自宅のある

奈良まで公共交通機関を利用できない

し、到着地での隔離期間があること。こ

の制限が緩和されないと、日本に到着し

ても 14 日間はホテル詰めで外出もでき

ないし、奈良の自宅に戻ることもできな

いのである。

５．気分転換も時には必要

　2020 年 11 月 13 日、インドは今日

から年間最大の祭事、ディワリ ( ヒン

ドゥー教徒のお正月 ) で６連休。昨日が

大晦日に相当するので実際には昨日から

お休みになっているところが多い。大学

もアドバイザーの仕事もお休みなので、

プネから車で 1 時間程の、ロナバラと

いう日本では箱根か六甲のようなちょっ

とした避暑地リゾートで、二泊三日の骨

休めをすることに決めた。何せパンデ

ミックでロックダウンが半年以上も続い

ていて、本来ならこちらの夏休み (5 月

から 7 月 ) には日本に避暑を兼ねて帰る

予定が狂ってしまったので、息抜きをす

る機会が無かった。明日から、３日間新

鮮な空気と森林浴と、何といっても嬉し

いのは上膳据膳である。二日目と三日目

は当地のホテル内に併設しているスパ

で、アーユルヴェーダ ( インドの伝統的

自然医療 ) のオイルマッサージでデトッ

クスとリラクゼーションを堪能した。

　2020 年 12 月 15 日、私が敬愛して

止まない溝上富夫先生 ( 大阪外国語大学

名誉教授、関西日印文化協会会長 ) が、

当地で私が非常勤講師を務めている MIT 

World Peace University 大学主催の「イ

ンド全国教師会議」に特別ゲストとして

招聘された。私がお声掛けをして快諾さ

れたので、大学側にも提案し了承されて
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実現したものである。溝上先生はヒン

ディー語でスピーチされ、非常に高い評

価を得られ、MIT 大学総長から、2021

年秋の「世界平和会議」へ来賓として招

待されたことは予想以上の嬉しい展開と

なった。

　2021 年 1 月 17 日、プネに春が来た！

ちょうど日本の桜のようにこのインドの

花 (Pink Trumpet) も春の到来を告げる

風物詩である。花の種類は桜とは全く違

うが、この短命の淡いピンク色の花は遠

くから見ると桜を思い出させてくれる。

６．オンラインで各種イベント
にも参加

　2021 年 2 月 4 日、この日、インド人

によって執筆された書籍、”BECOMING 

WORLD CLASS - Lessons from ‘Made in 

Japan’” のお披露目が、鈴木哲駐インド

大使閣下ご臨席の下でオンラインにて執

り行われ、私もゲストとして招待を受け

た。当書籍の著者は Prem Motwani 元

JNU 大学教授で、40 年間に亘り日本語

教育に携わり、日本には延べ 80 回以上

の訪問歴と 6 年間の滞在歴 ( 内 2 年は

広島大学客員教授）を持っておられる知

日家で、2020 年に日本国による「旭日

章」を受勲されている。実はモトワニ先

生とは直接の面識はなかったのだが、数

年前から SNS での交信でお付き合いが

あり、今回出版された新著もお贈り下さ

り、つい最近届いたばかり。全 470 頁

に亘る大著で読破できていなかったが、

その「まえがき」と「結論」を読んで非

常に深い感銘を受けた。この新著は、日

本が築いた ”Made in Japan” という信頼

のブランドの背景にある日本的経営手法

とその叡智を、インドのモディ首相が謳

う ”Make in India” による経済発展のた

めのスローガンを、成功に導くために活

用することの重要性を主張し、インドが

抱えている根本的な課題と、それに対す

る解決策を示唆しているもので、正に自

分にとっても「目から鱗」であった。こ

の日以来、私はモトワニ先生のこの大著

を大いに PR することになる。

同書がいつ日本で発売されるかは未定

とのことだが、いつか日本語に訳され

て広く流布されることを期待している。

　2021 年 3 月 1 日、去る 1 月にイン

ド滞在 10 年を超えたが、この節目に

友人のネットチャネル ”HATKE - Think 

Differently, Think Positively” で イ ン タ

ビューを受けることになった。HATKE

はヒンディー語で「差別化すること」

の意味があるらしいが、この言葉を聞

いて先ず思ったのが日本語の「八卦」

であったので、その話から始めて、日

印関係について約半時間に亘り話をし

たものが、後日ネットで配信された。

ネットメディアによるインタビューは

実はこれだけに留まらず、その後も日

印ビジネスを語るトークショーに２回

寄稿
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出演する機会を得た。

　2021 年 3 月 12 日、 横 浜 国 大 の 日

印関連イベントである、「第四回日印産

官学連携人材育成セミナー」の日印関

係の現状と課題というテーマに関連し、

私は「コロナ禍のインドと日印関係」

と題して登壇した。

７．油断大敵！

　2021 年 3 月 12 日 、NHK はネットで、

「インド コロナ感染拡大の中 世界最大

の宗教行事」と題して以下の通り報じた。

( 以下、同記事抜粋 )

インドでは、新型コロナウイルスの感染

拡大が続く中、「世界最大の宗教行事」

といわれるヒンドゥー教の行事が始まり

ました。「クンブ・メーラ」と呼ばれる

この行事は、インドにある 4 つのヒン

ドゥー教の聖地で周期的に行われ、期間

中に延べ 1 億人以上が川に入って身を

清めるといわれています。今回は、ヒン

ドゥー教で神聖な日とされる 11 日から

ガンジス川流域の北部の町、ハリドワー

ルで始まりました。ガンジス川沿いには

早朝からサドゥーと呼ばれる聖者や大勢

の人々が集まり、川の水に頭までつかる

などして、もく浴し、祈りをささげてい

ました。インドでは、新型コロナウイル

スの感染者の累計が 1100 万人を超えて

いて、1 日当たりの新規の感染者は今月

に入って 2 万人を超える日があるなど

感染拡大が続いています。地元政府は、

今回の「クンブ・メーラ」について、期

間を短縮するとしたうえで、参加者には

PCR 検査の陰性証明の提出を求め、感

染対策を徹底するよう呼びかけていま

す。

(unquote)

　自分はこの世界最大規模の巡礼とも言

われる「クンブ・メーラ」を、2016 年

に聖地の一つであるウジャインで一度体

験しているが、確かに大変な人混みとな

るコロナ禍で開催されたこの一大宗教行

事で、どこまで感染対策が徹底できたの

か、想像するに余りある。実際に 3 月

25 日の時点で、地元高裁は「クンブ・メー

ラ」の巡礼者に陰性証明を義務付けるに

至っている。また、医療専門家は、この

時期に宗教行事や選挙がらみの政治集会

が各地で実施されたことが、コロナの第

二波の襲来の原因になっていることに言

及し、モディ政権を強く非難した。

　モディ政権のコロナ第二波に対する油

断はそれだけに留まらない。インドで夏

の到来を告げる風物詩、Holi( ホーリー )

のお祭りが 3 月 28 日から 29 日にかけ

てインド北部を中心に祝われた。首都デ

リー警察はコロナ第二波を警戒して、公

共場所での同お祭りを禁止、マハラシュ

トラ州政府も同様の指令を発令した、の

だが。。。

このカラーフェスティバルとも呼ばれる

お祭りは、人々は家から出てお互いに頭
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から全身に色とりどりの粉をかけては

しゃぐのが通例。この日に外出すると必

ず誰かにカラー水鉄砲で攻撃されて、着

ていた服に付いた色が落ちないので、毎

年外出を控えていたが、今年はホーリー

禁止令が出たので、安心して買い物に出

掛けてみたら、街は静かでカラー鉄砲も

見かけることはなかったが、やっぱりい

た！いつものように全身に色を塗りた

くった人達、ルールを守らない人はどこ

にも居る。

　2021 年 4 月 1 日、ムンバイ市行政当

局は、コロナ感染者で自宅隔離が可能な

条件として、（１）無症状であること、（２）

中程度の症状であること（既往症がなく、

発熱が３７．８℃以下で血中酸素飽和度

９５％以上であること。）　（３）既往症

がある年配者で主治医の診察を受け、病

院の医師による診断を受けた者であるこ

とを発表した。翌 2 日、当地プネ市長

は「プネはインド全体で最も感染率が高

く、一日の新規感染者数も９千人を超え

た。」として、3 日から 7 日間の「ミニロッ

クダウン」を発令した。それによると午

後 6 時から翌日朝 6 時までの間は、医

療機関や薬局を除き、全てのサービスは

禁止となる。学校も 4 月末まで閉鎖され、

オンラインの授業に戻った。

2021 年 4 月 4 日、友人宅を訪問した

際に玄関先で見かけた「自主隔離中」と

いう張り紙が陽性反応のあった家族に対

して実施されていた。( 写真参照 )

　2021 年 4 月 5 日、地元新聞によると、

マハラシュトラ州では直前の日曜日に

57,074 人の新規感染者が記録され、ム

ンバイ市はインド全国で最初に 1 万人

を超えたと報じた。また、インド全土

でも一日の新規感染者数が 10 万人の大

台に初めて乘ったと報道していた。な

お、ワクチン接種は 1 月中旬から、医

療関係者、65 歳以上の高齢者を優先的

に扱っている。4 月 1 日以降、これを

45 歳以上まで拡大すると発表された。

皮肉にもこの辺りから、新規感染者数

が急増していくのである。モディ首相

はインド国民に対し、コロナ対策の原

点に返り対策ルールを徹底遵守するよ

うに呼び掛けた。

　2021 年 04 月 30 日、ローカル紙の

報道によると、インド自動車最大手のマ

ルチ・スズキおよびスズキ・モーター・

グジャラートは、急拡大する新型コロナ

ウイルス感染症への治療に医療用酸素の

不足が深刻化していることに鑑み、ハリ

ヤナ州、グジャラート州の全基幹工場を

5 月 1 ～ 9 日の間、操業を一時休止す

ると発表した。同社プレスリリースによ

ると、スズキも操業のために酸素を使用

しているが、同社に部品供給している部

品メーカーは、より多くの酸素を使用す

るため、現在の新型コロナウイルスの感

染状況において、これらの酸素は人命救

助のために使うべきだとしている。イン

ドでは医療現場での酸素不足が深刻化し

寄稿
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ており、スズキのグジャラート工場に近

接するアーメダバード市郊外のマンダル

日本専用工業団地においても、警察から

メーカー各社に対して、工業用酸素ボン

ベを供出するよう協力要請がきている。

　この辺りからインドの主要都市での医

療崩壊が顕著に現れてくるのである。

８．直近の状況

　2021 年 5 月 6 日、この日インド全体

の新規感染者数が 414,188 人と最高記

録を更新したが、この後はピークアウト

している。この最終稿を執筆している

本日 6 月 30 日現在は、48,878 人にま

で減少し、治療中の Active 感染者数も

529,580 人 ( 前日比 14,138 人減少 ) と

なっている。死亡者数も 991 人増と大

きく減少しているが、増えていることに

変わりはない。

　2021 年 5 月 31 日、マハラシュトラ

州政府は，現在実施されているロックダ

ウン措置を 6 月 15 日午前 7 時まで延長

することを発表した。食料品等の店頭販

売時間は，原則午前７時から午後２時ま

で延長された。( これまでは午前 11 時

までであった )　但し、居住地域におけ

る陽性率や重症患者用病床の空き状況等

により、店頭販売時間に関する規則が異

なる可能性があるとのことだ。( 在ムン

バイ日本国総領事館領事部 )　その他の

非生活必需品を販売する店舗（モール等

を除く）については，各自治体当局の判断

により上記時間（月曜から金曜）営業する

ことが可能となる。( 同上 )　良かった！

酒類の販売は再開されたことを確認した。

それなら昨年のような禁酒生活を強いられ

ることはない。6 月 30 日現在はモールは

再開されているが、午後 4 時で全てのモー

ルや商店は閉店となっている。

９．インド救援のために！

2021 年 5 月 21 日、私は自分のネット

ワークであるメーリングリスト ( 世界 300

名超の日本人宛て ) に以下のメッセージを

一斉配信した。( 一部抜粋 )

　(quote)

民間有志グループによる『緊急インド

救援ファンド』が 5 月 9 日に設立しまし

た。このファンドはクラウドファンディン

グと銀行振り込みを利用して、インドの窮

状を救うための義援金の公募をするボラン

ティア活動です。これはインドの伝統医学

である「アーユルヴェーダ」( 生命の科学）

に関わっておられる学術団体の「日本アー

ユルヴェーダ学会」と「NPO 法人日本アー

ユルヴェーダ協会」の２つの団体による合

同の募金活動です。正式名称は「世話プロ

ジェクト 日本からインドへ COVID-19 救

援ミッション」となりました。このプロジェ

クトに参画しているインド人の有志からア

イデアを募って、「Sewa Project」という

ニックネームを付けました。SEWA という
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言葉はインドのヒンディー語でも日本語

と同意語とのことです。同プロジェクト

は本日より、クラウドファンディングを

通して義援金の申し込みを受け付けてお

ります。

このプロジェクトでは、インド政府

認定による国際援助の受け皿となるイン

ド赤十字社を通して、緊急に必要とされ

る医療機材などの救援物資の調達と無償

提供、及び義援金の日本からの送金を行

います。その資金集めのために皆さまの

ご支援をお願いする次第です。第一弾は

5 月 31 日までの期間での義援金の公募

を行います。当然ながら募金の集金明細

や使途明細の透明性、トレーサビリティ

などを確保しながら進めて参る所存で

す。

このインド救援活動にご関心がおあ

りの皆さまにおかれましては、クラウド

ファンディングにお申込みを頂き、クレ

ジットカード決済もしくは銀行振り込み

にて募金をお願いする次第です。同ポス

ターは SNS などでも広く拡散して頂け

れば有難いです。今回のこのプロジェク

トの第一弾（5 月 31 日まで公募）では、

緊急救援物資調達資金および義援金とし

て 1500 万円を目標金額としました。

私はインドに 10 年お世話になっており

ますが、インドの実情を深く知るにつけ、

日本人として生まれたことをどれだけ幸

運に思うことが何度あったことか、数え

切れません。皆様の温かいご支援をどう

ぞ宜しくお願い致します。

(unquote)

　このプロジェクトには関西日印文化協

会にもご後援を頂戴し、ご支援を頂いて

いることに対し、溝上会長はじめ会員の

皆様のご厚意に対し心よりの感謝を申し

上げます。その後、この「世話プロジェ

クト」は 6 月 20 日まで義援金の公募を

行うことになり、6 月 20 日時点のちょ

うど一ヶ月間で、累計 650 万円もの義

援金を集めることができた。その一部は

既に 6 月 15 日に、インド赤十字社に酸

素濃縮器 15 台を寄贈する形で救援を実

現できたことは嬉しい限りである。残り

の義援金をどのような形でどの機関に物

資を提供するか、近日中にも決定する予

定である。一部の義援金はクレジット決

済のため、7 月 20 日までには全ての義

援金をインド側に拠出することになる。

改めてこのプロジェクトについての報告

の機会を得ることになるであろう。

１０．日本にはインドしかない！

　以上長々と取り留めもなく綴ってきた

が、コロナ禍のインドを 1 年以上に亘っ

て実体験してきた、生々しい貴重な記録

であると思っている。この稿には含めな

かったが、オンラインによるインド人の

結婚式や、お葬式などもコロナ禍の特徴

的な事情として、当たり前の生活シーン

になっていたことを付け加えておく必要

寄稿
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があると思う。　

　最後にまとめに代えて、私自身が改めて

感じ入った日印関係と将来展望について触

れておきたい。

現状はコロナ激禍で大変厳しい情勢にあ

るインドだが、今回の一連のコロナ対策を

振り返ってみると、モディ首相のリーダー

シップの下で、迅速な対策実行がなされ、

首相自ら先頭に立ち、国民の協力を求めて

きたことは高く評価されている。また、コ

ロナ対策の個々の内容を見ても、非常に細

かな SOP( 標準作業手順 ) が打ち出されてき

たことも注目に値する。但し、国民の多様

性や地域特性などを勘案しなければならな

い点で、インド全土一律のルールを作るこ

との難しさや実行面での徹底には相当な苦

心を強いられていることも理解できる。数

回に亘るモディ首相自身による国民へのス

ピーチでは、インド北東部の民族衣装を身

にまとったり、仏陀について言及するなど、

多宗教国家を取り纏めるための工夫が見て

取れた。

昨年 9 月末に第一波のピークを経て、今

年の 2 月末ごろにはワクチン外交を推進し

ていたモディ政権内に「コロナは終息か」

との楽観的な見方が出たことで、国民の気

の緩みと、モディ政権によるヒンドゥー教

徒への配慮 ( 前出のクンブ・メーラ )、選挙

がらみの政治集会への参加などが、コロナ

第二波による一層深刻な状況を招いた感が

否めない。

総じてインドは日本とは対極にあるが、

中期的視点に立つと 2025 年頃には世界一

の人口大国となることが確実であり、若年

層の人口では既に今日でも世界一になって

いることを知る日本人は少ないのではない

か。私は 2030 年を一つの区切りとして捉

え、それまでに日印二国間の基盤となる人

的交流を大きく発展させることが、将来の

日本のために重要であるとの認識の下で、

日々微力ながら活動している。人的交流の

対象も今後は大学から高校へと、その重点

をシフトさせようという段階である。今年

度から一部の日印の私立高校間交流にも関

与していく予定である。

私の持論のひとつは、「インドを知るこ

とで世界を知ることができる」、「インドを

制する者は世界を制する」というもので、

インド人の生徒や学生と交流することで、

日本の若者たちは大いなる刺激を受け、平

和ボケと安住から目が覚め、その中から発

奮する子供たちが必ず 10 人に一人は出て

くることを私は経験上知っている。その交

流の機会を増やすことで、この比率は少し

ずつ高まっていくはずだ。

更にその先の 2050 年を見据えると、今

の中学生は 2050 年には 40 歳を超えてい

るので、その頃の日本を支える中間管理層

になっている。当ジェネレーションには、

国際感覚と世界で通用する思考力、創造力、

忍耐力、交渉力そして何よりもヒューマニ

ティに富んだ人格を備えて欲しい、と心か

ら願っている。これらのスキルを身に着け

るには、インドこそが最適な修道場となる
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ことは間違いない。

インドの人口が世界一になったとき、世

界中がインドに真剣に注目するターニング

ポイントを迎えることになるであろう。そ

の時になって日印の関係を強固にしようと

しても、日本が世界の中での競争優位に

立っていなければ手遅れとなる。今の世界

情勢を見ても、中国の世界覇権を目指す動

きと、それに対抗しようとする米国、EU

と英国の弱体化は今後更に顕著になってい

くと見られる。既に QUAD( 日米豪印の 4 ヶ

国連携 ) が英国やフランス、ドイツなどを

取り込むかの動きも見えてきた。そのよう

な世界情勢の中で、インドが人口ボーナス

を享受し、大国として確実に成長して来る

ことは必定である。2030 年までにインド

が日本の経済規模に追い付き、追い越す勢

いを得たとき、かつての中国詣でのような

波がインドに対して起きることであろう。

その時に日印の架け橋となって活躍してく

れる人材を、今から育てておく必要がある

と私は思う。

このような将来展望から、日本の教育界

でも今後インドへの注目度は高まっていく

ことを期待している。日印両国の関係 ( 歴

史と文化的背景）は、他のどの国との関係

よりも圧倒的にポジティブであり、かつ補

完関係にあることを理解すれば、いかにイ

ンドとの関係の強化が、日本の将来にとっ

て重要であるかは自明の理である。現状で

はまだまだ両国間の相互理解のための努力

と人的交流が足りないために、相互理解が

進んでいないことを私は日々切実に感じ

ている。この観点からも、中等・高等教育

での日印の人的交流と連携を進める必要が

あると思う。ビジネスの世界では、日印は

必ずしも Win-Win の関係には成り得てい

ないケースも多く、日本側には不満も多い

ようだが、それはまだ両国間の根本的な相

互理解と信頼関係が確立されていないこと

の証である、と私は分析している。その点

では、利害関係のない若者同士の交流を促

進することにより、両国間の相互理解と信

頼関係の蓄積が、容易にかつ短期間で実現

し、将来の両国の相互発展に大きく寄与す

るであろうことを私は確信して止まない。

そして、それらを実現することは決して難

しくはない。何故なら、私自身が日々実践

してきたことだからである。今回の緊急イ

ンド救援の「Sewa Project 日本からインド

へ COVID-19 救援ミッション」にしても、

ボランティアを集めてくれたプロジェクト

リーダーや、集まってくれたインドの若者

達の、無私無欲の働きぶりには本当に頭が

下がる。インドの友人こそが、困った時に

頼れる存在であることを、信じて疑わない

のは決して私一人であるはずがない。

やはり、「日本の将来はインドしかな

い！」のである。

2021 年 6 月 30 日　プネにて

寄稿
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( インドのカラーフェスティバル HOLI、写真は昨年のもの )    ( 自主隔離中の住宅のドアに貼紙 )
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( 緊急インド救援ミッション「世話プロジェクト」のポスター )
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　2020 年 6 月時点で、西日本に在留す

るインド人は約 6,000 人。だが、75 年

前は、その 2 倍、約 1 万人以上のイン

ド人が中国・四国地方に駐在していたこ

とをご存じだろうか。

　第二次世界大戦で日本が敗れ、アメリ

カ軍（以下、米軍）のマッカーサーが連

合国軍最高司令官として日本を訪れてい

る。他方、イギリス、オーストラリア、

ニュージーランド、インド部隊から構

成されるイギリス連邦進駐軍（以下、英

連邦軍。British Commonwealth Occupa-

tion Force の名称は 1945 年 12 月に決

定）も 1946 年 5 月には日本に着任し、

同年12月31日時点の兵力は37,021名。

その内訳は、イギリス人 9,806 名（内、

イギリス経費を受給するインド人編成部

隊 2,533 名）、インド人 10,853 名、オー

ストラリア人 11,918 名、ニュージーラ

ンド人 4,444 名。つまり、全体の約 4

割をインド人が占めていた。本稿では、

日本にいたインド部隊の様子や、彼らが

利用した休暇施設等を紹介する。

１．インド部隊についての先行研究

　英連邦軍のインド部隊については、千

田武志氏の『英連邦軍の日本進駐と展開』

でも触れられており、同様に、島根県や

鳥取県、広島県、岡山県の郷土史でも取

り上げられている。しかし、インド部隊

をメインとした調査は少ない。他方、イ

ンドでは近代日印関係史研究者のT. R.サ

リーン氏が India and Allied Occupation 

of Japan 1945-1952 で、彼らの活動や

各国の動きについてまとめている。

　インド部隊についての調査が難しい要

因は 3 つあると考える。ひとつは、イ

ンド部隊自体が分散していたため、全体

像を掴むことは困難であること。もうひ

とつは、インド部隊といえども英連邦を

構成するひとつにすぎず、彼らの活動を

「インド」部隊の成果として重要視され

なかったこと。最後に、インドの歴史に

おいても、彼らの存在は多く触れられて

いないことである。

日本における英連邦進駐軍
インド部隊の素描：1945 － 1947 年
Sketch of Hindustani Troops, 
BCOF in Japan:1945-1947

会社員

奥埜 梨恵

寄稿
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２．使用する主な史料

　一次資料である英連邦軍の広報紙

BCON: Official All-services Newspaper 

for the British  Commonwealth Occupa-

tion Forces in Japan（ 以 下、BCON）

と、Offi  cial History of the Indian Armed 

Forces in the Second World War 1939-

45 などの一次資料を優先している。枚

数の都合上、引用箇所の記載が困難であ

るため、参考文献をご覧頂きたい。

▲日本の英連邦軍進駐エリアの地図

（BCON、1946 年 12 月 20 日付）

３．英連邦軍インド部隊の概略

　英連邦軍の日本進駐準備は、日本の

敗戦直後から進められていた。1945 年

8 月末には、インド軍総司令部にて日本

占領を目的とした英印師団の編成が提示

されている。英連邦軍は、一箇イギリス

歩兵旅団、一箇インド歩兵旅団と師団分

遣隊からなる英印合同の一箇師団、いわ

ゆる BRINDIV（BRINJAP とも呼ばれる）

を組織した。このインド歩兵旅団が、第

268 インド歩兵旅団であり、第 1 パン

ジャーブ連隊第 5 大隊（ビルマ戦線で

活躍）、マラーター軽歩兵隊第 1 大隊（イ

タリア戦線に参加）、第 5 ロイヤル・グ

ルカ・ライフル隊第 2 大隊（ビルマ戦

線に参加）によって編成された。さらに、

第 7 インド軽機甲中隊、第 30 イギリス

野戦砲中隊、第 16 インド野戦砲中隊や

工兵隊も参加している。

　この英印師団司令部の人員は、9 月

10 日にデリーへ集結、インドのナーシ

ク近郊のキャンプへ移った。インド人で

唯一師団の指揮権を与えられていたK. S. 

ティマイヤ代将の下、英印師団に属する

兵士たちも、1945 年 7 月の半ばから、

このキャンプへ集結し、日本上陸に備え

訓練を重ねていた。1946 年 2 月 16 日

に先発隊 17 名が空路でインドを出発。

続いて、基地部隊 1,600 名が 2 月 8 日、

主力部隊が 3 月 17 日と、4 月 29 日の

2 回に分かれて英連邦輸送船でムンバイ

から呉に向けて出港した。前者には第 5

イギリス歩兵旅団や司令部、部隊 6,761

名が輸送船デュネラ、オルドニャ、アラ

ンデル・キャッスルにそれぞれ乗船し、

後者は第 267 インド歩兵旅団本隊と部
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隊 112 名が輸送船ラジュラ、オルドニャ

に乗船した。その後も部隊の入れ替えは

続いている（BCON、1946年9月3日付）。

　主力部隊が 3 月に出港する際、ムン

バイ港に停泊する輸送船デュネラの甲板

でオール・インディア・ラジオ局が特別

番組を収録し、カメロン軍楽隊とクマオ

ン軍楽隊の演奏が花を添えた。出港前夜

のティーパーティーでは、30 名の報道

関係者らが招かれ、英連邦諸国の威厳と

名声を日本人に広めるという彼らの責務

を報道した。しかしながら、日本で活躍

する彼らのもとにインドから報道関係者

らが訪問することはなく、彼らの活動は

独立運動の陰に隠れてしまった。

　英印師団司令部が 4 月 5 日に呉に到

着。最後に出港した第 267 インド歩兵

旅団の到着を待たずして、彼らの進駐先

が岡山、鳥取、四国となることが日本で

も報じられた。オーストラリアは広島を

中心に据えたが、山口はニュージーラン

ドに。島根、鳥取、四国の 3 県が英印

師団へ割り当てられた。

　オーストラリア兵と、ほぼ同数のイン

ド兵が日本にいたにもかかわらず、連邦

軍内のインド部隊の地位は高くはなかっ

た。1946 年 12 月までに、司令部にい

る 200 名以上の将校のうち、インド人

将校はせいぜい 6 名程度であった。当

時のインドが、あくまでもイギリスの被

支配国インドにすぎなかったという事実

が滲み出ている。事実、東京の皇居で、

第 2・第 5 グルカ人小銃部隊らがイギリ

ス士官に従うことを拒み「座り込み」を

実行したこともあった。当時、白豪主義

に傾倒するオーストラリア兵との折り合

いは、さらに悪かった。L. C. ジェイン

によると、オーストラリア兵は日本人の

みならずインド部隊も有色人種と差別的

に捉え、まるで「もうひとつのアボリジ

ニ」のように扱ったという。

インド部隊は、英連邦軍内では従順

であること。他方、日本人の前では英連

邦の代表として模範的な兵士であること

を強いられたのではないだろうか。

４．日本におけるインド部隊の様子  

    岡山市の事例から

　英印師団司令部が 4 月 5 日に呉に到

着。最後に出港した第 267 インド歩兵

旅団の到着を待たずして、彼らの進駐先

が岡山、鳥取、四国になることが周知さ

れた（『合同新聞』1946 年 4 月 19 日付）。

英連邦軍の中で、最初に広島を占領した

のはオーストラリア軍だが、広島の施設

はオーストラリア軍の要望にあわず、さ

らに山口、島根、鳥取、四国を占領する

必要があると考えていた。結局、オース

トラリア軍は広島を中心に据え、山口は

ニュージーランド軍に。残りの 3 県が

英印師団へ割り当てられた。第 267 イ

ンド歩兵旅団本隊は、5 月 18 日に呉に

到着すると、早々に島根県と鳥取県へと

寄稿
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移り、先に広島県呉市に駐留していた英

印師団司令部などの中枢機関も岡山県に

移った。

　 岡 山 市 は 1945 年 10 月 に、 米 軍 約

5 万人の進駐を受け入れている。翌年

1946 年 6 月に、アメリカ第 8 軍第 10

軍団第 24 師団は岡山から福岡県小倉市

へ移動し、米軍の軍政部・情報部・停車

場司令部の特殊機関のみが岡山市に残っ

た。代わって英連邦軍主力部隊が進駐し

て、岡山市内の施設に入り、倉敷市と玉

野市に軽騎兵部隊が進駐した。当時の岡

山の様子を、戦時の一県一紙体制下で、

唯一県内発刊されていた合同新聞（現山

陽新聞）が詳細に報じている。

　英印師団が岡山市に進駐した後、軍当

局が、市内の 46 本の街道名を替え、公

会堂筋を「ボンベイ」、専売局から東山

電車終点を「アラカン」、奉還町から後

楽園線を「マウント・バッテン」と改称し、

新しい標識を掲げた（『合同新聞』1946

年 10 月 30 日付）。

　岡山市民と英印師団は、総じて友好的

な雰囲気を維持していた。それは各代表

者らが民主主義を重んじる社交的な人物

であったことも一因である。岡山市長橋

本富三郎は、社交的に進駐軍との交渉を

進められる人物との期待を受けて、進

駐軍受入れ直後の 1945 年 11 月 6 日に

合同新聞社長から市長へ就任。2 代目岡

山軍政部長のスプリンガー中佐は在任 1

年余りの間に、岡山県内を隅々まで巡察

し、多くの人に接して、各方面に好印象

を残した。また、1947 年 1 月 4 日に岡

山にやってきたインド人の英連邦軍司令

官シュリナゲシュ代将も「平民的で、好

紳士」との評判が残っている。英印師団

についての記事は下記の通りだ。

「デモクラシー援護と云ふ共通の尊い使

命を帯びてユニオン • ジャックをなびか

せ…彼等は血の滲む苦闘を続け今や輝か

しき戦勝ののち宿望の目的地、日本に到

着し、世界平和の援護者としての任務に

ついている…この英印軍は日本における

総司令部［ママ］を岡山市に置き岡山、

島根、鳥取及び四国を管轄するが、部隊

の全員は約 1 万 5 千名で大英帝国の凡

ゆる地域、英本国、全印度及びネパール

のグルカ独立王国より参加した兵員によ

り或る者は正規の軍人であったが大部分

は、農夫、書記、技術者、商人、芸術家

など凡ゆる平和な職業に従事しており、

且つ異なる宗教と言語を持つ人々であっ

たのだ、…」（『合同新聞』1946 年 7 月

6 日付）

　岡山の観兵式や東京の皇居正門前での

行進、衛兵交代の儀礼など、常に報道の

中心にいたのはグルカ隊とパンジャーブ

隊である。彼らの特徴的な外観が、日本

人の眼をひいた要因だろうが、もう一つ、

両隊が東南アジアの戦地で日本軍と刀を

交えたという歴史的接点もある。このと
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き、ビルマ戦線で第 17 インド師団の指

揮を執ったのが、英印師団司令官である

コーワン少将である。東南アジアでの対

決で、日本は彼らに負けたのだという事

実を繰り返すことで、彼らの有能さを説

いている。

　他方、マラーター隊は、両隊と比較す

ると後進的という評価はあるが、劣らず

素晴らしい功績を残している。特筆すべ

きは、山陰地域で問題になっていた闇市

の摘発、韓国からの不法入国者の摘発協

力である。島根に進駐していた彼らは、

週 2 回、巡視船ベテ・ノワールでの海

上警備を実施し、大きな成果をあげた。

　しかし、インド部隊を敵視する証言も

残っている。シュリナゲシュ代将夫人は、

「日本の男性たちから、インド人に対す

る沈黙の敵意がはっきり感じられ、距離

をおいてよそよそしい振る舞いだった」

と、回想している。また、岡山市中を歩

く彼らを「いままでのアメリカ兵にくら

べ、頭にターバンを巻いたインド兵や腰

に蛮刀を吊った小男のグルカ兵が市中を

闊歩し、日本はまさしく連合国に敗れた

りとの感を強くしたのであった」と、表

現し、なかには「黒ンボの幼稚」と、揶

揄するものもあった。事実、英連邦軍の

日本進駐には、米国のみならず英連邦諸

国にも負けたのだと日本人に認識させる

目的があり、このような敵意から逃れる

ことはできなかっただろう。

　英印師団はイベントを通して市民を招

待し、災害救援、家事の消火活動、道路

補修などの公共事業への取り組みを通し

て、支配者というよりは、共に困難に立

ち向かい、再興を築く同胞のような存在

であったように感じる。

　8 年ぶりに再開された岡山競馬場の

復興も英印師団の活動の一環であった。

1946 年 8 月 10 日に岡山進駐英印師団

の第 1 回競馬大会が挙行され、軍楽隊

の演奏裡に将兵が華やかに競技を展開し

た。馬券も発売され、多くの入場者で盛

況した。12 月には岡山県馬匹組合の主

催で「岡山競馬」が始まり、「競馬場前」

という新しい鉄道駅ができるほど人気が

あったという。岡山市民が進駐軍に敵意

を抱きつつも、彼らの活動により娯楽を

得られるようになったひとつの例だ。

特に、1946 年 11 月 16 日に岡山市

後楽園芝生で開かれた英印師団軍楽隊の

大演奏会は、彼らの活動の象徴となる。

1946 年 5 月 19 日に、同じ後楽園で、

米軍軍楽隊が岡山市民に別れの特別演

奏会を開催し、2 万人の聴衆がつめかけ

た。米軍軍楽隊は、全員起立のうちにア

メリカ国歌を演奏し、「若々しいアメリ

カデモクラシーの勝利を響かせ」て終幕

したのに対し、英印師団軍楽隊は、当時

流行っていたリンゴの唄の演奏で締めく

くり、聴衆の大合唱と大喝采を誘ったと

いう。このような日本人への姿勢の違い

は、岡山市民に「米軍が官僚的なのに反

して、とても英軍が民主的なのには驚い

寄稿
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た。」と、語らせている。

５．インド部隊がみたヒロシマと天災

　インド部隊が特筆している日本での体

験が、広島訪問と自然災害である。

　英印師団のレジャーとして、原爆が投

下された広島と呉海軍工廠の見学ツアー

が開催された。広島の訪問では、原爆の

破壊力もさることながら、被爆者の体験

談を聞き、日本人の辛抱強さに感銘をう

けている。壊滅的な惨状を前にしても、

昼夜問わずに復興作業に精を出す日本

人。この辛抱強さこそ再興の鍵となり、

インドを偉大な国にするための良い手本

になると感じたようだ。

　1946 年 7 月初旬、インドから到着し

た第 653 インド機械装備中隊が早々に

任務に就いたのが、6 月の集中豪雨で破

壊された呉、広、江田島の道路工事であっ

た。彼らはナーシクでの訓練で、日本に

は天災が多いことを学び、事実、彼ら

も度重なる天災を経験することとなる。

1946 年 7 月 29 日、四国を襲った台風に、

隊員は一睡もできず、翌年 9 月 17 日に

は、カスリーン台風来襲で洪水となった

東海地方の救済に協力している。

　1946 年 12 月 21 日早朝に発生した

昭和南海地震は、中国・四国地方を管轄

していた英連邦軍の活動に大きな影響を

与えた。記事には、早朝 4 時 30 分頃、

呉・広では、兵士がパジャマのまま、ま

たは大外套をはおって、揺れる家屋から

気温零下の外へと駆け出し、2 分間程の

揺れを感じたと記載されている（BCON、

1946 年 12 月 23 日付）。四国の被災者

のもとへ直ちに救助隊が派遣され、最も

被害が甚大な高知県御免町周辺には医療

チームが救助活動を行い、毛布や厚手の

衣類が送られた。最終的に、高知県内の

死者は 670 名となったが、地震発生後

3 日目で、高知県だけで死者は 647 名

にのぼると報じられていることから、被

災後の混乱下でも、情報把握は非常に正

確で、迅速な対応がなされたことがうか

がえる（BCON、1946 年 12 月 27 日付）。

６．英連邦軍広報紙から

　　みえてくるインド部隊

　今回、西日本に分散していたインド部

隊を繋ぐツールとして、英連邦軍の広報

紙 BCON を手掛かりに回顧する。BCON

は、1946 年 4 月 9 日から 1950 年 4 月

6 日まで大阪から発行され、英連邦軍所

属者は無料で購読できた。

　当初は 2 ページであったが、発刊後 1

年を過ぎる頃には 8 ページに増え、そ

の内容も一面、一般ニュース面、特集

面、イギリス面、オーストラリア面、イ

ンド面、ニュージーランド面、スポーツ

面と、多岐に富んでいる。国別の面は発

刊時にはなかったが、1946 年 5 月 7 日

から「Brevities From Home」欄や「BCOF 
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HOME NEWS SECTION」欄として、各

国のニュースが報じられ、同年 8 月 3

日からは 1 面ずつ各国に割り当てられ

ることが多くなり、定着化した。

　なかでもインド面（Indian Section）は、

英語とウルドゥー語の両方で記事が書か

れているという特徴的をもつ。文体から

察するに、インド面は複数名が交代で執

筆していたように感じられる。このイン

ド 面 は 1946 年 8 月 3 日 か ら 1947 年

10 月 10 日までの約 1 年 2 ヶ月間設け

られていた。つまり、この時期に多くの

インド部隊が日本にいたということにな

る。同時に、この時期は英領インドが独

立運動の佳境を迎える時期と重なってい

る。

・インド・パキスタン独立について

　インド現地の状況は、ほぼ翌日から 3

日後には BCON に記載されており、イ

ンドとイギリスとの独立に関する交渉に

ついては、何度もトップニュースとして

取り上げられている。

　特筆すべきは、どの記事も第三者的視

座で報じられている点である。私は当時

のインド国内で発行されていた独立に関

する新聞記事の比較研究をした経験か

ら、紙面から何かしら独立への意見が

現れるものだと認識している。その点、

BCON の独立に関する英文記事をみる

と、政治家の名前は例外なく「Mr.」で

言及され、指導者的存在であったガーン

ディーやジンナーが、マハートマ（偉大

なる魂）やカーイデアーザム（偉大なる

指導者）といった尊称で登場することは

ない。このことから、比較的中立を保っ

た記事内容であったことがうかがえる。

　インド部隊が日本に集結した 1946 年

5 月は、インドでイギリス閣僚使節団が

「インド連邦案」を提示した時期であっ

た。同年 4 月には、全インド・ムスリ

ム連盟が、中央・州議会議員総会で、単

一のムスリム独立国家パキスタンの樹立

を目標とすることを決議しており、一旦

は閣僚使節団案を受託したが、7 月には

撤回し、パキスタン分離独立実現のため、

「パキスタンか、さもなくば死を」のス

ローガンのもと「直接行動」の日を計画

していることが、8 月 14 日付の記事で

言及されている。その 6 日後には、こ

の直接行動の呼びかけで引き起こされた

コルカタの暴動についても報じられ、後

日の記事では、コルカタ近郊のブルハン

プールの村で起こった心胆寒からしめ

る襲撃事件を掲載している。この時、1

枚の写真が添えられているが、それは 1

月に起こったムンバイ暴動の写真であっ

た。このことから、現地写真の即時入手

は困難であったことがわかる。

　そして、インドが独立した 1947 年 8

月 15 日には、一面に「全 BCOF がイン

ドの素晴らしい日を祝福」という見出し

が踊っている。インド統治は大英帝国か

寄稿
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らインドの人々の手にわたり、インドと

パキスタンからなる新しい英連邦の誕生

だと報じられ、ちょうど、対日勝戦記

念日を 8 月 14 日 [ ママ ] に祝う代わり

に、8 月 15 日と重ねて祝日となってい

る。東京のインペリアル・プラザ（現皇

居前広場）で、BCOF 各国はインドとパ

キスタンの英連邦への参加を歓迎し、パ

ンジャーブ連隊とオーストラリア軍楽隊

の演奏が予定されていた。岡山や呉、浜

田、東京の各所インド部隊も祝賀会を催

す旨、詳細が報じられている。東京のイ

ンペリアルホテル（現帝国ホテル）では

シュリナゲシュ代将は、インド特使シュ

リ・ラーマ・ラウと晩餐会。岡山では

1,500 名の孤児にお菓子が配られ、大き

な花火が打ち上げられる予定。浜田では、

マラーター部隊が花火を上げ、約 3,000

人の子供たちを招いて、マラカンブ、レ

スリング試合を披露。夕方、将校らは立

食式晩餐会、男性用食堂では盛大な宴会

を開催予定と、まさにお祭り騒ぎである。

　同日のインド面は、3 つの記事と写真

の解説以外は全てウルドゥー語で綴られ

ている。主な記事は「今日、インドは独

立した！」の見出しで、一面ウルドゥー

語表記となっており、「マハトマ・ガン

ディー、パンディット・ネルー、ミス

ター・ジンナー」の 3 名の写真や、インド・

パキスタンの地図が掲載されている。注

意深く地図をみてみると、カシミール全

域がパキスタンとして描かれている。

　翌日 8 月 16 日付の BCON では、イン

ド面（INDIAN SECTION) ではなく、イ

ン ド・ パ キ ス タ ン 面（INDIA ＆ PAKI-

STAN）と表現され、本土から離れた日本

で独立を迎えたインド・パキスタン両国

民への配慮が感じられる。この紙面では、

ラホールはパキスタンに。コルカタはイ

ンドになることが伝えられ、同時に、コ

ルカタで発生した暴動や、両国の軍再編

成に関する記事など、分離独立が抱える

諸問題も並んでいた。

・インド部隊の日本撤退

　1947 年 2 月に、第 5 イギリス歩兵旅

団が日本を離れ、続々とイギリス進駐軍

が日本を去った。このことから、インド

部隊内でも自らの日本撤退も遠くはない

だろうという噂がたった。事実、1947

年 2 月 14 日に、インド軍事連絡部 (the 

Indian Liaison Mission) は、インド政府

に対し、マッカーサーはインド政府の決

定であればインド部隊の撤退に異議はな

いと語った、と電信している。
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　1947 年 3 月 22 日に英領インドは、

オーストラリアに 1947 年末までのイン

ド部隊の撤退を打診してる。このとき、

オーストラリアはインド部隊撤退を強く

引き留めている。オーストラリアのイン

ド高等弁務官パラーンジパイー氏が、日

本でのインド部隊の活動を継続するよう

インド国民会議派のネルーに要望をだし

たほどだ。ネルーは、日本に進駐してい

るインド部隊の経費には、イギリス政府

の経費ではなく、税金を充てると発言し

た と さ れ（BCON、1947 年 2 月 19 日

付）、彼らの存在を認めている数少ない

人物でもある。しかし、インド政府はこ

れに応じることはなかった。実際、イン

ドが独立すると、インド初代首相となっ

たネルーは、インド部隊が進駐軍の一翼

を担うべきではないと、早々に引き揚げ

を決定した。

　オーストラリアがインド部隊の撤退

要請に動揺した理由として、ひとつは

ニュージーランドも撤退を検討してお

り、インド部隊撤退が引き金となり、大

幅な人材不足に陥ると懸念されたこと。

もうひとつは、多岐にわたるインド部隊

の貢献が、英連邦軍の活動の根幹となっ

ていたことにある。

　インド部隊の撤退が見えてきた 1947

年 2 月 20 日。ちょうど BCON では「英

印師団の物語（BRINDIV STORY）」とい

う特集が組まれ、1946 年 6 月からの活

動を振り返る写真や出来事が詳細に記さ

れている。コーワン少将の功績からはじ

まり、部隊毎に日本での功績やイベント

について時系列で紹介し、大いに称賛し

ている。

　最終的に、インド部隊の撤退は承認さ

れ、5 月 30 日に英連邦軍総司令部がイ

ンド部隊撤退を 1947 年末までに完了す

るよう計画および準備するよう命じ、第

268 インド歩兵旅団が実行責任を担っ

た。しかし、インド独立目前の 7 月 22

日になって、インド総司令部から「政治

的事情により、インド部隊の日本撤退は

1947 年 9 月 15 日までに計画すること」、

さらに「全部隊は遅くとも 1947 年 10

月 1 日までに撤退し、一切の護衛部隊

を残さないように」と、伝達があったた

め、インド部隊は、十分な調整ができず、

貴重な備品等を置き去りにせざるを得な

かった。　

　インド部隊の引き上げは 3 回に分け

て実施された。7 月 17 日早朝、第 5 ロ

イヤル・グルカ・ライフル隊第 2 大隊

と後衛尖兵らは特別列車で福島から、

シュリナゲシュ代将と第 4 ニュージー

ランド軍楽隊の待つ呉へ。13 時に輸送

船デボンシャーに乗船開始。夕方には、

呉のスポーツスタジアムで、グルカ・パ

イプ楽隊とクマオン楽隊が、これまでで

最高の演奏を集まった多くの観客の前で

披露した。

　インドとパキスタンの独立は、彼らイ

ンド部隊の日本引き上げが本格的に始ま

寄稿
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ることを意味していた。インド独立前日

の 1947 年 8 月 14 日付の BCON 一面で

は、すでに 7 月末に岡山から第 5 ロイ

ヤル・グルカ・ライフル隊第 2 大隊が

呉港から日本を去っているが、残りのイ

ンド部隊が 1947 年 9 月末までに完全

撤退し、彼らが立ち去った後は、半数は

オーストラリア部隊。残りをニュージー

ランドと大英帝国部隊の計 20,000 が名

補完する見込みだと説明されている。

　そして、インド独立からわずか 2 日

後の 8 月 17 日には、シュリナゲシュ代

将にオーストラリアのキャンベラで開催

される日本平和会議にインド代表として

出席し、インドへ帰国するよう命令が

下ったため、翌日には大勢の岡山市民に

見送られて、一部のパンジャーブ連隊と

ともに日本を後にした。

　最後に、師団司令部と残りの第 1 パ

ンジャーブ連隊第 5 大隊、全ての家族

が輸送船タルマとディルワラに乗船し、

補給品を積んだ 6 隻とともに 10 月 25

日に呉を出発し、シンガポールを経由し

てチェンナイへ向かった。この時の様子

は、1947 年 10 月 27 日 付 の BCON の

一面に掲載されている。1,348 人の全階

級のインド部隊と、数名のイギリス将校、

5 人の民間人が乗船。イギリス将校は、

インドとパキスタンへの再編のためイン

ドまで乗船し、その後、ほとんどがイギ

リスへ帰国予定とのことだった。この記

事は、帰任する 2 名のインド兵のイン

タビューで締めくくられている。彼らは

それぞれ、インド軍とパキスタン軍に分

かれて配属される予定であった。

　パキスタン軍に所属予定のラーワルピ

ンディーのガラハド・カーンは、18 カ

月日本にて従事。「家をあけてから 3 年

後、再びインドを訪れることができそう

で嬉しい。しかし、同時に日本を立ち去

ることを残念に思う。我々はここで最高

の条件で滞在し、全員がとても満足して

いた」。

　他方、カトゥ・ヴェンカテーシュは 4

カ月の日本滞在を終え、インド軍に戻る

予定。「私は政府の命令にしたがうのみ

だが、日本はとても好きだし、もっと長

く滞在したかった」

　ガラハド・カーンのコメントは、当時

の彼らの境遇を良く表している。故郷が

パキスタンとなり、事実上、パキスタン

軍に属する予定だが、彼の脳裏には、ま

だ英領インドであった頃のラーワルピン

ディーの姿のままであることが想像でき

る。日本進駐中に、彼らの故郷は動かず

して状況は大きく変わり、帰国後の彼ら

の配属にも影を落とした。

・ウルドゥー語への愛着と誇り

　BCON のインド面には、既述の通りウ

ルドゥー語の記事も掲載されているが、

全てアルファベット表記である。当時、

大阪で印刷するにあたり、アラビア・ペ
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ルシア文字を用いることが困難であった

ことは想像に難くないが、注目すべきは、

アルファベット表記でも使用言語はウル

ドゥー語だと表している点である。誌

面では「DES KI KHABREN, URDU MEN 

KHABREN（故国のニュース、ウルドゥー

語でのニュース）」と明記されている。

当然ながら、インド部隊は全員ムスリム

ではない。これらの特徴から、インド・

パキスタン独立を目前とした時期でも、

インド部隊内でウルドゥー語は「公務の

言語」といった側面を維持していたこと

が感じられる。

　また、英連邦軍はラジオ放送施設を有

しており、インドの言語による番組も

あった。1947 年 3 月 15 日付で掲載さ

れている週末の番組をみてみよう。呉局、

山口局にならんで、岡山局で BBRINDIV

向けの番組があり、「BT（ブリティッ

シュ）・プログラム」にならんで、「ヒン

ドゥスターニー・プログラム」と紹介さ

れている。番組名をみると、ウルドゥー

語が多用されているが、日曜日には 15

分ずつパンジャービー語、マラーティー

語、タミル語の番組もある。

　番組内容は、映画の歌謡曲や音楽、手

紙や投稿の紹介、オール・インディア・

ラジオ提供の本国のニュース、そして、

病院にいる患者からの投稿番組があった

ようだ。この病院とは、おそらく呉にあっ

た第 92 インド総合病院であろう。この

病院は、7 つの英連邦軍の医療施設のう

ち最大数の病床を誇っていた。

　このインド総合病院でもウルドゥー語

に関する記事が掲載されている。見出し

「心の声（Dilki Awaz）」で、第 92 イン

ド総合病院のスタッフによるウルドゥー

語演劇が成功裏に閉幕と報じられている

（BCON、1947 年 5 月 17 日 付 ）。 こ の

ことからも病院内は相当数のインド人の

スタッフや患者がおり、院内の数少ない

レクレーションとして、スタッフ自ら企

画していたことは興味深く、教養の高さ

を表す例であろう。

　ウルドゥー語への関心の高さは、とり

あげたインド国内の報道内容からも感じ

取れる。1947 年 3 月 7 日付で、「中央

議会でウルドゥー語の使用を認可」の

見出しで、G. V. マヴァランカル議長が、

議員は英語を知っていても、国家の言

語 (national language) であるウルドゥー

語を使用することができると発言したこ

とや、ハイデラバード首相 M. イスマー

イールのウルドゥー語がインド国家の言

語になるべきだという発言を取り上げて

いる。いち早く「インド部隊の共通言語」

としてウルドゥー語記事を掲載している

BCON が、この記事を介して、インド独

立後の言語編成を暗に提唱していたのか

もしれない。

・宗教儀式の実施

　祖国から遠く離れた日本でも、彼らは

寄稿
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宗教的儀式を行っていた。

　1946 年 8 月 30 日付 BCON では、英

印師団司令部やインド部隊のムスリム数

百名が岡山飛行場に集まり、イードの礼

拝をした事が報じられている。コーワン

少将が来賓となり、全てのムスリム兵に

祝辞を述べ、ムスリムでないインド人や

米軍将校が訪れ、日本人も、インド部隊

が日本の地でイードを祝う姿を初めて見

るために出席した。この日は映画が上映

され、英印師団の福祉部が特別コンサー

トを催している。

　英印師団のヒンドゥーも独自の宗教儀

式を行っている。既述の BCON 特集記

事「英印師団の物語」では、マラーター

隊がガネーシュ・チャトゥリティとダ

シャラーを祝ったことが掲載されてい

る。ガネーシュ・チャゥリティ当日の朝、

寺院でバジャンを歌い、15 時にはガネー

シュ像を先頭に行進し、海へ流している。

また、10 月にはダシャラーを「正式な」

マラーター式に祝い、ダヒーハンディ（人

がピラミッド状に組み合い、1 人がそれ

をよじ登って約 5 メートルの高さに下

がるヨーグルト入りの壺を割るという

ゲーム）まで行ったという。日本人の出

席については言及されていないが、儀式

を行う彼らの姿を地元の日本人も好奇の

目で見ていただろう。

▲岡山飛行場での礼拝（BCON、1946 年

9 月 2 日付）

・女性の活躍

　英印師団関連の記事では、女性の活躍も

報じられている。

　英印師団の福祉事業を支えていたのは応

急看護隊、英連邦女性補助部隊、英国女性

奉仕部隊、インド女性奉仕部隊の女性たち

である。彼女たちは、主に食堂などの施設

運営補助や、娯楽サービスの運営を担って

おり、なくてはならない存在であった。し

かし、応急看護隊が日本から引き上げると、

慢性的な人材不足に陥り、インド女性奉仕

部隊 6 名では不十分だと、総司令部がイ

ンドにメンバーを追加派遣するよう強く要

請したが、補充はなかった。既述「英印師

団の物語」でも、彼女たちの重要性は写真

付きで紹介されている。英印師団キリスト

教青年会（Young Men’s Christian Associa-

tion、以下、YMCA) のスタッフであるマー

トル・ゴードンは、サリーを着用している

ことがわかる。
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　当時、呉にあるキリスト教女子青年会

(Young Women’s Christian Association、

以下、YWCA) 福祉サービスのトップは、

ニュージーランド人女性ミュリエル・

ムーディーが務めていた。彼女が、日本

にいる英連邦軍の女性のためのクラブや

ホステルの建設を指揮し、英印師団に給

仕している 6 名の女性らにも、岡山の

YMCA 福祉サービス局より新しいホス

テルを提供させた。

　このような異国における福祉サポート

運用も、当時のインドにとって重要な経

験であった。英印師団が日本に到着して

すぐ、インド・ビルマ・セイロン YMCA

事務総長に選ばれた初のインド人女性

ソーサ・マシューも英印師団を激励し、

インド兵に対し、英印師団に所属してい

る機会を最大限に活用し、全てを学ぶよ

う告げている（BCON、1946 年 8 月 29

日付）。

　女性の活躍は、YMCA や YWCA の関

係者だけでない。インド部隊の家族も、

市井の日本人やインド部隊以外の英連邦

軍との交流を重ねていた。いち早く「英

連邦軍の家族」として日本を訪れたイン

ド人妻子は、彼女らが自覚している以上

に、周囲に大きな影響を与えただろう。

　1946 年 5 月 30 日、英連邦軍総司令

官は、オーストラリア統合参謀本部に対

して、英連邦軍将兵の家族の日本入国を

許可するよう要請し、1946 年 7 月 20

日、オーストラリア統合参謀本部が許可

した。それにともない、日本式家屋の修

理とヨーロッパスタイルの新築住宅の

建設が開始された。1946 年 12 月にイ

ンドを発ったインド部隊家族は、1947

年 1 月 10 日に日本に到着し、江田島、

広、岡山の改築された日本式家屋に入居

した。彼らが、英連邦軍のなかで最初に

日本へ到着した家族となった理由は、当

時のインド本国の情勢が不安定であった

ことと、改修された日本式家屋をあて

がわれ、受け入れ準備が早く整ったた

めであった。結局、1946 年 12 月から

1947 年 5 月までに、96 家族がインド

から日本に移り住んだ。

　シュリナゲシュ代将夫人ラージクマリ

も子供らを連れて、岡山市内の丘の上に

ある改築された日本式家屋に移り住ん

だ。彼女も、司令官夫人として軍のイベ

ントに参加し、インター・フォーメーショ

ン・トーナメントの決勝戦で、英印師団
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A チームを破った美保ホッケーチームの

キャプテンとの握手に応じる写真が掲載

されている（BCON、1947年5月6日付）。

　これら福祉面の充実やインド人家族の

呼び寄せが、インド部隊と日本人女性と

の接触を減らすことに成功したという見

解がある。しかし、私は、彼らの文化には、

女性とは軽々しく親交を持つべきではな

いという意識が根強く、かつ、日本人に

模範を示すという責務に徹した結果だと

考えている。そもそも英連邦軍は、日本

人女性との交際禁止策をとっていた。

　こんな事例がある。インド人医師が、

頻繁に日本人女性を病院に招き入れる

オーストラリア人の患者らを咎め、翌日

から日本人女性の入場を拒否したとこ

ろ、オーストラリア部隊が病院を襲撃、

死者を出す事件に至った。この事例から

も、オーストラリア部隊とインド部隊で

は、日本人女性との付き合い方が異なっ

ていたことがうかがえる。事実、交際禁

止策を採りながらも、オーストラリア兵

との日本人「戦争花嫁」は数百名に及び、

他方、インド兵と日本人女性の結婚の要

請は、わずか 2 件であった。

インド兵と日本人女性間の事件は皆

無ではなかったものの、他国部隊と比べ

て格段に少なかった。

７．日本に残る思い出の場所

　任期中、インド部隊はインドへの一

時帰国は許されなかったものの、1 年間

で 8 日間の休暇、後に 8 日間休暇を年

2 回取得することができた。この休暇を

利用して、米軍が使用していた休暇セン

ターや、新たにインド部隊が建設した詫

間湾休暇宿泊所等に滞在し、リフレッ

シュしていたようである。皇居警護の任

務などで東京へ遠征した部隊は、休暇を

取って恵比寿休暇センターに滞在し、日

光や鎌倉へ観光に出掛けていた。

　数多くある休暇センターのうち、滋賀

の国華荘、京都の菊屋萬碧楼は、インド

部隊御用達の宿である。

当時、滋賀や京都は進駐軍に人気の

観光スポットであった。保津川遊船は進

駐軍に最も人気のあったアクティビティ

で、保津峡観光株式会社は、進駐軍観光

輸送料を安く設定しているため、赤字経

営に陥っていると、値上げを要請してい

る。同様に、京福電鉄桧山ケーブル線も

赤字経営に陥っており、乗車料徴収の要
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望をだしている。その原因は、多くの進

駐軍が観光目的で乗車しているにもかか

わらず、交通手段として料金を支払わず

に利用しているためであった。京都駅は

陸軍管轄の輸送量が増えたことで大混雑

し、公務で訪れる進駐軍の旅行調整を、

京都事務局交通班の確認をもって、京都

駅長が行うほど混雑していた。

・国華荘

　滋賀の石山、瀬田川西岸にあった由緒

ある旅館柳屋は、1945 年 9 月 21 日か

ら英連邦軍の休暇センターとして使用さ

れていたが、1946 年 10 月 21 日に火

災で焼失してしまい、琵琶湖西岸の雄琴

温泉街にあった国華荘が、休暇センター

として大きな役目を担うこととなった。

　国華荘が接収されたのは 1946 年 7

月 18 日から 1948 年 7 月 7 日の約 2 年

間。多額の予算を投じ、純日本温泉旅館

は一級の洋式の施設を備える宿泊所へと

改装された。

　1947 年 3 月 5 日付 BCON で、「国華

荘が『リトル・インディア』に」の見出

しで、インド部隊へ国華荘の施設やレ

ジャー、食事、周辺観光について詳細に

詳細されている。記事によると、インド

部隊から毎週 40 名ずつ選出され、国華

荘で休暇を楽しむ運用となっていた。最

大の特徴は、カレー、チャパティ、プラ

オなどのインド料理が毎日振舞われてい

たことである。その他、京都観光やアメ

リカ運営の水耕栽培農場見学のツアー

や、登山、湖上ボート遊び、ビリヤード、

卓球、テニス等を楽しむことができた。

　現在も国華荘は「びわ湖花街道」とし

て旅館営業を続けているが、2001 年に

全館リニューアル工事が施され、当時の

面影はない。そこで、滋賀県立公文書保

管の資料を調べたところ、当時の滋賀県

知事柴野和喜夫と国華荘支配人佐藤傳三

郎との接収に関わる賃料契約から、工事

図面、接収解除後の備品査定額まで、一

次史料が保管されていた。

　国華荘は、三階建て木造建築の一棟

で、55 名が泊まれる畳敷き和室 32 室、

和式物置 3 室、玉突 ( ビリヤード ) 室が

あった。しかし、和室で使用されていた

畳は全て撤去され、リノリウム塗装がさ

れた木製フローリングに改装された。同

様に和式便所も全て洋式トイレに改修さ

れ、シャワーや、給水用タンクが設置さ

れた。新たに旗竿、医務室、理髪室、テ

ニスコート、ボート用桟橋・収納庫、プー

ル（貯水池を改造）、冷蔵室付きのバー

（非常階段を改造）、アイロン室（燃料室

を改造）、ビール収容箱、ネオンサイン
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のついたアーチ、入口までの道路等が設置

されている。すっかり改造された国華荘は、

接収解除後、もはや純日本温泉旅館として

の営業は困難になってしまった。

　残念ながら、これら資料に目を通しても、

「英豪軍」と記されているが、「英印軍、印

度軍」の文言は一切ない。このように、イ

ンド部隊の活躍は英豪軍の名に隠されてい

ることが、日本のみならず世界中でインド

部隊の活躍が知られていない要因だと推察

される。

・菊屋萬碧楼

　一方、菊屋萬碧楼（以下、菊屋）は、宇

治の重要文化的景観として選定され、現存

している。現在は、老舗の茶店である中村

藤吉が、平等院店として利用し、保存に尽

力している。菊屋がインド部隊専用の休暇

センターとなった時期は 1947 年 10 月 1

日から 16 日までで、その後、菊屋は日本

政府に返却されている。つまり、インド部

隊にとっても日本を離れる直前に美しい時

間を過ごした場所が菊屋であり、菊屋も最

後に見送った進駐軍がインド部隊だったと

いうことだ。

　戦後すぐの 1945 年 9 月 25 日に、米軍

を中心とする連合軍第 6 軍の宇治進駐が

始まった。この第 6 軍は当初京都市に司

令部を置いたため、京都市を中心に多くの

建物が接収されたが、菊屋の接収について

は記録が残っていない。しかしながら、地

元の方の証言から、菊屋も当初は米軍に

接収され、英連邦軍へと引き継がれたよ

うである。

　宇治町観光課は、進駐軍をもてなすた

め、料理や料亭旅館の施設に関するガイ

ドラインを早々に作成している。同時に、

宇治警察署員も英会話の特別講習を受け

ている。宇治は、進駐軍と接することに

よる風紀の乱れよりも、経済的メリット

と、インフラ整備を期待していたようだ。

進駐軍は、宇治市大久保に拠点を置いた

ため、宇治市内を頻繁にまわっていたよ

うだ。当時を知る中村藤吉の大女将が、

米軍が店に立ち寄った時に呈茶をしたと

ころ、御礼に肉を頂戴し、食料にも困ら

なかったことや、ジープに乗せてもらっ

たことを話していたそうだ。このことか

ら、進駐軍との関わりが、決してマイナ

スだけではなかったことがうかがえる。

　実際に宇治へ足を運び、菊屋を保存・

運営している中村藤吉平等院店を訪問し

た。菊屋はいわば「宇治の迎賓館」とし

て歴史を刻んでおり、皇族の行幸でも利

用され、1908 年の韓国皇太子李垠（イ・

ウン）と初代韓国統監伊藤博文の歓迎も

菊屋で執り行われた。他方、日清戦争時

には出征軍人の歓迎会場にも利用される

など、皇族にも庶民にも開かれた旅館で

あったようだ。

　菊屋が進駐軍接収下にあった当時は、

ダンスホール等があったが、現在は清風

閣、丸窓亭、観爛亭だけが残っている。
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中村藤吉の大女将によると、大広間か何

かがダンスホールとなり、天井にシャン

デリアがあったとのこと。現存する清風

閣は、カフェとして利用されており、市

内宇治川西岸の堤防上に建つ唯一の建物

である。ここからは宇治川と大吉山が一

望できる。1 階は 8 畳と 10 畳の各座席

に 4 畳ずつの前室、2 階は 10 畳と 16

畳の広間となっており、清風閣だけでも

かなりの人数が宿泊可能であったことが

うかがえる。

　今回は、中村慎吾氏に話をうかがうこ

とができた。2001 年頃に菊屋の女将を

訪ねた時は、すでに旅館業を廃業してお

り（昭和 40 年代までは旅館営業してい

た）、その後、2004 年に土地と建物を

買収。2006 年に菊屋は中村藤吉平等院

として開店した。耐震補強等の補修をす

る際、建築上必要な場所に柱がない等、

増築を重ねていたことが判明したそう

だ。また、現在、テイクアウト兼売店と

して利用している場所は、不自然に地面

が隆起している。史料には給水用タンク

位置との記載があるが、一方で、星条旗

の掲揚台であったと伝え聞いているとの

こと。先の菊屋の女将の証言といい、こ

のような伝承は非常に重要である。店内

はカフェにリノベーションされている

が、床の間や階段の手摺などは当時のま

まである。手摺や引き戸飾りには細かな

菊の文様が彫刻されており、上品で趣が

あった。観爛亭は清風閣よりもさらに宇

治川に近く、一段下がった場所で、宇治

川に張り出すように設置されていた洋室

だった。

　インド部隊が菊屋を利用した期間が短

かく、滞在者も 71 名だけであったため

か、現地でも彼らに関する情報は得られ

なかった。その中で、当時、彼らが見た

ものや景色を今に伝えてくれる菊屋の存

在は非常に貴重である。

・神戸モスク

　最後に、現在も多くの人々に慕われて

いる神戸モスクとインド部隊が関わる印

象的な BCON の記事を 2 つ紹介したい。

　ひとつは、神戸モスクでの初めての結

婚式が、英印師団のインド人ムスリムの

結婚式であったとの報道がある。1946

年 9 月 9 日付「神戸ムスリム・モスクで、

英印師団将校が応急看護隊とともに色鮮

やかな結婚式を祝福」の見出しで、英印

師団の広報カメラマンであるサイード・

ヤーワル・アッバースと、英印師団司令

部に従事する応急看護隊のメンバーであ

るヴェラ・マリアン・ケイティーとの結

婚を報じている。結婚式は、軍事婚姻法

に則って岡山にあるウェイヴェル・クラ

ブで行われ、再度、神戸モスクにてトル

コ人イマーム立会のもと、イスラーム式

で結婚式が挙行された。これが神戸モス

クでの初めての結婚式となり、地元に住

む様々なコミュニティーのインド人やト

寄稿
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ルコ人ムスリムも参加している。国境も

人種も宗教をも越えての祝福があふれる

舞台が、戦後間もない神戸モスクであっ

たことに驚く。

　もうひとつは、神戸モスク修繕の寄付

を呼び掛けている記事がある。空襲で傷

ついた神戸モスクを修繕するために、6

名からなる委員会が計 70 万円の寄付を

募っている。ムスリムのみならず、ヒン

ドゥーもクリスチャンも惜しみなく寄付

に応じている。注目すべきは、この内容

が英文とウルドゥー両方で報じられてい

るものの、ウルドゥー記事にだけ下記の

文言が付け加えられているという点だ。

　「このままインド部隊がインドに戻る

と、日本に状態の良くないモスクだけを

残していくことになる。それよりも、モ

スクとともに全てのインド人、民族が一

緒になって、団結したという素晴らしい

模範としてあり続けるように」（BCON、

1947 年 5 月 22 日付）

　このメッセージに、宗教の垣根を越え、

「インド人として」日本に彼らの団結を

示すものを残したいという想いに、英連

邦諸国のインドではなく、一国インドと

しての自我の芽生えを感じられる。

８．おわりに

　限られた人数で、戦地の苦難を乗り越

えてきたインド部隊だからこそ、団結の

重要性と個々のアイデンティを尊重・維

持する重要性を深く理解していたに違い

ない。日本進駐時も、インド部隊は飛び

地で任務にあたっていながら、素晴らし

い連携を見せていたように感じられる。

そんな彼らの日本進駐活動の完遂と、母

国で繰り返されるコミュナル暴動とイン

ド・パキスタンの分離独立は、インドの

多様性の陰と陽を一層浮かび上がらせて

いる。

　母国から離れてインド独立を迎えたイ

ンド部隊の様子は、どこか第三者的にも

感じられる。約 100 年間のイギリス支

配から立ち上がるインドの様子を、敗戦

から立ち上がる日本で眺める彼らの視座

は、むしろ、我われ日本人に近かったの

かもしれない。
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　はじめに／バラタナーティヤ
ムとインド神話

　初めてマドラス（現チェンナイ）で観

たバラタナーティヤム（南インド古典舞

踊）は、まさに太古の光が今ここの一点

一点を照らしこの先の道をも導いている

奇跡の芸術のように感じました。南イン

ドのカルナータカ音楽の旋律とリズムに

乗ってリズミカルにステップするその姿

が独特であり、アビナヤという表情の美

しさには、国や宗教を超えて太古から伝

えられているこの芸術に魅了されていく

魔法があるようにも思いました。

　しかし、習得するには途方もない道の

りを歩むことになります。全身の動きと

バランスを保つ厳格なスタイルを追求

し、複雑なステップが音楽・リズムとひ

とつになる練習を何度も繰り返します。

その一つ一つの小さな達成感が醍醐味で

あり、何物にも代えがたい喜びです。そ

れと同時に、インドの神々への祈りや感

謝を表現することは、神々を身近に感じ、

インドを知る一歩になり、神々の神話で

は時空を超越した世界を感じる面白さに

出会えます。そして、バラタナーティヤ

ムが太古から伝えているインド神話の虜

になりました。

　バラタナーティヤムの演目で表現する

インド神話は、6 分から 10 分程度（30

分前後の踊りもあります）ですので、神

話の内容はとても短くまとまっていま

す。その中で同じ場面の同じ様なジェス

チャーを繰り返し表現しますので、その

神話の印象的な場面が強調されていま

す。その演目を習得するために何度も何

度も同じ様な表現を練習していると「こ

の表現にはどの様な背景があるのだろ

う」と関心を抱きだしその答え探しも楽

しみの一つになります。

　インド神話には、摩訶不思議なことが

展開する中にも心の在り方、家族のこと、

道徳を正すことなど、現在にも通用する

教えや叡智が今こそ必要なメッセージと

して伝えられているように思います。イ

今こそ！文化芸術の発展と繁栄

本会理事
マルガユニティー主宰

モガリ 真奈美
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ンドでは、バラタナーティヤムの他にも

インド神話の漫画本やアニメ、また TV

ドラマとしてお茶の間で楽しみながら

神々のメッセージや太古の叡智を受け取

られる環境がありますが、日本は多くの

神話があるにも関わらず日本人に浸透し

ているとは言えない状況でありその様な

環境があまりありません。そこでバラタ

ナーティヤムを通して、日本でインド神

話を伝えることを目標にして活動してい

ます。宗教を超えて太古の叡智は、地球

に生きる全ての人々の魂に響き、遠い記

憶にある光が蘇っていくようにイメージ

しながら。。。

　バラタナーティヤムが語る　
インド神話

　2020 年のコロナ禍で活動が制限され

たことを機に、バラタナーティヤムで表

現するインド神話の絵本「南インド古典

舞踊が語るインド神話～ミーナクシー女

神～」を制作しました。南インドの古都

マドゥライ に伝わるミーナクシー女神

の神話です。踊りの内容を文章にして、

関西日印文化協会会員の辻恵子さん（画

家）に挿絵を描いていただきました。そ

して、文章を読みながらバラタナーティ

ヤムの表現を見ていただけるように QR

コードと YouTube のリンク先を載せて

動画付きになっています。他にもマドゥ

ライでの取材から得た内容や神話の背景

を解説として絵本に載せています。丁度、

コロナ禍による緊急事態宣言が始まる１

ヶ月前に南インドを訪れていました。マ

ドゥライ にも足を伸ばしたのは必然だ

ったのかもしれません。この神話が伝え

られているマドゥライの中央に鎮座する

ミーナクシー寺院はまさに文化芸術の宝

庫でした。そこで数々の不思議な体験を

したことや、踊りの背景を知る機会に巡

り会えた事は大きな後押しになりまし

た。

　この一年以上、以前のように芸術活動

が出来ない状況で、文化芸術の活動を続

けることに不安を感じています。文化芸

術活動は不要不急のなのでしょうか？こ

ういう今こそ必要との声も多いでしょ

う。その一つとして、バラタナーティヤ

ムの「ミーナクシー女神」の神話を伝え

たいと思います。　　

　踊りを短くまとめます。「マドゥライ 

の王は、世継ぎを祈る護摩だきの火か

ら女の子を授かり女王として育てまし
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た。女王は次々に領土を広げる戦いを続

けて、最後にシヴァ神の領域に行きまし

た。その時シヴァ神と目が合い結婚しま

した。そして、王としてミーナクシー女

神とマドゥライ を統治しました。マド

ゥライは、３つの文化「詩を書くこと」

「歌うこと」「踊ること」の繁栄で人々は

平和に暮らしました。」という内容です。

　強調したいのは、「３つの文化の繁栄

で人々の心を平和に導く」は今に通ずる

メッセージであるということです。

　ミーナクシー寺院に伝わる　     
エピソード

　バラタナーティヤムで踊る「ミーナク

シー女神」の「詩を書くこと」「歌を歌

うこと」「踊りを踊ること」について具

体的なエピソードを紹介します。これら

のエピソードはミーナクシー寺院に伝わ

るシヴァ神の６４の奇跡のエピソードな

ので、絵本の解説には載せなかった内容

なのですが、この場で伝えられる機会を

得た事は奇跡（シヴァ神の？）なのかも

しれません。

　神話は、インド哲学において、世界の

誕生と消滅を定期的に繰り返す一つの時

期「ユガ」４つの内の「クリタ・ユガ（サ

ティヤ・ユガ）」（ダルマ／法・秩序・調

和など／が 100% 行われている黄金時

代）のエピソードから始まります。この

ことは、ミーナクシー女神の出生を解説

するために絵本に載せました。こちらで

は、シヴァ神がマドゥライに来て統治後

のシヴァ神と王の関係とつながりを説明

し紹介します。

　まず、ミーナクシー女神と結婚しマ

ドゥライ を統治したシヴァ神がパー

ンディヤ朝の Soundara 王になります。

Soundara 王の息子 Ugra 王はシヴァ神

の息子ムルガン神の化身。その後、シヴ

ァ神とミーナクシー女神はミーナクシー

寺院に入り数々の奇跡を起こしてパーン

ディヤ朝の代々の王を擁護し、マドゥラ

イ は神の力で守られていきます。

　著者は、ごく幼い時にサンスクリッ

ト語とタミル語を認識していた聖者

Paranjothi。著書には Saiva 聖典「Saiva

シッダルタ哲学と、優美な語法と内容・

寄稿
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構成のサンガム文学の重要な意義を具体

的に表現した。」とあります。

　では、「踊りを踊ること」に関するエ

ピソードです。シヴァ神は南インドでは

踊りの神ナタラージャ神として有名で、

バラタナーティヤムの神でもあります。

ナタラージャ神が踊っているポーズは左

足を上げているのですが、ミーナクシー

寺院のそのポーズは右足を上げていま

す。演目「ミーナクシー女神」でもこの

踊りに限ってナタラージャ神のポーズは

右足をあげる振付になっているので、下

記のエピソードからその理由がわかりま

した。

「踊りを踊ること」

　『シヴァ神の崇拝者でパーンディヤ

朝 5 代 目 の Rajasekara 王 は、 舞 踊 を

除く６３の芸術を身に付けていました

ので、彼は後一つの舞踊を学びたいと

思っていました。チョーラ朝の有名な

詩人 Karikalan は舞踊の芸術に無知な

Rajasekara 王に、彼の王は６４の芸術

を習得したことを自慢しました。そこで、

Rajasekara 王は舞踊の練習に取り組み

始めました。しかし、シヴァ神が左足を

あげて踊る技術に驚きこれは大変困難で

あることを早々に悟りました。「シヴァ

神が地面につけない足をもち上げて　地

面につける足で踊っているが、思い通り

に身体が動かず痛みを感じる。片足で踊

ることはさらに痛みを増すがどうしてな

のだろう」と考えました。そこで彼は代

わる代わるに地面にそれぞれの足をつけ

て練習しました。さて、いよいよシヴァ

神に舞踊を捧げる日になりました。王は

目に涙をためてシヴァ神に、この問題を

克服できなかったことを打ち明けて、右

足を上げたポーズを認めて欲しいと懇願

しました。王の努力をやむなく認めたシ

ヴァ神は右足を上げたポーズを受け入れ

ました。』

（＊ Rajasekara 王は舞踊を学びたいと強

く願って、舞踊の専門家の karikala chola

の弟子になった。という解説もある）
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「歌を歌うこと」

　『第 15 代目の Varaguna 王が統治して

いる時、北から音楽家の Emanathan が

訪ずれ王は手厚く受け入れました。しか

し、彼は傲慢な態度でマドゥライ にい

る音楽家たちに、音楽会で歌の技術を争

うことを挑みました。王はマドゥライの

音楽家 Banapathram に、その訪問者と

国のために張り合うように命じました。

彼は、「シヴァ神の恩恵により、その訪

問者のプライドを抑えるでしょう」と答

えました。Emanathan は弟子たちの歌

の技術をマドゥライ中で見せつけていま

した。それを聞いた Banapathran は、「彼

らの師匠の歌はどれだけ素晴らしいのだ

ろう。」と思い、彼はシヴァ神の恩恵が

あることを願いました。

　その頃、シヴァ神は薪売りとしてマド

ゥライに現れていました。Emanathan

の家のポーチで休みながら楽器を弾き歌

い始めたその時、Emanathan が「誰な

のですか？」と尋ねたので　薪売りは「私

は老齢のために歌を訓練するのは適さな

いと拒絶されました。そして生計のため

に薪を売っているのです。」と説明しま

した。そこで Emanathan は薪売りに「で

は、歌ってみたまえ」と言い、彼は感動

的に歌いました。

　その歌は、魔法のように木々はじっと

立ち、水、泉、川、そして全ての生命が

描かれた絵のように見えてとてもうっと

りとさせました。蓮華座のブラフマー神

はシヴァ神の足元にいました。ミルクの

海にいるヴィシュヌ神は至福の海にいる

と感じていました。インドラは彼の体の

全てが耳であることを望みました。

　Emanathan が魅了され呆然としてい

る間に、薪売りの姿をしたシヴァ神は

姿を消しました。次の日、Banapathram

に会うことに自信を失った彼は、荷造り

をしてサッサとマドゥライ から出て行

きました。彼の弟子たちも四方八方に逃

げました。

　シヴァ神は Banapathram の夢に現れ

て一連の出来事を話しました。彼はシヴ

ァ神が彼のために薪を運んでいたことを

申し訳なく思いました。そしてすぐに、

彼はこれらの出来事を王に知らせまし

た。それを聞いて驚いた王はシヴァ神を

崇拝し、Banapathram に宝石と衣装を

つけて生涯に渡ってシヴァ神の賛美を歌

うように頼みました。

　Varaguna 王 が 望 む よ う に、

Banapathram の生涯はシヴァ神の賛美

を歌うことに専念し、彼は生計を立て

ることはなく貧しくなりました。そこ

でシヴァ神は定期的に少しずつ国の宝

庫から盗み、それを Banapathram に与

えました。

　しばらくしてシヴァ神はそれをやめ

たので、Banapathram は貧困と飢餓の

寄稿
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ために多くの苦しみを味わいました。

それでシヴァ神は大きな富を彼に与え

るであろう Cheran の夢に現れました。

「今後も私が盗みを続けたら、王はそれ

を知り守衛たちがそのために罰せられ

るでしょう。そこで、Banapathram は

あなたに手紙を持っていくでしょう。」

と伝えました。

　Banapathram は、夢でシヴァ神から

このことを知らされていた Cheran に

手紙を持って行きました。Cheran は喜

んで Banapathram を受け入れて彼に宝

石、衣装、象、そして馬を授けました。

Banapathram はマドゥライ に戻りシヴ

ァ神を崇拝しました。そして、彼の富

を詩人たち、僧侶たちや他の者たちに

分配し幸せに暮らしました。』

「詩を書くこと」

　まず、「詩を書くこと」のエピソード

の前に＜前置き＞を少し付け加えます。

　第 39 代目 Keerthi Veedanan 王 が統

治している時、７つの全ての海が溢れ

出し世界を破壊しました。しかしマド

ゥライ にあるシヴァ神の神殿のあるミ

ーナクシー寺院、象の丘、牛の丘、蛇

の丘は残りました。洪水に流された世

界はシヴァ神によって再現され、３人

のタミルの王たちは太陽、月、火から

創造されました。

　 チ ャ ン ド ラ（ 月 ） 王 朝 の Vangiya 

Sekara 王は、ミーナクシー寺院の周り

に作った街が繁栄に伴い人口が増えた

のでシヴァ神に古い境界線を示して欲

しいと願いました。シヴァ神は蛇の姿

で街の境界を取り囲み示しました。

　その街に、北インドの王朝と結びつ

いたチョーラ国の Vikrama 王が大軍を

率いて侵攻し勝利を確信しましたが、

シヴァ神が Vangiya Sekara 王を助ける

のを見た Vikrama 王は撤退しました。

北インドの王たちはその後も攻撃を続

けたのでシヴァ神は全てを破壊し退け

ました。Vangiya Sekara 王は、勝利の

ドラムを叩き王国の安泰に努めました。

＜前置きここまで＞

　『この王国の子孫の繁栄を求めて権力

と栄光、近隣の州に対する主権の獲得

を目的とする儀式を行ったブラフマー

神は、三人の妻、サラスヴァティ、サ

ヴィトリー、ガヤトリーとガンジス川

に沐浴に行きました。その途中でサラ

スヴァティは下働きの女性の音楽に魅

了され夢中になりました。

　ブラフマー神は他の二人の妻を従え

て沐浴しました。後でサラスヴァティ

は彼にどうして自分を置いて沐浴でき

たのかを尋ねました。それはあなたの

間違いであり、私を非難するべきでな

いとブラフマー神は言いました。そし
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て、彼女は永遠に人間の生を得るよう

に呪われました。

　彼女は怯えて、ブラフマー神の妻が人

間の形になるのがいいのでしょうかと

尋ねました。彼は、あなたの身体からな

る５１文字のうち、”aharam””hagaram”

（解釈・定義）から４８の詩人となるで

しょう。Aharam は、詩人として現れる

シヴァ神自身であり、詩人たちの委員

会にとどまるでしょう。シヴァ神は彼

らの心に留まることで詩の創作をもた

らすでしょう。と言いました。

　これらの４８人の詩人たちは全ての

言語になり、たくさんの国に行きそし

て名声を得てマドゥライ に戻りました。

シヴァ神は詩人としてマドゥライに他

の詩人たちを導きました。そして、シ

ヴァ神を崇拝させて姿を消しました。

　 王 は 彼 ら に 贈 り 物 を し て ”Sangam 

Mandapam（サンガムの円筒形の大ホ

ール）” を建てました。詩人たちはシヴ

ァ神に詩の創造性を評価するための委

員会を備えたいと願いました。シヴァ

神は詩人として現れて委員会を設けま

した。詩人たちは多くの貴重な作品を

創作しました。

　Vangiya Sekara 王 の 後、 息 子 の

Vankya Soodamani が王になりました。

彼は Shenbaga（モクレン）の庭園を創

り、その花輪でシヴァ神を崇拝したこ

とから Shenbaga 王として知られまし

た。ある日、庭園で女王の髪から違う

香りがしたので、それが自然なのか人

工的なものか疑問を持ち、それについ

て教えることができる詩人に 1000 の金

貨を与えることにしました。

　シヴァ神は貧困に苦しむ司祭ダルミ

を助けるために詩を代筆しました。王

はその詩が気に入って金貨を渡そうと

した時、詩人 Nakkeerar は「香りの全

ては人工的なものだ」と抗議したので

シヴァ神は第三の目を見せました。そ

れでも間違いは間違いだと言いながら

第三の目の熱に耐え切れずハスの池に

逃げ込みシヴァ神は姿を消しました。

　全ての詩人たちは、Nakkeerar が池

に沈んだことをたいへん残念に思いま

した。Nakkeerar も後悔していました。

彼らの許しを請う願いを聞き入れたシ

ヴァ神はミーナクシー女神とハスの池

に現れて、いたわりを持って Nakkeerar

にキラリと光る視線を一瞬向けまし

た。 そ れ か ら Nakkeerar は 詩「Kailai 

Paathi, Kaalathi Paathi」を書きました。

シヴァ神は喜んで彼を池から助け出し、

以前のように彼は詩人の委員会に名を

連ねました。王はダルミに金貨を渡し

ました。

　 シ ヴ ァ 神 は ハ ス の 池 で 沐 浴 す る

Nakkeerar を気に入り、アガスティア

寄稿
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聖人に変化した言葉の語法と変化しな

かったそれらをさらに教えるように言

いました。アガスティア聖人は彼に総

合法と分析手法を通して、文法・句の

解説の主要な仕事を教えました。そし

て、Nakkeerar は学んだことを他の詩

人たちに教えてシヴァ神を慕いました。

　最後の Sangam（詩人の委員会）の

４８人の詩人たちは、傲慢に彼ら自身

を喜ばせる詩を書いていました。彼ら

はシヴァ神に自分たちの作品を評価し

て欲しいと頼みました。そこでシヴァ

神はある詩人として現れて「金持ちの

Guna Salini には５歳の口のきけない息

子 Rudhra Sanman がいます。彼を通し

てあなたたちの詩を評価してもらうの

がいいでしょう。彼は口はきけないの

だけれど、感動したことによって涙を

流したり頭を頷くように動かして詩に

反応することができます。それであな

たたちの不明な点がはっきりとするで

しょう」と彼らに伝えました。

　Rudhra Sanman は委員会の詩人たち

に招待されました。彼はいくつかの詩

の言葉遣いの美しさ、他の詩の一貫性

と内容に反応し、いくつかの詩には両

方がないことを非難しました。しかし、

Nakkeerar, Kapilar そして Baranar の詩

を聞いている時は、彼は涙して頭をこ

の上なく幸せそうに動かしていました。

その後、詩人たちはもはや口論をしな

くなりました。そしてこの３名をもっ

とも素晴らしい詩人として受け入れま

した。』

文化芸術の繁栄とは

　以上「詩を書くこと」「歌を歌うこと」

「踊りを踊ること」のエピソードで、代々

の王が文化芸術に関心が高く自らもそ

れらを学び習得したことや、詩人、文

学者、音楽家、舞踊家などに文化芸術

の発展を求めて支援や庇護をしていた

ことがわかります。このように、太古

の多くの詩人と実力者の庇護により発

展したサンガム文学は、優れた叙事詩

や文献を残し極めて貴重な遺産になっ

ています。そして今もなお、その大き

な影響を受け継ぐタミル文学は、南イ

ンドの人々の誇りであり、人々の心の

糧となり愛されています。また、バラ

タナーティヤムも素晴らしい芸術とし

て受け継がれているのです。文化芸樹

の促進・発展が神への信仰と融合して

きた歴史であると言えます。

　神への信仰とは、このエピソードで

はシヴァ神を指しますが、元々は日本

と同じで南インドも大宇宙・大自然の

恩恵に感謝し畏敬の念を持ち日々の安

泰を祈る習慣がありますので、それを

神への信仰と捉えてみます。例えば、「乾

いた大地に大きな傘のような木が立ち、
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その木陰に寄り添う人々はひと時の涼

に感謝し、雨季は山や川・池を豊かに

し浄化し大地を育み、人々は沐浴し崇

拝をする。」このような自然への感謝を

神への崇拝と重ねて、詩が生まれ歌と

なって豊かな心を育み、歌の節（リズム）

が心身を鼓舞し力強い心と精神へと導

く文化芸術が発展したと推測します。

すなわち、「詩を書くこと」「歌を歌う

こと」「踊りを踊ること」その他の文化

芸術の繁栄は、大地のエネルギーを心

身の研磨による豊かな感性で、天（宇宙・

神）へと昇華していくこと、まさに個々

のチャクラの活性と整列を促し天地に

繋がる目的に向かうと考えます。

　最後に、このエピソードには、自然

災害による深刻な飢餓の時のこと、家

族の問題、嫉妬や欲望など心の問題、

領土争いなど、時代の流れに沿って様々

な困難が生じますが、シヴァ神や神々

（聖人）が奇跡を起こしてその時代を統

治する王を導き、王は恩恵に感謝して

人々の安泰な日々を祈ると語られてい

ます。そこには現在にも通ずる内容が

多々あります。太古から繰り返されて

いるあらゆる困難な問題が今の時代に

も形を変えて生じていますが、次の新

たな時代への道を照らす解決法は何で

しょう。

　その一つとして、先にも述べた「天

地の繋がりに感謝する文化芸術の発展

と繁栄」であると確信しています。

南インド・マドゥライ で伝えられて

いる神話「ミーナクシー女神」のバ

ラタナーティヤムの演目がここで輝

き増すことを願います。

寄稿
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　インドフォークアートワーク
ショップの経緯

2012 年から 2019 年まで（2016 年

なし）計 7 回、神戸三宮の勤労会館、

インドクラブで、関西日印文化協会主催

の体験型イベント「I LOVE INDIA」の

「フォークアートワークショップ」を洋

画の辻恵子先生と一緒にご指導いたしま

した。

私は日本画出身で度々インドに細密

画やスケッチなど絵の勉強に行っていま

した。辻恵子先生も、インド人作家の絵

本に挿絵を描かれるなどインドと関わっ

ておられました。二人でインドのフォー

クアート（原住民に伝わる、壁画や地面

に描く絵）を取り上げ、その場で実際に

参加者に描いていただくワークショップ

を企画しました。

今回は、今まで取り上げたフォーク

アートについて、それぞれの歴史や説明、

描き方、参加者の作品例などをまとめて

ご紹介したいと思います。

フォークアートの分布地図　

ワークショップで取り上げたフォー

クアートの発祥地です。

インドフォークアートワークショップの
記録

本会会員

川瀬 陽子

寄稿



61

　１．ワルリー画　　　　　　
　(Warli painting)

（第１回・2012 年、第 7 回・2019 年実施）

◆歴史と説明

インド西部、マハラシュトラ州ター

ネー県の先住民族ワルリー族によって描

かれる壁画です。

自 然 へ の 畏 敬 の 念 を 込 め て 神 羅

万 象 に 宿 る 精 霊 や 女 神、 神 話、 村 の

生 活 な ど を、 米 の 粉 を 水 で 溶 い た 白

い 絵 の 具 と 竹 を 削 っ た ペ ン を 用 い

て、 赤 土 の 壁 に 描 い た も の で、 線 描

と 三 角 形 や 矩 形、 円 な ど の 組 み 合 わ

せ に よ っ て 人 物 や 動 物 を 表 し ま す。

1972 年にこの独特の表現を世に広め民

俗画として育てようというインド政府の

勧めで紙や工芸品にも描かれるようにな

り、民俗画として国内外に知られるよう

になりました。

◆ワルリー画の学習

2010 年 12 月末から 2011 年 1 月上

旬にインドを訪れた際、現地の学校で美

術教師をされているカリヤーニ・ボレ

ティさんに教えていただきました。

コースターのように丸く切った茶色

の紙に、白い絵の具を使い、人や動物を

頭部は丸、胴体は三角二つ、手足は関節

部分を曲げた直線で表し、人々が様々な

活動をしている様子を思い浮かべながら

描くというもので、即興的に描く面白さ

がありました。

◆ワークショップの実施状況

2012 年は茶色や様々な色の円形や正

方形の紙を多数用意し、お客さんに白の

水彩絵の具や、銀色の細いマーカーを

使ってワルリー画を描いてもらい、最後

にカバーフィルムではさんで接着、切り

抜いてコースターを作りました。30 分

入れ替え制で 2 回実施しました。

2019 年は 30cm 角に切った布に、細

書き油性ペンでワルリー画を描いても

らい、テーブルセンターを作りました。

50 分入れ替え制で 2 回実施しました。

ワルリー画の描き方資料　（資料１）

（この原稿の最後のページ参照）

第 1 回の 2012 年は、模造紙に説明・

描き方を大きく書き、インドでの作例写

真や実作品と共に掲示していました。第

7 回では模造紙資料の他、実作品、描き

方、様々なインドの神様の線描のプリン

トなど用意しました。

この年は初めてで指導者は余裕があ

りませんでしたが、参加者の皆様には楽

しく作って頂きました。
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参加者の様子・

作品例（2012 年）▶

◀参加者の様子・作品例（2019 年）

ワルリー画の基本形と合わせて、様々

なインドの神様の絵も取り入れる方々も

おられ、自由な作品が生まれました。

寄稿
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２．ゴンド画 (Gond painting)

（第２回・2013 年実施）

◆歴史と説明

インド中央部、マディヤ・プラデー

シュ州を中心に住む先住民族ゴンド族に

よって描かれる絵画です。

伝統的なゴンド画では、村の儀礼や

祭事の折にいろいろな神話や神様、動物、

人物が、家の床や土壁に描かれてきまし

た。寓話や神話、自然・動物や人物の形

を描き、いくつかに区切って色を塗り、

中に精緻な模様を敷き詰めるように描き

込んでいきます。

近年では現代的な感覚で、キャンバ

スに色鮮やかに描く優れたアーティスト

も国内外で注目されています。

◆ゴンド画の学習

2012 年 12 月末から 13 年 1 月上旬

にかけてインド旅行に行き、再びカリ

ヤーニ・ボレティさんにゴンド画を教え

ていただきました。動物の形の中をいろ

いろな模様で埋め尽くすというもので、

イノシシの親子を描きその中に様々な模

様を考えながら描きました。

◆ワークショップの実施状況

前年度は 30 分入れ替え制でしたが、

時間が足りない場合もあったので、50

分入れ替え制で 2 回実施しました。形

の中を彩色したり、模様を描く画材は、

水彩絵の具、つまようじ、綿棒、筆など

を準備しました。元になる動物や神様の

形を数種類印刷した色画用紙と、無地の

色画用紙を用意し、好きなものを選んで

制作できるようにしました。

ゴンド画の描き方資料　（資料 2）

模造紙に大きく説明を書いて掲示し、

描き方資料プリントも作りました。

参加者の様子・作品例

お子様から大人まで、熱心に取り組

んでくださり、素敵な作品ができました。
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３．ミティラー画　　　　　
(Mithila painting)

又はマドゥバニー画
(Madhubani painting)

（第 3 回・2014 実施）

◆歴史と説明

インド、ビハール州のマドゥバニー

村近辺の家々の女性によって、母から娘

へ、何世代にも受け継がれ、祭や宗教的

行事、結婚といった人生の節目に、漆喰

を塗った家の土壁に描かれてきました。

主に自然やヒンドゥ教の神々を細か

く線で描き、隙間は花や動物、幾何学図

形で満たし、植物からとった色で部分的

に彩色します。

1967 年の飢饉の折に、インディラ・

ガンディー首相が収入源として紙に描く

ことを奨励し、有名になりました。

◆ミティラー画の学習

1997 年から 98 年にかけて、ウエス

ト・ベンガル州のビシュワ・バラティ大

学に留学していた時、隣のビハール州か

ら来ている人たちからマドゥバニー画を

購入する機会がありました。神様や自然

を素朴で力強く描いている絵に魅力を感

じました。

その後、日本で「インド素朴絵画 ( マ

ドゥバニー・ペインティング )」( 大崎紀

夫氏　著 ) に出会い、それらを参考にし

て自分でも描いてみることにしました。

◆ワークショップの実施状況

インドを題材にした油絵を描かれる

山本貞子様にもご協力いただき、50 分

入れ替え制を 2 回実施しました。一か

ら神様などの形を描くのは難しい場合も

あるので、無地の画用紙の他、ガネーシャ

神、クリシュナ神、孔雀、花、魚、外枠

などの一部輪郭を印刷したものも準備し

ました。辻先生にも魅力的な資料を準備

していただきました。画面を埋め尽くす

ように線や模様を細書き黒油性マーカー

で描き足し、一部を水彩絵の具で彩色し

てもらいました。

ミティラー画の描き方資料　（資料 3）

模造紙の説明と共に実際の作品を掲

示し、プリント資料もお配りしました。

参加者の様子・作品例（写真 4）

寄稿
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お子様から大人まで、多くの方々に

熱心に描いていただきました。

４．アルポナ画 (Alpona)

（第 4 回・2015 年実施）

◆歴史と説明

インド東部、ベンガル地方の女性た

ちによって、ヒンドゥ教の祭りや祈り、

結婚式などの機会に、庭などの地面、石

の床など水平面、土壁などに、米粉を水

で溶いた白い液体と、指と布を使って描

かれてきた民俗画です

その場を清め、神聖にするために、

土壁や石の床、地面などに、毎朝、又は

儀礼の折に、家々の女性たちが、米粉を

水で溶いた白い液体をしみこませた小さ

い布切れを手で持ち、中指を伝わらせて

描きました。同心円形を基本に、即興的

な模様や、吉祥模様という縁起のいい模

様、例えばラクシュミ神の足あとや、太

陽、稲穂、蓮の花、唐草模様などが線や

点の組み合わせで描かれます。文様は各

家庭で母から娘へと継承されます。他の

地方では米粉や色粉で描かれ、ランゴー

リ (Rangoli) と呼ばれています。

◆アルポナ画の学習

2014 年 12 月末から 15 年 1 月上旬

にかけてインド旅行した際、アッサム出

身のジュミ・チョードリーさんに教えて

いただきました。黒い大型の紙に白絵の

具と布を使って描きました。それまでは

ウェスト・ベンガル州のビシュワ・バラ

ティ大学校内で目にしたことはあったの

ですが、自分で描いたことはなかったの

で、実際に即興で模様を考えながら描く

のは新鮮で楽しく感じました。

◆ワークショップの実施状況

50 分入れ替え制で 2 回実施し、八つ

切りの色画用紙と、基準の半円形を描く

厚紙の帯に複数の穴をあけたもの、鉛筆、

白色ジェッソ（水性アクリル絵の具）を

水で溶いたもの、容器、絵具をしみこま

せる小切れの布、新聞紙、ドライヤー等

を準備しました。

アルポナ画の描き方資料　（資料 4）

アルポナ画特有の吉祥模様（ラクシュ

ミ神の足跡、蓮の花、唐草模様等）や、

描き方を模造紙に書いて実作品と共に

掲示しました。描き方プリントも作り

ました。
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参加者の様子・作品例（写真 5）

お子様から大人まで、多くの方々が

熱心に取り組んで素敵な作品ができま

した。

５．ドット・コーラム (Dot Kolam)

（第 5 回・2017 年実施）

◆歴史と説明

インド南部タミル・ナードゥ州に起源を

持ち、南インドのカルナータカ州、テラ

ンガナ州、アンドラ・プラデーシュ州、

ケララ州、ゴア州、マハラシュトラ州、

スリランカで描かれます。グリッド状に

打った点を基準に、一筆書きのような線

で囲んだり、結んだりして描かれます。

朝に女性の家族が、玄関前に米粉、石灰、

岩粉を手で置いて描きます。

地方によって呼び名が変わり、ムッ

グー（muggū）、アリパン（aripan）、マー

ンダーナー（māṇḍanā）などと呼ばれ

ます。

◆ドット・コーラム画の学習

アルポナ画と同じく 2014 年 12 月末

から 15 年 1 月上旬にかけてインド旅行

した際、アンドラ・プラデーシュ州出

身のカリヤーニ・ボレティさんに教え

ていただきました。米粉とターメリッ

ク粉を手から落として黒画用紙に一筆

書き模様を描くのは初めての経験で、

粉がふわふわと広がるので練習がいる

と思いました。

◆ワークショップの実施状況

再び洋画の山本貞子様にお手伝いい

ただき、50 分入れ替え制で 2 回実施し

ました。粉を線状の模様に置くのは一度

では難しく、紙でコーンを作り細く出す

方法も紹介しました。数回繰り返し練習

できるよう、須磨海岸の砂を洗って乾か

したものと、コーヒー豆の粉を乾かした

ものを準備しました。また、関西日印文

化協会の方々にご協力をいただき、缶

ビール 6 本入りの箱を集め、中に八つ

切り色画用紙を敷き、その上に粉で模様

を描いてもらい、気に入ったら各自その

場で作品写真を撮ってもらいました。

寄稿
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ドット・コーラム画の描き方資料　（資料 5）

コーラムの吉祥模様を模造紙に描い

たものや、コーラムの写真を拡大コピー

したものを掲示しました。描き方プリン

トも準備しました。

参加者の様子・作品例（写真 6）

敬老の日に実施したこともあり、お

子様からご年配の方々にも多くご参加い

ただきました。作品を持って帰っていた

だくことはできませんでしたが、写真を

撮ったり、砂をまいて模様を描くのを充

分楽しんでいただけたようでした。

６．ペイズリー文様　(Paisley)

（第 6 回・2018 年実施）

◆歴史と説明

ペイズリーは装飾に使われている文

様で、名前の由来は 19 世紀にこの柄の

織物が量産されるようになったイギリス

のペイズリー市です。模様の発祥地はイ

ンド・イランで、紀元前 5 ～ 6 世紀に

すでに描かれていました。モチーフは、

菩提樹・マンゴー・ナツメヤシ ･ ザクロ・

糸杉・原生動物・植物の種子等、諸説存

在します。勾玉のような形の中に様々な

文様が描かれます。インドでは、ペイズ

リーの名称以前は「ブータ」「カルカ」

とよばれていました。

◆ペイズリー文様の学習

ペイズリー模様はテキスタイル（布）

にデザインされているので、ジャイプー

ル在住のミナークシ・ラトゥルさんがデ

ザインしたシルクスクリーン印刷の布の

模様や、愛用していたインドのバンジャ

ビードレスの模様を見て、いろいろ応用

して描いてみました。

◆ワークショップの実施状況

約 30cm × 60㎝の丈夫な数色の薄い色

の布地に、油性マーカーで模様を描いてラ

ンチョンマットを作ってもらいました。布

地を透かして模様が描けるよう、辻先生に

ランチョンマットに合う型紙を数種類用意

していただきました。50 分入れ替え制で 2

回実施しました。

ペイズリー文様の描き方資料　（資料 6）

ペイズリー模様のあるインドの服、

ショール、ランチョンマット作品などを掲
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示し、ペイズリー模様の描き方（中から外

に描く）、布の下に敷いてペイズリー模様

の形が描けるプリント、模様の作例プリン

トを用意しました。

参加者の様子・作品例（写真 7）

型紙を選んでペイズリー模様の輪郭を描

き、その内外に模様を増やして作品にされ

る方が多かったです。数色のペンでカラフ

ルな作品を楽しんで作っておられました。

　まとめ

振り返ってみますと、フォークアー

トを教えてくださったインドの友人の

方々、毎回一緒にご準備ご協力いただく

辻恵子先生、山本貞子様、様々な材料や

机の準備などをお手伝いくださる関西日

印文化協会会員の方々、北野ライオンズ

クラブの方々、ご来場ご参加いただいた

皆様のおかげで毎回盛況に実施できまし

た。ご協力いただいたすべての方々に厚

くお礼を申し上げたいと思います。

これらのフォークアートには、通常

の絵画とは違う描き方や画材を使い、初

めての方でも、楽しく新鮮な驚きを味わ

いながらインドの文化を学べる素晴らし

さがあります。写実的に描く絵と違い、

思いついた模様や、楽しい記憶を思い浮

かべながら、のびのび表現する喜びを多

くの方々に味わっていただきたいと思い

ます。そんな思いから「I LOVE INDIA」

の他、講師をしている姫路市立姫路高

校、絵画教室、INDIA MELA、立命館守

山高校でもこれらのインドフォークアー

トワークショップを実施しました。

2020 年は新型コロナ感染拡大防止の

観点から、「I LOVE INDIA」は 20 名限

定の会場での観客の方々と、その他の観

客の方々は Zoom オンラインでの鑑賞で

実施されました。「フォークアートワー

クショップ」は体験型ワークショップで

材料等用意できないことから実施を見送

りました。これからの実施は現在未定で

すが、今後も新たなインドフォークアー

トを取り上げ、皆様に楽しみながら体験

していただけるよう情報収集し、準備し

てまいりたいと考えています。

参考文献

「インド素朴絵画 ( マドゥバニー・ペインティング )」( 京

都書院　大崎紀夫　著 )　Wikipedia（Warli painting, 

Gond painting, Mithila painting, Alpona, Dot Kolam, 

Paisley）
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ワルリー画の描き方資料　（資料１）

I LOVE INDIA 2019  31st Aug.
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ゴンド画の描き方資料　（資料 2）
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ミティラー画の描き方資料　（資料 3）
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アルポナ画の描き方資料　（資料 4）
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ドット・コーラム画の描き方資料　（資料 5）
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ペイズリー文様の描き方資料　（資料 6）
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２０１９年４月、人生で３度目とな

るインド滞在が始まった。１度目の滞在

は旅行者として、２度目はボランティア

として、そして今回は仕事として。本会

報をお読みになる諸先輩方にとっては３

度のインド経験など取るに足らないもの

であると承知した上で、未来のインド経

験者のために自身のインド滞在で印象的

だった出来事を共有させていただければ

と思う。

１「民主主義」であり「世俗国家」
であるインドについて思うこと

いきなり堅苦しそうな題名ではある

が、この２年間、インドに住んだ者とし

て触れないわけにはいかない話題であ

る。インドは世界最大の民主主義国家で

あるとされていることは周知の事実であ

ると思う。インド独立当初から民主的な

選挙が実施され、約９億人という世界最

多の有権者数を抱えることがそう形容さ

れる所以である。それに加え投票率が基

本的には６０％を超え、地方選挙となれ

ば８０％超えはざらであり、その意味で

言えば立派な民主主義国家であるように

見える。

また、インドは独立時から「世俗国家」

を名乗り、１９７６年のインド憲法改正

により、憲法にも「世俗」という言葉を

盛り込んだ。宗教別に見ると、ヒンドゥー

教徒が人口の圧倒的多数（約８０％）

を占めるインドにおいて、イスラム教

徒（約１４％）やキリスト教徒（約２．

３％）、シク教徒（約１．７％）などの他

宗教信仰者は圧倒的にマイノリティーで

ある（と言っても日本以上の人口を有す

るが）。とは言え、インドは、その宗教

的多様性を、第２次世界大戦後にムスリ

ム国家として歩み始めたパキスタン（現

パキスタン及びバングラデシュ）とある

種対比した形で、アイデンティティとし

て掲げてきた。宗教に対し寛容で、宗教

に関わらずインド大陸で生まれた者がイ

ンド人であるという国家の精神的枠組み

は、常にインドの根底にある誇りのよう

『令和印度滞在記』

元在インド日本国大使館専門調査員

宮島 菜実

寄稿
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なものであると思う。

各宗教の重要な祭事には、大統領も

しくは首相らが欠かさず祝福のメッセー

ジをＳＮＳ上などで自ら発信し、イン

ド国全体の祭事であるように演出する。

余談だが、インドの公用語であるヒン

ディー語が現地語ではない地域の祭事に

おいては、同地域の現地語及び英語、ヒ

ンディー語を併用してお祝いのメッセー

ジが発信されることが通常であり、単一

言語国家の日本に生まれた私にとっては

非常に興味深い。いずれにせよ、インド

は何かしらの宗教を信仰する国民がほと

んどでありながら、世俗国家としてそれ

ぞれを尊重しつつ歩んでいるように見え

るわけである。

民主主義にせよ世俗国家にせよ「見

える」と書いたのは、今回の滞在中、そ

うとは言い切れないかもと思う場面に出

くわしたからである。あまりインドでの

経験がない方のために先に補足しておく

と、私の記録はインドの一側面に過ぎず

私自身にとって印象的であった点を記し

ているに過ぎないということを前提に読

み進めていただきたい。

私の滞在中、印象的な出来事の一つ

に市民権法の改正があった。市民権法は

インド国民としての市民権が誰にどのよ

うに付与されるのかなどを記した法律

で、１９５５年に初めて制定された。そ

の後複数回改正が行われたが、２０１９

年に再度の改正が国会で審議され可決さ

れた。簡単に主要部分のみお伝えする

と、この改正により、インド近隣の３つ

のイスラム教国家（パキスタン、バング

ラデシュ、アフガニスタン）からの、ヒ

ンドゥー教、シク教、仏教、ジャイナ

教、ゾロアスター教、キリスト教に属す

る不法移民（つまりイスラム教徒以外の

不法移民）を、宗教的な難民とみなしイ

ンド市民権を付与することが可能となっ

た（その他条件あり）。「イスラム教国家

から」の不法移民を「宗教的な」難民と

みなすため、ムスリムは対象とされてい

ないのであるが、これは明らかなムスリ

ム差別であるとして、国内各地で主にム

スリムによる大規模抗議活動が実施され

た。

モディ首相率いるインド人民党（Ｂ

ＪＰ）は、２０１４年以降インド中央政

権を担い、モディ首相の人気を背景とし

て国民からの支持を拡大している。ＢＪ

Ｐは民族奉仕団（ＲＳＳ）というヒン

ドゥー主義を掲げる巨大組織を母体とす

る右派政党である。ヒンドゥー主義と

は、母なるインドの地に育まれた民族共

通の文化の継承・繁栄を目的とするもの

であり、必ずしも他宗教を排除するもの

ではないとされているが基本的にはヒン

ドゥー教の教えがベースとなる。

このようなＢＪＰ率いるインド政府

が可決させた市民権法の改正は、当然の

帰結としてムスリムの影響力を低下させ

ようとするものに見えるため、ムスリム
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の人々を中心に大きな反発を引き起こ

した。首都のデリーでも主にデリー北

東部や南部において抗議活動が実施さ

れた。特にムスリム女性を中心とした

座り込みの抗議活動は、気温がぐっと

低下する２０１９年１２月から新型コ

ロナウイルス拡大を受けたロックダウ

ン開始まで継続された。余談だが、そ

の抗議活動に参加した８２歳のムスリ

ム女性は、米国タイム誌の２０２０年

に世界で最も影響力のある１００人の

１人として選出されている。

この抗議活動が実施された頃、新聞

やテレビを連日賑わす抗議活動の様子

は、日本のバブル期以降の実体験しか

有さない私にはとても新鮮で衝撃的な

ものであった。前述した座り込みの抗

議活動は平和的なものであったが、何

百人というムスリム女性が集団で座り

込みを行っているそばで警察が立ちす

くんでいるという光景は異様でありな

がら、選挙以外の民主主義の形が現れ

た瞬間であった。また、市民権法に限

らずヒンドゥー主義を掲げるＢＪＰの

勢力拡大に恐怖感を抱くムスリム国民

の存在がわかりやすい形で認識された

出来事でもあった。

また、同時期の２０２０年２月に発

生したデリー北東部における市民権法

の改正賛成派による暴動も印象深い。こ

の暴動については、現在調査段階にあ

るものの、改正に賛成であるヒンドゥー

教徒によるムスリムへの攻撃が主なも

のであった。抗議活動により一般市民

が公共の道路などを利用できないなど

不便な状況が継続し、市民の不満が蓄

積される中で発生したこの暴動は、抗

議活動に何ら関係のない一般市民まで

巻き込み大騒動へと発展した。同地は

治安上危険な状態となり、一時インター

ネット接続が停止されたり、集会禁止

令が発令されるなどの措置がとられた。

インドが世界で最も政府によるイン

ターネット接続制限数の多い国とする

調査もあるが、世界最大の民主主義国

を謳うインドの脆弱な部分が現れた出

来事だった。

パンデミックの影響を受け、デリー

のみならずインド各地において実施さ

れていた市民権法改正に関連する抗議

活動は一応の収束を見せている。しか

しながら、野党政党は、地方選挙のた

めの選挙活動において市民権法の改正

に批判の声をあげ続けており、それに

賛同する支持者も少なくないため、今

後いつ火を噴き返してもおかしくない

問題である。

　市民権法の改正と同様に大きな抗

議活動を引き起こしたのが、２０２０

年９月、これも国会で可決された農業分

野に関連する複数の法改正である。こ

の農業法の改正につきごくごく簡単に

述べると、現在政府の管理下にある農

産物取引を市場に開放し、農産業への

寄稿
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投資を促したり、農民が仲介を介さず

直接収入を得られるようにしたりする

ものである。私は専門家ではないので

この改正の是非は論じないが、主にデ

リー周辺の、ハリヤナ州、パンジャブ州、

ウッタル・プラデシュ州の農業団体が、

改正の内容に加え可決のプロセスが強

引なものであったことに批判の意を示

し、２０２０年１１月からデリー周辺

に宿営地を設け、道路を封鎖するなど

の一応は平和的な抗議活動を継続中で

ある。しかし、２０２１年１月２６日

の共和国記念日、農耕用トラクターに

乗り込んだ農民中心の抗議参加者らが

群をなしてデリー内に入り込み、参加

者の一部がインド独立の象徴とされる

レッド・フォートに押し入るなどの暴

動に発展した。抗議活動の主催団体は、

農民の抗議活動を利用した暴徒の仕業

であると発表しているが、共和国記念

日という民主主義国家として重要な意

味を持つ日にコントロール不能の暴動

が発生したことは事実であり、民主主

義国家たるインド史上の汚点となった

ことは間違いないと思う。

これら２つの抗議活動は、私のイン

ド滞在中、紙面を賑わし、また複数の

死者を出したことで強く印象に残った。

関係者が莫大な人数にのぼり、負傷者

が発生するなど衝撃的な事実が多かっ

たというだけではなく、インド政府の

強引な法案可決までのプロセスや、そ

の上で治安上の問題が発生しそうな場

合などは直ちにインターネット制限を

課すという対応を見て民主主義国家と

してのインドに疑問符がつくという意

味で印象的であった。

このような社会的インパクトの大き

な抗議活動はもれなく野党政党が政治

利用をする。著名な政治家が抗議場所

に赴き、自ら抗議参加者と意見交換を

行い現政権に対する批判を口にするこ

とは日常茶飯事である。民主主義国家

としてのインドに疑問符が浮かぶなど

と大仰に述べた下りと矛盾するが、こ

の野党の活発さや国民の抗議活動への

行動力は、結果は別としても、ある意

味で民主主義の形としては健全なので

はないかと思う場面もあった。

世俗主義を掲げる、世界最大の民主

主義国家・インド。インドがその形容

詞どおりの国であるとは思わないが、今

回の滞在を通じ、少なくともインド国

民にはその矜持があるし、そうである

よう目指していることも実感した。日

雇い労働者や衣食住すらままならない

国民も多いため、そんな精神的なこと

よりも目の前の生活が大切であると多

くの国民は思っているだろうが、それ

でもリキシャワーラー（リキシャの運

転手）などの一般市民が自然に政治に

興味を持ち、必要であれば抗議活動を

も厭わない国民性に民主主義の形を見

る。彼らは一様に生活の改善や人生の
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.上昇を目指して、政治に期待をし続け

ている。急激な成長を遂げている国の

民主主義の形はあまりにもエネルギッ

シュだし、ここで一括りに語るにはあ

まりに多様だけれど、彼らの未来への

期待に触れると、その一つのツールとし

て政治が必ずあり、民主主義が活きてい

るなと感じるのであった。

２．デリーでの暮らし

抗議活動にパンデミックと物々しい

雰囲気漂うデリー滞在に映るかもしれ

ないが、もちろんそれだけではない。

私が滞在していた２年間だけでも、イ

ンドは急速に変化し続けており、新し

い発見もたくさんあった。

まず、ＵｂｅｒやОｌａなどのタク

シー配車アプリの導入は劇的に外国人

のインド滞在を簡単に、言い換えれば味

気ないものにしている。私が２０１０

年頃にインドに滞在していた際は、オー

トリキシャやサイクルリキシャを利用

するためまずリキシャワーラーと値段

交渉をし（これが本当に大変）、きちん

と目的地に向かっているのか気を張っ

ている必要があった。英語を話すことが

出来るリキシャワーラーばかりでない

ことが問題をより困難にした。言い換

えれば、それが面白かった。しかし今

ではスマホアプリへの登録一つで、値

段も予め決まっているし、支払いはア

プリ経由で行うことができるし、ＧＰ

Ｓ機能により現在地がわかるしで、リ

キシャワーラーとは一言も交わすこと

なく目的地へ到達できる。さらに価格

設定は現地価格であるため、かなりの

安価である。インドで生活する者、毎

日リキシャを利用する者としてこれに

は大変助けられたが、もしも私が旅行

者であればインド旅行の面白い部分を

ごっそりと失っていることになるので

残念に思ったかもしれないことは言い

添えておく。

デリーで食に困ったことは一度もな

い。さすがは首都なのであるが、イン

ド料理に限らず、他国の料理やファー

ストフードの飲食店も多数出店してい

る。有難いことに、ココ壱番屋やすき

家がパンデミックに負けずインドに出

店した。以前から日本料理屋さんはあっ

たし、日本の食材もある程度入手可能

であったが、新たな日本企業の進出は、

お腹が喜ぶだけでなくコロナ禍におい

て心も喜ぶニュースの一つであった。

元々デリバリー文化が根付いている

インドだが、新型コロナウイルス拡大

に伴うロックダウンを経て、デリバリー

体制を備えた飲食店の数が急増した。

そのおかげで、様々なレストランに日

替わりでデリバリーを依頼し、好みの

お店を見つけることが、ロックダウン

中の楽しみの一つであった。デリバリー

を頼んだ冷凍食品が溶けてしまってい

寄稿
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たり飲み物が盛大にこぼれてしまって

いたこともよくあったがご愛嬌である、

と思えるくらいにはデリバリーだけで

も色々なハプニングが起こったのだが、

それが滞在の良いスパイスとなった。

日本にもあるようなスーパーマー

ケットも存在し、冷凍食品から外国製

品まで大抵のものは何でも手に入る。

ロックダウン中には専ら日用品や食料

品の調達アプリを利用しデリバリーに

頼っていたためスーパーに行く機会は

激減したが、休日の良い気分転換先で

あった。

一方で、手押し車を引いて野菜や果

物を売り歩く昔ながらの行商人も当た

り前にいて、主婦と思しき女性らが行

商人を囲っている姿をよく目にした。

日本では手に入れられないような新鮮

な果物や野菜を安価で本当にたくさん

食することができた。種類の異なるマ

ンゴーやメロンを食べ比べするという

贅沢もやってのけ、食生活は大変充実

していた。

インドではカレーが主食なんでしょ

うとは最早使い古されて面白みも何と

もない質問であるが、滞在中、インド

では本当にカレーが主食なんだとしみ

じみ感じることは多かった。わかって

はいたが、本当に何にでもスパイスを

入れてくる。マクドナルドのカレー風

味のメニューがあることは驚かないが、

アイスクリームがカレー風味やパーン

風味（噛んで清涼感を得るインドの嗜

好品）になっていた時はさすがに笑っ

てしまった。インドらしくて良い思い

出である。

デリーは絶賛開発ラッシュの最中で

あり、私の滞在中にも新たな店舗や道

路が日々出現し、街中散策はまさに一

期一会の連続であった。昨日でこぼこ

で歩きづらかった道路が、今日は綺麗

に舗装されている。昨日まで空き家だっ

たスペースが新たに開店準備に入って

いる。そういうことが日常茶飯事だっ

た。もちろん街や店舗が綺麗になると

生活しやすくなり、有難いことであっ

たが、時には旅行者気分ででこぼこ道

を歩きながら、何が売られているかわ

からないけど何でも売っている昔なが

らの店を冷やかしに見学したり、道を

悠々と歩いているハエまみれの牛を眺

めることもとても楽しかった。

近代的で西洋風の店舗もたくさん

あった。日本のショッピングモールと

同等かそれ以上の規模を有するモール

が進出しており、ユニクロや無印良品

も日本の店舗と変わらぬ外観でモール

の一画もしくは複数フロアを占領して

いる。その様子を眺めて日本人として

嬉しくもあり、もはや昔のインドでは

ないと一抹の寂しさを覚えたものであ

るが、インドにとっては余計なお世話

である。

このようなモールではインドの祝祭



82

日に合わせ様々なデコレーションが施

されるのが常であるが、特に１１月頃

の光のお祭りであるディワーリ祭の時

は、インド風の色彩豊かでゴージャス

なイルミネーションが至る所で輝き、

自撮り大好きなインド人の撮影スポッ

トとなる。

また、ディワーリは、インド人にとっ

て日本のお歳暮やクリスマスのような

位置付けであり、お菓子などのプレゼ

ントをお世話になっている者同士で贈

りあうことが習慣となっている。ディ

ワーリの時は私も、「Happy Diwali」の

合言葉と共に、お世話になっているア

パートの大家さんや警備員さん、職場

の同僚などにささやかなプレゼントを

贈り、インド文化を楽しませていただ

いたものである。

　新旧インドを楽しみつつ、インド

文化に触れられたデリー滞在は、私に

とって大変貴重であったことは言うま

でもない。ここでお伝えさせていただ

いた以外にも毎日毎日エピソードには

事欠かず、実はそのほとんどが人を通

じた体験であったことは特筆すべきこ

とである。インド人の手にかかると何

気ない日常も一気にスパイスの効いた

ものになる。とても面倒くさいと感じ

ることの多い国だけれど、人間臭くて

面白い魅力に溢れる国だと思う。

３．新型コロナウイルス禍での
デリー生活

インドに限らずこのウイルスは全世

界で蔓延したわけだが、個人的にはイ

ンドでこの時期を過ごせたことは大変

貴重であった。２０２０年３月下旬か

ら開始されたロックダウンは全くの急

な出来事であり、近くのスーパーマー

ケットに食材を購入するため走ったの

を覚えている。

ウイルスが蔓延し始めた当初、上述

のとおりインドは抗議活動の真っただ中

にあった。法的根拠のあるロックダウン

の開始により、必要最低限のもの以外は

外出が禁止となり、警察が強制的に抗議

活動参加者を解散させた。当初、モディ

首相が発表したロックダウンは３月２４

日から２１日間であり、映画のような世

界になったなと薄っぺらな思いを抱いた

ことを覚えている。仕事は在宅ワークに

切り替わったものの、仕事に適した環境

ではなかったため、当初は環境づくりに

苦労した。テーブルも机もまるで業務用

ではなく、コンセントの位置からして不

便だと思った。

そのうち、マスクの未着用も罰金の

対象となり、報道紙面上では多くの違反

者が罰金を徴収されているとのニュース

をよく目にした。日本ほどマスク着用に

慣れている国はないのではないかと思う

寄稿
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一方、インドほどマスク着用に無頓着な

国もないのではないだろうかと思ってい

た。元々マスクがほとんど市場に出回っ

ていないインドでは、ロックダウン当初

からマスク自体が一般的ではなく、マス

クを持っていない者は口元を布で覆うと

いう対応でしのいでいた。モディ首相自

身もそれを認識していたと見え、マスク

ではなくインド風の布を顔周りに巻くと

いうスタイルで度々メディアに露出して

いた。今では、インド風の素敵な刺繍が

施されたおしゃれ布製マスクが大量に市

場に出回っているが、街中ではアラビア

風に口元をドゥパッターなどの布で覆っ

ている者も多い。

社会的距離の確保が重要な予防策の

一つであることは言うまでもない。店舗

では一度の入店可能人数が制限され、入

店を待つ人の列ももちろん社会的距離の

確保が求められた。ロックダウン後、久

しぶりに外出した際、インド人が社会的

距離を確保していることに非常に驚い

た。嫌味でも何でもなく、インドをご存

知の方には理解していただけるかと思う

が、インド人はパーソナルスペースが非

常に狭い。列に並ぶ際は、基本的に前後

に並ぶ人と密着することが普通であり、

別に急いでいるわけでも何でもなく、後

ろから押されることが自然である。押さ

れなければ何だか心配になる。しかし、

少なくともロックダウンが開始された当

初のデリーでは、インド人も一人一人が

約２ｍの距離を保ち列に並んでいた。私

はインド人がきっちりとマスクを着用

し、社会的距離を確保している姿を見て、

感動と判然としない悲しみで少し涙ぐん

だのを覚えている。なお、ウイルス拡大

から１年以上経過した現在、上述した抗

議活動や祝祭日、選挙の実施などに伴い、

社会的距離はすっかり元に戻っている。

インドでも各所で体温を測るという

「常識」が出来た。モールやホテルだけ

でなく一般の店舗に入る際には、入口で

セキュリティチェックを受け、手消毒と

体温測定が必須である。また、デリバ

リー担当者の体温を明示することも普通

になった。ただし、インドでは体温計を

自宅に持っていることは普通ではないだ

けでなく、そもそも何度が適正体温なの

かという知識も広まっていなかった。そ

のため、モールなどに入店する場合でも

形式的に測定していることがほとんどで

あると思う。（日本も一部そうかもしれ

ない）

新型コロナウイルス拡大により、も

ちろん全世界が生活を変化させなければ

ならない状況に置かれたが、上述した基

本の予防策だけでもインド国民に与える

影響は相当のものであったと思う。コロ

ナ前、帰宅すれば当たり前に手を洗う

という衛生観念が一体どの程度インド

に浸透していただろうか。現在では衛

生環境を保つための商品が大量に販売

され、帰宅したらまず手を洗ってよね
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と家族が一家の大黒柱を諭すようなコ

マーシャルが連日テレビを賑わしてい

る。衛生用品が蚊などの虫よけ商品と

同等の地位を得て、主力製品としてスー

パーマーケットに並んでいる様は、イン

ド史上革命とも言える様相である。「新

たな習慣」がどの程度インド国民に浸透

しているかは定かではないものの、基本

的な衛生習慣により予防できる疾病が複

数存在するインドにおいて、もしかした

ら（大声では言えないが）長期的に見れ

ば良い機会であるかもしれない。

最後に、インドでＰＣＲ検査を受検

した体験を記しておきたいと思う。私は、

日本のＰＣＲ検査も経験した。日本の場

合、ガラス越しの部屋の中で、防護服を

着た検査員がガラスに開けられた穴から

手のみ差出し、メディアでもよく見る検

査棒を片方の鼻の穴に差し込むという方

法であった。相当鼻の奥まで差し込まれ、

目に染みるツンとした痛さだったことを

覚えている。インドでは、防護服を着た

検査員が、屋外で私の脇に立ち検査をし

てくれた。日本同様の検査棒を両方の穴

に差し込んだのだが、日本で差し込まれ

た時よりも浅い場所でぐりぐりとこすり

つけるように採取された。また、鼻だけ

でなく、別の検査棒で舌上の唾液も採取

された。そして最後にその検査員は、「私

の目の前で」防護服を脱ぎ、去って行っ

た。検査場所は屋外であったし、検査対

象者の前では防護服を着用しておくべき

などというつもりも、それが正しいと

する医学的知識も私にはないが、いさ

さか驚いたことは間違いない。

私はインドにおけるパンデミック

第２波真っただ中で帰国したが、今後

どのような状況になるのかはまるで見

当がつかない。インドではワクチンや

治療薬の前に病床数や医療用酸素、人

工呼吸器を扱う人材が不足し、そして

再度ロックダウン並みの制限が課され

るなど苦しいニュースが流れている。

悲壮感溢れる状況であることは間違い

ない。しかし、それでも、数は少ない

とは言え街中を歩けば子供の笑い声は

聞こえるし、住民らが家の軒先や屋上

で身体を動かし運動不足に備えてい

る。青空床屋は静かに営業し、牛や山

羊がゆったりと歩いているのを見かけ

る。祭日にはワッツアップというイン

ドで広く使われるメッセージアプリを

通じ、インド人の知り合いから祝いの

メッセージが届く。そして民主主義の

象徴たる選挙が実施されては、選挙集

会が大混雑となり、パンデミック前と

変わりない投票率を叩き出している。

状況はどうなるかわからないが、生活

を続けるしかない中で、皆それぞれに

未来と周囲を思い、できることをやっ

ている。綺麗事が空しく聞こえる現状

だが、出来るだけ早くこの状況が収束

し、再度大好きなインドの地を踏める

日が来ることを心から願っている。

寄稿
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UNIQLO

Tali

マスク姿

ディワーリ祭モール
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ナマステ～！インド系 YouTuber の

Mayo で～す！ 

ヒンディー語で日本に関する動画を作っ

ていて、チャンネル登録者は 93 万人で

～す！

歴史ある関西日印文化協会様の特集

号にて、このようなテンションの文章を

寄稿させていただくのは場違いかもしれ

ないが、常識を無視できる思い切りあっ

たからこそ、YouTuber の私が存在する。

私は、2017 年に大阪大学外国語学部

ヒンディー語専攻を卒業し、その後は一

度一般企業に就職し、紆余曲折を得て、

現在は YouTuber を本業としている。本

稿では、私が YouTuber になった経緯や、

その中での体験を、私らしい文章で皆様

に伝えたいと思う。

そ も そ も、 何 故 私 は ヒ ン デ ィ ー 語

を学ぶ事に決めたのか？これは、ヒン

ディー語専攻の学生なら一生に何千回と

聞かれる質問だろう。「インドのことが

大好きだから！」と答えられたら、どん

なに楽だろうか。しかし、高校時代の私

は、インドに関してほとんど何も知らな

かった。また、将来の夢もなく、大学で

何を学びたいかも分からなかった。ただ、

言語を学ぶのは好きだった。ほとんどの

日本人が話せない言語を話すことができ

たらカッコイイかなと思い、数ある言語

の中からヒンディー語を選んだ。

インドについて全く知らないままヒ

ンディー語を選んだ私だったが、大学で

の授業やインド留学を通じて、卒業する

頃にはインドが大好きになっていた。し

かし、就職活動では、すぐに私をインド

に送ってくれる企業ではなく、給料の良

い安定した大企業を探した。正直にいう

と、留学中にインドでいろんな経験を

し、「インド疲れ」を起こしていたのだ。

インドで 49°の灼熱の中生き延びた経験

や、 家に入ってきた猿を棒を振り回して

日本とインドを繋ぐ YouTuber という
自分らしい生き方

インド系 YouTuber

人見眞代

寄稿
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追い返した話など、インドでの経験話は

就活の面接で大いに役立った。( とある

商社の面接では、面接官がカーマ・スー

トラについて質問したこともあった。そ

の面接も、難なく突破した。)結果として、

世界 4 大会計事務所である PwC コンサ

ルティング合同会社に就職できた。この

会社にはインド支店がありインドでも日

本の駐在員がいるため、将来的にはこの

会社でインドに駐在したいという思いも

あった。

しかし就職してみて気づいたのだが、

若手はなかなか海外に出られない。まず

はコンサルタントとしての実力を国内

で磨けという至極当たり前の理由だっ

た。平日は 21 時ごろ ( たまに終電ギリ

ギリ ) まで会社で Excel をたたき、休日

は、経済学部出身の同期に負けないよう

に、勉強した。半年が過ぎた頃、しばら

く見ていなかったインド映画を見たのだ

が、そこで自分のヒンディー語が明ら

かに落ちていることに驚愕した。5 年間

努力して身に付けたヒンディー語をかな

り忘れている事に気付き、非常に虚し

かった。どうしたらヒンディー語力を維

持できるか？どうしたらインド好きの人

と繋がって、インド映画やインド料理な

どを楽しむことはできるか？そう考えた

時に、YouTube で日本人にヒンディー

語を教えることを思いついた。2017 年 

YouTube の波が来る少し前だった。忘

れているヒンディー語を思い出しなが

ら、会社で学んだプレゼン資料作成スキ

ルを活かし、Keynote( 最初 Power Point

を使おうと思ったが、デーヴァナーガ

リー文字が文字化けした ) でヒンディー

語の教材を作った。 ヒンディー語を学

ぶ人はそれほど多くないため、爆発的な

視聴回数は得られなかったが、少数でも

一生懸命勉強している日本人の方々に励

ましていただき、動画を作るのがとても

楽しかった。始発電車にのり、会社の近

くのカフェで、始業前にヒンディー語の

教材を作った。週末に撮影をし、動画編

集を独学で学び、週に一本動画を作った。

そんな中、意外なことが起きた。イ

ンド人の方々が、日本人向けに制作して

いた動画を見てくれるようになったの

だ。そしてコメント欄で、日本人にヒン

ディー語を教えるのではなくインド人に

ヒンディー語で日本語を教えてくれと言

う意見を頂いた。実は最初、このコメン

トをずっと無視していた。ヒンディー語

で日本語を教える自信がなかったから

だ。そもそも私のヒンディー語力は、し

ばらく使っていない間に地に落ちてい

た。日本人に教えるためのヒンディー語

教材を作ることはできても、ペラペラと

ヒンディー語で日本語を教えることは無

理だろうと思っていた。ただあまりにも

インド人の声が大きく何度もコメントに

残るものだから、日本語を教える動画も
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作ってみようと、清水の舞台から飛び

降りる思いで動画を撮った。一番最初

に、ヒンディー語で自己紹介をする動画

を作った。日本語で台本を作成し、ヒン

ディー語に翻訳し、それをインド人の友

達に添削してもらい、丸暗記し、そのま

ましゃべった。ヒンディー語教師として

活動をしている身で、ヒンディー語の間

違いを犯すことは、非常に恥ずかしいこ

とのように感じたからだ。こうして、新

たな YouTube チャンネルで、日本語を

インド人に教え始めた。インド人の視聴

者はとても優しく、私の拙いヒンディー

語を褒めてくれた。

インド人向けのチャンネルを始めて

3 ヶ月後、インド人が多く住む西葛西で

行われるインドのお祭り「ホーリー」に

参加した。その動画をアップしたのだが

これが大きな反響を呼んだ。数千人だっ

たチャンネル登録者数が、一気に 5 万

人になった。インドの人口が多いこと

は、誰もが知っていることだが、その時

私は初めて「体感」した。5 万人が私の

動画をみているのか・・・・？数が多す

ぎて、よくわからなかった。これがモチ

ベーションに繋がり、一生懸命色んな所

に行って動画を作った。

YouTube 動画をせっせとアップして

いると、ある日、インド大使館の方から

お声がかかり、政府主催の観光イベント

に招待していただいた。アッサムとイン

パールに行き、北東インドの良さをア

ピールするというミッションだった。北

東インドへ行くのはこれが初めてだった

のだが、自然が非常に豊かで、食文化も

特有で、非常に楽しかった。特に、北東

インドの民族舞踊のショーは圧巻だっ

た。この旅の様子は、日本語でも動画を

制作した。「なますて MayoTV」と You-

Tube で検索していて、是非見ていただ

きたい。

この北東インドへの旅行のタイミン

グで私は会社を辞めることを決意した。

実は収入で言うと大したことなかった。 

YouTube の 広 告 費 用 と い う の は、 そ

の国の購買力に比例する。インドでの

YouTube 広告単価は日本の十分の一だ。

だから、チャンネル登録者数や視聴回数

が多くても、思うように収入は得られな

い。ただし、当初からやっていた日本人

向けヒンディー語レッスン YouTube の

おかげで、私はオンラインのヒンディー

語レッスンの生徒を集めることができ

た。動画作りをメインにしながらも、オ

ンラインでヒンディー語を教えて収入を

得た。とにもかくにも、いつのまにか、

「ユーチューバー」という存在になって

いた。

私の動画が沢山のインド人に見て頂

ける理由の一つは、日本という国がイン

寄稿
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ドで人気があるからだと思う。インド人

の多くは日本を尊敬してくれている人が

多い。戦後ボロボロだった日本が急成長

したこと、日本人の礼儀正しさ、日本の

街並みの綺麗さなどが、よく知られてい

るようだ。また、最近ではインドで日本

アニメが盛り上がっている。日本でも大

ヒットした、新海誠監督のアニメ映画「君

の名は」はインドでは上映されていない

ものの、多くのインド人が楽しんだよう

だった。そのため、同じく新海誠監督の

作品「天気の子」が制作された時には、

インドのアニメファンが「インドでも上

映してほしい」と署名活動を行い、５万

人もの署名が集まった。結果として、こ

の映画がインドでも上映されることに

なった。プレミア上映の際には、新海誠

監督自身がインドに赴いて、インドのア

ニメファンと交流した。

インドで「天気の子」が上映される日、

私もインドに行った。インド人が自分の

手で日本のアニメを上映に導いたという

歴史的な瞬間に、私も立ち会いたかった。

加えて、映画上映後に後に、映画館の外

でファン会も実施する事にした。言わず

もがな、インドの映画館の雰囲気は日本

とは少し違う。日本では映画は静かに見

るのがマナーだが、インドでは、大笑い

したり、ヤジを飛ばしたり、拍手をした

りして、皆で一緒に楽しむ。今回、日本

のアニメ映画がインドで上映されたわけ

だが、映画館の雰囲気はインド映画のそ

れと同じだった。日本らしいギャグでも、

インド人は大声をあげて笑っていた。私

はこの映画を既に日本で見ていて、イン

ドで見るのは 2 回目だったのだが、周

りの盛り上りにつられて、2 倍楽しめた。

( 後述するが、今は日本のアニメをイン

ドに持ってくる仕事も行っている。)

「好きなことで生きていく」という言

葉が、ここ３年の若者の中ではキーワー

ドになっている。結果的に、私はこの言

葉を体現する事になった。YouTube 活

動を通して、インドを旅行できたり、普

段は出会わないような様々な業種のイン

ド人と友達になったり、タブラやインド

舞踊にチャレンジしてみたり、とても楽

しい毎日を送っている。（こう言うと、

遊んでばかりのようだが、実際には１つ

の動画あたり１０～１５時間の編集作業

があるため、机に向かっている時間の方

がずっと長い。）多くの人は YouTuber

のような生き方に疑問を持つ。「ずっと

YouTuber として生きていけると思っ

てるの？」「不安定な仕事なんじゃない

の？」と聞かれることがある。確かに、

一生 YouTuber として生きていくことは

できない。老ければ人気は落ちていくだ

ろうし、その前に YouTube というプラッ

トフォームが何か他の物にとって変わる

かもしれない。

だが、私は食いっぱぐれることはな
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.いと思っている。YouTube を通して培っ

た動画編集能力・マーケティング能力を

用いて企業で働くこともできるだろう

し、ヒンディー語や日本語を教えること

だってできる。最近は、ヨガの免許を取

得するために勉強しているので、ヨガ講

師として生きていくこともできるだろ

う。先月からは、日本のアニメをインド

に展開している会社で、フリーランンス

として週２で働いている。ヒンディー語

能力とコンサル時代に培った社会人スキ

ルを用いて、インドのアニメ市場調査や

SNS の運用などの業務をしている。日本

のアニメをインドに広めたい！と思って

いる私にとっては、非常に楽しい仕事

だ。この仕事は、前職の同期の紹介で

あったが、前職時代から現在に至るまで、

「私インド YouTuber してます！」と周

りに宣伝し続けた故に巡り合った縁であ

る。好きなことは、周りに言っておくと、

後々、良いことがある。

こんな具合で、何かと仕事は舞い込

んできているため、当分は、将来に不安

を持たず、自分の好きなことをしながら、

日印の架け橋になれるような活動をする

つもりだ。別に、「ボリウッド女優になっ

てやるぞ」といったような野心があるわ

けではないし ( もちろん、オファーが来

たら間違いなく受けます！ )、有名にな

ること自体は重要ではない。自分がこれ

まで培ったヒンディー語を用いて、イン

ド人のファンの皆さんに、日本に関する

有益な情報やエンタメを提供し、「あり

がとう」と言わることが好きだから、続

けている。「マヨがきっかけで、日本に

行きたくなった」とか「マヨのおかげで

日本語を勉強できている」なんて嬉しい

言葉をもらうと、またやる気が出る。自

分が好きなことをして、感謝されながら

生きていていけているのだから、幸せ者

だと思う。この満足感は、前職では決し

て得られなかったものだ。

ヒンディー語専攻を決めたときには

思いつきもしなかったが、ヒンディー語

学習があってこそ、今の私がある。結局、

勉強した知識が将来役に立つかどうかな

んていうのは、自分次第だと実感する。

私には大きい夢があるわけではないが、

この先も何か面白い冒険が転がっている

ことを信じて、今日もインドと日本に関

する面白い動画を作っていく。

寄稿
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撮影のためボリウッドダンスを踊っている インドのアニメオタクとコラボ動画

マニプルの湖

アッサムの村で民族衣装アッサムのお茶畑
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あれは私が５歳くらいの頃だったで

しょうか。書籍だったか広告紙だったか

忘れましたが、これまで見たことのない

文字が目に飛び込んできました。洗濯物

が物干竿にぶら下がったような形をした

文字です。絵や記号のようでもあります

が、私はすぐに「これはどこかの国の文

字だ！」と認識しました。その文字の形

を、とても美しく感じたことを今でも覚

えています。これが私とヒンディー語と

の出会いです。

それから４５年後、２０１０年の初

夏、あと２ケ月で私も５０歳になり半世

紀を生きて来たことになりますので、四

捨五入すれば１００歳です。この人生の

節目を迎える前に、将来「四捨五入した

らゼロ歳から続けている〇〇〇」と言え

る日のために、４９歳の今、何かを始め

たいと考えていました。

そんなある日、私は本屋さんで何気

なく一冊のヒンディー語の絵本を手に

し、少年の頃に見た文字のことを思い出

しました。何か引き付けられるものを感

じた私は、そのままその絵本を購入しま

した。「旅の指差し会話帳 ２２ インド 

ヒンディー語（岡本良子先生著／株式会

社情報センター出版局）」です。

この本には、インド旅行で使えるに

日常会話の単語や会話が、「日本語 ‐ ヒ

ンディー語 ‐ カタカナの読み仮名」で

書いてあります。また、それぞれに挿絵

もあって読んでいて飽きることがありま

せん。この絵本で、子供の頃に見たあの

洗濯物が物干竿にぶら下がったような文

字が「デーヴァナーガリー文字」という

名前の文字であることを初めて知りまし

た。また、本の後半は、約２５００単語

の日本語からヒンディー語への辞書に

なっていますので、「これをヒンディー

語 で 何 と い う の か な？ ど う 書 く の か

な？」と思った時に簡単に調べられるの

で便利です。当時は、いつも持ち歩いて、

ことある毎に調べました。こうして、私

はどんどんヒンディー語の魅力にはまっ

てゆき、もう１冊もう一冊とヒンディー

語の書籍を手に入れて独学を進めていき

私とヒンディー語

会社員・本会会員
   

安藤 康司
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ました。

その頃は文法など全く分からずに単

語や会話の丸暗記で、特にダジャレを

作って暗記することを面白がってやって

いました。当時を思い出して、少しご紹

介させていただきますと・・・

ダ ジ ャ レ で 覚 え た ヒ ン デ ィ ー 語　

１０連発

ジャガイモを食べたこと～有る？

→ジャガイモはヒンディー語でアールー

ダイコンを丸ごと飲み込むのは～無理

→ダイコンはヒンディー語でムーリー

青いニラ

　→青色はヒンディー語でニーラー

緑色の原っぱ

→緑色はヒンディー語でハラー

うーんと大きなラクダ

→ラクダはヒンディー語でウーント

パンチを５回おみまいだ！

→５はヒンディー語でパンチ

犬が喰った

→犬はヒンディー語でクッタ―

集会をする鯖

→集会はヒンディー語でサバー

バルタン星人の食器

→食器はヒンディー語でバルタン

参考値なら躊躇してしまいます

→躊躇はヒンディー語でサンコーチ

インディアメーラー

もっともっとヒンディー語を学びた

くなった私は、あるインド祭りがボラン

ティアを募集していることを知りまし

た。それは神戸メリケンパークで行われ

る「インディアメーラー」というインド

祭りで、今回が初めての企画とのことで

す。インド料理やインド雑貨の露店が立

ち並び、３日間に渡ってステージでイン

ド関係のパフォーマンスが展開されま

す。ボランティアの仕事は主に会場の整

理、整頓、清掃、案内なのですが、ボラ

ンティア企画としてボリウッドダンスを

踊ったり、ヒンディー語の歌を歌ったり

するらしいのです。この企画に参加すれ

ばヒンディー語を覚えることができるか

もしれませんし、さらに深くヒンディー

語を学ぶことができるかもしれません。

「これだ！」と、早速ボランティア事務

所の門を叩きました。２０１０年７月の

ことです。

ボランティア事務所は阪急中津駅の

高架下にあって、通常は劇団が練習や公

演をしながらカフェを営んでいるところ

でした。インディアメーラーでは、この

劇団が本部事務局としてボランティアを

取りまとめるとのことで、スタッフは全

員劇団員です。私はヒンディー語の歌の

チームに入り、１１月の本番当日まで、
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あと４ケ月、毎週１回、劇団員のみなさ

んと歌の練習に取り組むことになりまし

た。さすが劇団員さんは歌が上手でした

し、曲名は劇団オリジナルの「虹住む町

へ」という歌で、歌い慣れているようで

した。

私は、ほとんど毎週欠かさずに歌の

練習に参加しました。しかし１０月に入

り、ボリウッドダンスの練習はもう仕上

げに差し掛かっているにも関わらず、ヒ

ンディー語の歌の練習は、何か様子がオ

カシイのです。練習は日本語の歌詞と英

語の歌詞ばかりで、ヒンディー語の歌詞

の練習がありません。ヒンディー語の歌

詞については歌うことはもちろん、聞く

ことも見ることもない練習の日々でし

た。

「オカシイナ？」と思い続けていたあ

る日、その様子は劇的に好転するので

す。歌の練習中に２０～３０人の若者の

集団が現れました。そして、引率者と思

われる７０歳位の男性が「え～、どの歌

を翻訳したらいいのですか？」と、歌

詞カードを受け取ると、若者達と一緒

にヒンディー語に翻訳し始めたのです。

「“ 虹の花 ” のヒンディー語は？」「直訳

は面白くないから “ 七色の花 ” にしま

しょう。」「咲かせるは “ キラーナー ” だ

ね。」「見せるは “ ディカーナー ” だね。」

「では ‟ 七色の花を咲かせて見せよう ”

は、最後に未来形の “ エンゲー ” を付け

て “ サトランギー　プーロン　コー　キ

ラーカル　ディカーエンゲー ” でしょう

か？」・・・と、若者達も「こうしたら

いい。ああしたらいい。」と手伝いなが

ら翻訳が進んでいきました。私はヒン

ディー語が飛び交う中、ホワイドボード

に手書きされてゆく、あの美しいデー

ヴァナーガリー文字を見ながら、「凄い！

私もヒンディー語が話せるようになりた

い。デーヴァナーガリー文字書をけるよ

うになりたい。」と、ただ驚くばかりで

した。　

翻訳は１５分程で完成し、その後は

ホワイトボードの前でヒンディー語での

大合唱となりました。ようやく私の思い

描いていた練習の始まりです。若者達

は、自分たちは大阪大学ヒンディー語学

科の学生であり、私と同じくボランティ

アとしてインディアメーラーに参加する

こと、引率の方は溝上富雄教授というヒ

ンディー語の著名な先生であることを教

えてくれました。これが、私が溝上先生

と初めてお会いした時の出来事です。

ヒンディーセミナー２０１０

インディアメーラーの準備を進めて

いる丁度その頃、１０月に大阪大学吹

田キャンパスで「ヒンディーセミナー

２０１０」という催しがあり参加させて

いただきました。インド人、日本人を問

わずヒンディー語によるヒンディー語

寄稿
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にまつわる話をするスピーチ大会です。

１００名程の聴講者はインド人と日本人

で半分半分くらいでした。

ひ と り の 大 阪 大 学 の 先 生 が、 ヒ ン

ディー語学習のサイトを製作し、大阪大

学外国語学部ヒンディー語学科のホーム

ページにアップした経験をスピーチされ

ました

「かなえ」という名前の女学生がイン

ドに留学してから帰国するまでを１２章

の話にまとめたビデオです。リスニング

練習もできますし、ヒンディー語の字幕

もありますのでリーディング練習もでき

ます。さらに日本語字幕や詳細な文法の

説明付きです。

私が思うに、ヒンディー語に慣れる

には、沢山のヒンディー語を聞くことで

しょう。インターネットにはヒンディー

語映画を始めとして多くのヒンディー語

を勉強できるサイトはあります。しかし

ながら、たびたび発音が聞き取れないの

で悶々としてしまうので「ヒンディー語

の字幕があればな～」と思います。もし

ヒンディー語字幕があれば、聞き取れな

くても読んで発音が分かります。またヒ

ンディー語字幕があれば単語を辞書で調

べることができますので自分で日本語訳

ができます。もし、そこに日本語字幕が

あれば、自分の日本語訳が正しいのかも

分かります。

大阪大学のサイトはヒンディー語字

幕、日本語字幕、さらに文法の全てが揃っ

ているので、学習を始めるには効率が良

いと思います。興味ある方は探してみて

ください。

セミナーでは溝上先生とも再会し「あ

れ？どこかでお会いしたような？」と私

のことを覚えていてくださいました。そ

こでご紹介いただいたのがヴィカース・

スワループ在日インド総領事で、イン

ディアメーラーの発起人です。お話によ

るとスワループ総領事は来日し就任直後

に毎年、東京で行われているインド祭り

「ナマステインディア」に感銘し、「関西

でもこのようなインド祭りを開催した

い」との思いで、インディアメーラ―を

企画したとのことでした。

今日はヒンディー語漬けの１日でし

た。ヒンディー語スピーチを聞いても私

は何を話しているのか、ほとんど分かり

ませんでしたが、丸一日ヒンディー語に

浸ることができ、ヒンディー語へのあこ

がれに、さらに熱が入っていくのでした。

ヒンディー語教室に通う

こうして第１回インディアメーラー

１１月の開催当日を迎え、３日間の来場

者は１５万人と大盛況の内に終わりまし

た。溝上先生やスワループ総領事ともお

別れです。別れ際に溝上先生から「来

年４月から大阪駅近くの NHK 文化セン

ターでヒンディー語教室を開講します。
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あなたもヒンディー語教室で本格的に勉

強してはいかがか？」とお誘いをいただ

きました。確かにヒンディー語を独学で

勉強した半年で、独学では超えられない

壁があることは痛感しておりました。（そ

の壁については、後に記載します。これ

からヒンディー語を学ぼうとされている

皆さんの一助となれば幸いです。）

独学の壁を感じた私は、溝上先生の

ヒンディー語教室に通うことを決めまし

たが、４月の開講まで、あと５ケ月もあ

るので逸る気持ちを抑えられません。そ

こで１～３月の３ケ月間は、阪急淡路駅

の近くにある「アジア図書館」で開催さ

れているヒンディー語教室に通い、ある

程度、読み書きできるようになってから

４月を迎えました。

いよいよ毎週水曜日の１９：４０～

２１：１０の一時間半、大阪駅近くの

ＮＨＫ文化センターで溝上先生のヒン

ディー語教室の開講です。初心者コース

は前編と後編をそれぞれ３ケ月で計６ヶ

月間。「ニューエキスプレス ヒンディー

語」（町田和彦先生 著／白水社）を教科

書にして、文字の書き方から授業スター

トとなりました。

生徒さんは、インド総領事の元通訳

秘書さんや現役通訳秘書さん、インド舞

踊家さんなど、蒼蒼たるメンバーです。

「え？通訳秘書さんがいまさら何で教室

に通うの？」と思われたかもしれません

が、インド総領事館のインド人の皆さん

は英語を使っており、通訳秘書さんの仕

事は英語の通訳で、ヒンディー語は話せ

ないとのことです。またインド舞踊家さ

んは、インドでも活躍されているものの、

使う言語は東インドのオリヤ語で、ヒン

ディー語は話せないとのことでした。

このインド舞踊家さんは、私の住ん

でいる市の隣の市にお住まいとのことで

した。しかしながら住んでいる地域は、

お互い向かい合う市境だったので、結局

は歩いて１０分程度のご近所さんでし

た。最寄りの駅も同じだったので、いつ

も授業帰りの電車の中での復習相手と

なっていただきました。ご近所さんとい

うこともあり、今でもインド舞踊家さん

のイベントの際はお手伝いをしていま

す。

溝上先生の授業では時々（というか

毎回）脱線しますが、もちろんインドに

まつわる内容なので興味深く聞かせてい

ただきました。

こうして６ヶ月で教科書１冊が終わ

り、一通りのヒンディー語を教えていた

だくことができました。

青空ヒンディー語教室を開く

私が溝上先生のヒンディー語教室に

通い始めた頃、インディアメーラーの幹

部の皆さんは第２回の開催を検討してい

ました。その結果、開催が決まったこと
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が発表され、私は今年もボランティアと

して参加することにしました。そこで、

これまで私が学んだヒンディー語を「青

空ヒンディー語教室」という形で皆さん

にお伝えする企画を考え、ボランティア

事務局に申し入れたところ採用されるこ

とになりました。

内容はデーヴァナーガリー文字を実

際に書いてもらうという体験教室です。

まずは「あいうえお」の書き方から始め

て、「あいうえお」だけでできる日本の

単語「愛」「家」「上」「青」などの書き

方を練習、そして「かきくけこ」「さし

すせそ」の書き方に進めてゆき、最終目

的は自分の名前を、デーヴァナーガリー

文字で書けるようになってもらうことで

す。副題は「ヒンディー語で自分の名前

を書いてみよう」。中津駅高架下のボラ

ンティア事務所で何回か練習しながら企

画を仕上げました。

第２回インディアメーラーの当日、

青空ヒンディー語教室は芝生に敷いた特

大ビニルシートが参加者で一杯になるほ

ど満席となりました。バッタ・ミシュラ

領事ご夫妻に講師として飛び入り参加い

ただいて、実際にインド人に自分がデー

ヴァナーガリー文字で書いた自分の名前

を読んでもえた瞬間、みなさん大喜びで

した。こうして、青空ヒンディー語教室

は大盛況の内に終わることができまし

た。

当時のインド総領事とインド舞踊家とともに

「アイウエオ」をヒンディー文字で
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その後、スワループ総領事は任期を

終えて日本を離れましたが、インディア

メーラ―は３回、４回と神戸の恒例行事

として続き、一昨年の２０１９年まで第

１０回を数えました。私もボランティア

として青空ヒンディー語教室を続けてい

ます。（２０２０年はコロナ禍で中止）

正確に言えば、２０１８年だけはボ

ランティアの本業である会場の整理、整

頓、清掃、案内には携わっていません。

本部事務局を務めていた劇団が、次の新

しいことにチャレンジするため２０１７

年を最後に、インディアメーラーを離れ

たことを機に、私もボランティアから引

退を考えました。しかし私は「インディ

アメーラーが続く限り、青空ヒンディー

語教室は続ける。」とスワループ総領事

と約束していたこともあり、新しい事務

局にお願いして、２０１８年は青空ヒン

ディー語教室としてだけボランティア参

加させていただきました。

その時に経験したエピソードなので

すが、開催当日に別々の来場者から「み

んなで踊るボリウッドダンスは何時から

ですか？」と、何度か同じ問合せが本部

テントにありました。本部事務局のス

タッフは、今年が初めてのインディア

メーラーなので、昨年までの様子を知り

ません。隣のボランティアテントにいた

私から「昨年まで参加していた劇団が参

加していないので、みんなで踊るボリ

ウッドタンスはありません」と回答する

と、皆さん残念そうでした。中には去年

の YOUTUBE を見て１年間練習してきた

子供たちもいました。その年のインディ

アメーラーが終わって数ケ月後に、その

劇団を尋ね、今回のエピソードをお話

し、来年はボリウッドダンスを踊ること

をお勧めしましたが、難しいとのことで

した。残念ではありましたが、この話は

インディアメーラーが神戸の皆さんに愛

されてきたということを、心から感じた

というエピソードです。

いずれにしても、インディアメーラー

のボランティアを続けてきたお陰で、私

にはインド関係の友人も増え、今でも良

い友人として、事あるごとにホーリー際

やディワリ際などインドイベントに誘っ

ていただいています。

独学の壁

さ て、 先 程 も 申 し ま し た が、 ヒ ン

ディー語の教科書を買って独学で勉強し

始めると、独学では超える事のできない

壁が３回訪れます。これからヒンディー

語を学ぼうとしている人は参考にしてく

ださい。

独学の壁－１：有気音

まず最初に、デーヴァナーガリー文

字の読み方の壁です。例えば「か」とい

う文字で説明しますネ。正面を向いたま
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ま、広げたティッシュペーパーの端を鼻

頭に指で押し当てて、唇の前に垂らして

ください。その状態で「か」と発音する

とティッシュペーパーはほとんど揺れな

いハズです。これを無気音の「か」とい

います。言語学的には正確な表現ではあ

りませんが、ここでは日本語の「か」だ

と思ってください。しかしヒンディー語

には、もうひとつ別の「か」という文字

があります。「か」と発音しながら、思いっ

きり息を吐いてください。するとティッ

シュペーパーが勢いよく吹き飛ばされる

ように揺れますね。これが有気音という

発音の「か」です。ヒンディー語には無

気音と有気音それぞれに別々の文字があ

ります。・・・ほら、文字で説明されて

も何が何だか分からなくなくなってきた

でしょう。

さらに、ローマ字で付けられた読み

仮名で躓くことになります。息を吐く発

音をｈの読み仮名で表現します。すなわ

ち無気音の「か」の文字の読み仮名は

ka となり、有気音の「か」の文字の読

み仮名は kha となります。それでは「て」

ではどうでしょうか？　無気音の「て」

の読み仮名は te ですが、有気音の「て」

の読み仮名は the になりますね。あれ？

the ってどこかで見たことありません

か？そうです、英語の「ザ」ですよね。

中学校の頃に「ティーエイチの発音」と

して習った「ザ」です。無気音や有気音

の概念もない頃に the という読み仮名に

出会えば、英語の知識に引っ張られて「な

るほど！ザと発音すんだ～！」と勘違い

しても無理はないと思いませんか？　こ

の勘違いをすると、その誤った理解から

独学で抜け出すことが出来なってしまう

のです。

「か」や「て」はここでの一例です。

有気音は他にも沢山の文字があります。

独学の壁―２：反舌音

「て」の話をしたところで、「て」に

まつわる、もう一つの壁についてお話し

ます。「て」には無気音と有気音の 2 つ

があることは、先程お話したとおりです

が、「て」には反舌音（そりじたおん）

という発音の文字があます。反舌音にも

無気音と有気音がありますので、「て」

には全部で４つの文字があるという訳で

す。

「て」と発音すると舌の先が上前歯の

後ろに当たりますね。そのまま舌を丸め

て上前歯に当たらないように「て」と発

音してください。これが反舌音（そりじ

たおん）という発音です。・・・今、私

は「舌を丸めて」と言いました。既にヒ

ンディー語をご存知の方は「オイ！間

違っているゾ。丸めるではない！反るの

だ！」と思われたでしょう。また、ご存

知でない方は「え！舌を反るのですか？

丸めるのですか？どっちなの？」と思わ

れたのではないでしょうか？これが独学

の壁です。
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確かに教科書には「舌を反る」と書

いてあります。手のひらを舌に見立てま

しょう。手のひらを上に向けて思いっき

り指を伸ばし、さらに反ってください。

私は舌をこの形にすることを「舌を反る」

と思って、舌をその形にしたまま、舌の

先を上前歯に当たらない位置にもってい

こうと頑張りしましたが、そんなの無理

です～挫折しました。そして独学開始か

ら約１年後、手のひらを上に向けて指を

拳の方向に曲げる・・・舌をこの形にす

ることを言語を学ぶ世界では「舌を反る」

ということを教えてもらいました。その

瞬間、私は「え！それは舌を丸めるだろ

う！！！」と少々憤りを感じましたが、

これが正しいのです

さらに反舌音はローマ字の読み仮名

を大文字で書きます。反舌音の「て」の

読み仮名は無声音なら Te ですし、有

声音ならば The です。あれ、ここでも

The が出てきました。それも英文の先頭

で見慣れた The「ザ」ですね。独学では、

こうして英語の知識に引きずられて The

を英語で習った「ティーエイチの発音」

で「ザ」と読むことに、さらに確信を持っ

てしまいます。

有気音や反舌音を何とか発音できた

としても、それが正しいかどうか自分で

は分かりません。だから「独学では超え

ることのできない壁」なのです。そこ

で、正しく発音できる人を探して教えて

もらいたくなります。インド人に友達が

いればいいのですが、当時の私にはそれ

が叶いませんでしたし、インドレストラ

ンに行ってインド人従業員に教えてもら

う・・・なんて度胸もありませんでした。

独学の壁―３：他動詞の過去形

ヒンディー語の勉強を文字から始め

て、さらに教科書を読み進めていくと、

単語や文の勉強に進んでゆき、ここで大

きな壁に行く手を阻まれます。“ 他動詞

の過去形 ” です。

日本語やヒンディー語に限らず、全

ての言語には動詞があり、動詞には自動

詞と他動詞があります。「歩く」「走る」「泳

ぐ」など、自分一人で出来る動きを表す

動詞が自動詞です。一方「～を投げる」

「～を蹴る」「～をする」など、自分の他

に人や物など相手がある動き（すなわち

相手が無いと出来ない動き）を表す動詞

が他動詞です。自動詞の場合、例えば「私

は歩く」の主語は「私」であり、過去形

にしても「私は歩いた」の主語は私です。

同じく他動詞も、例えば「私はボールを

投げる」の主語は「私」であり、過去形

にすると「私はボールを投げた」となり

ます。

さて、これをヒンディー語にすると、

日本人の常識を覆す度肝を抜くようなこ

とが起きるのです。他動詞を過去形にす

ると「私」は主語ではなくなり、「ボー

ル」が主語になるのです。でも、そのヒ

ンディー語を日本語に訳せば飽くまで
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も「私はボールを投げた。」であり、「私

にボールは投げられた。」ではありませ

ん。・・・どうですか？理解できないで

しょう。

こんな難解な文法であってもインド

では毎日、使っていますから、当たり前

過ぎて日本人が理解できる様に説明でき

るインド人はほとんどいないでしょう。

私は私なりにどのように理解していいか

考えに考えて、「インドでは自分が相手

にしてしまった過去のことは、もはや自

分ではどうすることもできないから、も

う自分は主語にはなれないのだ。インド

の考え方は深～い！」と自分自身に言い

聞かせています。

あとは、名詞は動物や生物でなくて

も男性名詞と女性名詞に分かれるとか、

複数の文字を一つの文字にまとめた結合

文字とか、ヤヤコシイ決め事があります

が、最初は違和感があるものの独学でも

無理なく理解できるでしょう。

今の私とヒンディー語

２０２０年以降、インディアメーラー

も、ホーリー際もディワリ際も、コロナ

禍のため中止となって、ヒンディー語を

使う機会が無くなってしまいました。　

それまでは毎年どこかでヒンディー語

の歌、例えば、坂本九の「上を向いて

歩こう」、美空ひばりの「川の流れのよ

うに」、松たか子の「ありのままに」な

どをヒンディー語バージョンで歌って、

インド人のみなさんを驚かせるのが楽

しみだったのですが、今は封印状態で

す。次の機会には何を歌おうかナ・・・

今年は東日本大震災から１０年の節目

ですので、復興支援の応援歌として歌

われた「花は咲く」のヒンディー語バー

ジョンを、練習しています。コロナ禍

が収束したら、またインド人のみなさ

んの前で歌おうと思います。

かと言って、ヒンディー語を使う機

会が全く無くなった訳ではありません。

インディアメーラ―で同じボランティア

だった友人の紹介で、インド本土とオン

ラインでの繋がりができました。その友

人と一緒に日本語講師ボランティアとい

う形で、インド本土で日本語通訳を目指

すインド人のみなさんとつながっていま

す。私としても自分のヒンディー語を試

す良い機会になっています。

お返しに日本人側がインド人側から

ヒンディー語を教わるコーナーも作って

もらいました。このコーナーには１０年

前のヒンディー語教室でクラスメート

だった総領事の通訳秘書さん（今は退職

されて別の仕事をされていますが）も参

加されています。

また、良い教材を見つけました。各

国の政府が連携して進めている「持続可

能な開発目標」・・・いわゆる SDG ｓです。

それぞれの国の言語への翻訳がインター
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ネットで公開されており、もちろんヒン

ディー語も日本語もあります。政府関係

で仕事をされている翻訳者の翻訳なので

正しい翻訳のように思います。正しい翻

訳なので正しく効率よく勉強できます。

例えば、日本語のページには「持続可能

な開発目標」と書いてあり、ヒンディー

語では「サタト　ヴィカース　ラクシャ

エ」と書いてありますので、「持続可能な」

はサタト、「開発」はヴィカース、「目標」

はラクシャエと分かります。SDG ｓは

１７の目標で構成されていますが、それ

もまた全てヒンディー語や日本語に翻訳

されていますので、今トレンドとなって

いる単語や文を勉強できる訳です。

これからの私とヒンディー語

今、私は会社員として、安全・衛生・

環境・防災の分野のエンジニアとして仕

事をしています。中でも機械の安全設計

については、深い思い入れがあります。

日本では国際的な安全規格が存在するに

も関わらずあまり知られていないことを

残念に思っています。確かに日本の工場

は、すでに全ての業界で出来上がってお

り各地で飽和状態です。工場の中の機械

も稼働を続けており、いまさら使い慣れ

た機械を安全に作り直すことには抵抗も

あるでしょうし、手間もお金も掛かかる

ので難しいのかもしれません。

そう考えるとインドでは、これから

でしょう。これから次々と工場が建っ

て工業が発展してゆくのでしょう。こ

れから造って、これから稼働する機械

ならば、初めから安全に造っておくこ

とができるように思います。そうする

ことでケガや死亡の災害を抑えられ、

その結果、インド工業の発展に寄与す

るように思います。

非現実的な妄想になってしまいます

が、私の持っている安全設計の知識を

ヒンディー語でインドにお伝え出来た

ら、いいな～。お伝えすることができな

いとしても、機械安全を教材としてヒン

ディー語の勉強は続けていこうと思って

います。

国際ヒンディーデー

毎年１月、インド総領事館の主催で

国際ヒンディー語の日という催しがあり

ます。ヒンディー語がインドの公用語と

して法律に明文化されたことを記念する

催しです。２０２１年はコロナ禍のため

にオンライン開催となりましたが、イ

ンド総領事館の取り計らいで私のヒン

ディー語スピーチの時間をいただきまし

た。今回の投稿のまとめとして最後に、

その時の内容を日本語訳でご紹介させて

いただきます。ご完読ありがとうござい

ました。
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国際ヒンディー語の日おめでとうご

ざいます。私はヒンディー語を愛する一

人の日本人です。私は幼いころから絵を

描くことや物を作ることが大好きで、そ

んな少年の目にある日、一つの文字が飛

び込んできました。それはそれはとて

も美しい文字でした。これが私とヒン

ディー語との初めての出会いです。

しかし、ほとんどの日本人は、この

文字を見ると「難しい」と思って、それ

以上深く知る努力をしません。これは私

にとって悲しいことです。そこで私はイ

ンディアメーラーで「ヒンディー語で自

分の名前を書いてみよう」という体験教

室を開いています。

しかしながら、私の本職はインドと

もヒンディー語とも関係ありません。物

を作ることの好きな私はエンジニアの道

を選びました。私の仕事の中に機械の安

全設計があります。

今から３６年前に大きな飛行機事

故がありました。ジャンボジェット機

が御巣鷹山に墜落して５２０人が亡く

なったのです。原因は何だったのでしょ

うか？パイロットには何ら過ちはあり

ませんでした。飛行機の一部が大気圧

に耐えられず破裂したのです。これは

私達エンジニアに機械を安全に設計す

ること、安全に造ることが如何に大切

かを教えています。

被災者の一人に坂本九という名の有

名な歌手がいました。４３歳の幸せな

家族のお父さんでした。彼の歌った

「上を向いて歩こう」という歌は、「ス

キヤキソング」として世界的に有名

です。１９９５年の阪神淡路大震災

では復興支援の応援歌として日本中

で歌われました。

今日はこの歌をヒンディー語で歌

います。溝上教授が翻訳しました。

♬ウーパル　コー　デークテー　

♫チャレンゲー　ヨーン・・・・♬

インド万歳！ヒンディー語万歳！

　ありがとうございました。
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2019 年 1 月 28 日午後 5 時、私はイン

ドのニューデリーにある Vijay Chowk（ヴィ

ジャイ・チョウク）で行われたインド共和

国記念日の祝典の 1 つである Beating Re-

treat Ceremony（ビーティング リトリート 

セレモニー）のフルドレスリハーサルを鑑

賞した。この Beating Retreat 自体は、イギ

リスで 17 世紀に始まった伝統的な軍事儀

式で、元々は兵隊が戦闘を止め、日没、撤

退の合図の音で基地に戻り、旗が降納され

るというもので、現在もイギリスで行われ

ている。そして、インドでもこの軍事儀式

が初めて取り入れられたのは 1952 年で、

現在のような形になったのは、1961 年イ

ンド独立後に初めてエリザベス女王が、故

エディンバラ公爵フィリップ殿下と共にイ

ンドを訪問することになった際、歓迎する

ための催しを当時のネルー首相がインド陸

軍 Major Roberts 氏に依頼したことに淵源

がある。

インドでの Beating Retreat Ceremony の

本番は毎年、リハーサルの翌日である 1 月

29 日の夕刻、インドの大統領を主賓とし、

軍の関係者を始め、首相を含む政府関係者

や一般市民が参列して行われる。会場とな

る Vijay Chowk の周辺は、インド門や、大

統領官邸、国会議事堂、首相官邸など政庁

の建物が立ち並んでいる。式典ではまず、

大統領が Rashtrapati Bhavan（大統領官邸）

から、馬に乗ったボディガードに護衛され、

車もしくは馬車に乗って Raj  Path（ラージ・

パス）を通って会場に入場するところから

始まる。会場の前方中央には、大統領専用

の席が用意され、その後ろに軍関係者、首

相や閣僚たちが並び、観客席にいる大勢の

市民と共に大統領を出迎える。また、会場

向かって前方右手に位置する財務省と内務

省があるノース・ブロックと、左手に位置

する首相官邸、外務省、国防省があるサウ

ス・ブロックのバルコニーにはそれぞれ、

ラクダに乗った国境警備隊の隊員が銃を片

手に並んでいる。大統領が会場に到着する

と、国旗を掲揚し、インドの国歌ジャナ・

ガナ・マナが演奏され、大統領が着席。大

統領のボディガードは立ち去り、陸海空軍

B e a t i n g  R e t r e a t  C e r e m o n y
（フルドレスリハーサル）2019 の鑑賞

永田特許事務所勤務・本会会員
   

山本 和美
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及び警察の音楽隊 1,000 人以上が入れ替わ

り立ち代わり入場し、演奏を開始する。こ

こで演奏される曲は、インド人が作曲した

曲と、西洋人が作曲した曲とが入り混じり

約 30 曲近く演奏される。ちなみに、私が

鑑賞した 2019 年に演奏された曲は全 27

曲で、 そのうち 19 曲はインド人の音楽家

の作品で、次の通りであった。 

‘Indian Star’（インドの星）,’Paharonki 

Rani’( 山々の女王 ),‘Kumaoni Geet’( クマー

オン地方の歌 ),‘Jai Janam Bhumi’( 故郷に勝

利を ),‘Queen of Satpura’( サトプラの女王 ),

‘Marooni’,‘Vijay’( 勝 利 ),‘Soldier-My Valen-

tine’( 兵士は我が恋人 ),‘Bhupal（王様）,‘Vijay 

Bharat’（ イ ン ド の 勝 利 ）,’Akash Ganga’

( 天の川 ),’Gangotri’( 聖地ガンゴートリー ),’

Namaste India’（ナマステ・インディア）,

‘Samudrika’（海）,”Jai Bharat’( インド万歳 ),’

Young India’,’Veerta Ki Misal’( 勇 気 の 例 ),’

Amar Senani’( 不滅の司令官 ),’Bhumiputra’

（火星）。 

他の 8 曲は西洋の音楽であった。すな

わ ち、‘Fanfare by Buglers’,‘Sound Barrier’,

‘Emblazoned’,‘Twilight’,‘Alert(Post Horn Gal-

lop),  ’Space Flight’‘Drummers Call’and‘Abide 

with me’. そ し て、 有 名 な 愛 国 歌 ‘Sare 

Jahan se Accha’（全世界で一番―我がイ

ンド）で、締めくくった。（Press Informa-

tion Bureau: PIB（インド政府報道・情報局）

“Curtain Raiser – Beating the Retreat 2019”

より抜粋。） 

最近は、特に 2014 年に政権がインド国

民会議派から BJP（インド人民党）になっ

て以降、演奏される曲を「Indianisation（イ

ンド化）」したものに変更しようとする動

きがある。2016 年の式典では、従来のト

ランペット、バグパイプやドラムなどの

西洋楽器に加え、インドの古典楽器のシ

タール、タブラ、サントゥール、バンス

リなどが初めて取り入れられ、グラミー賞

受賞者でもある有名な作曲家・歌手の A.R. 

Rahman 版の Vande Mataram なども演奏さ

れた。今では半分以上の曲がインド人の作

曲したものになっている。またこのような

変更については、軍関係者の間では受け入

れ難いような意見がある旨の記事を見かけ

る。（ The Print,2020 年 1 月 30 日付 “Indian 

popular tunes that are pushing out colonial 

martial music at Beating the Retreat”）明年、

2022 年はインド独立 75 周年ということ

もあり、軍の式典で演奏される曲は、更に

Indianisation が進む可能性があるかもしれ

ないとのことだ。（The Print, 2021 年 6 月

7 日 付 “New marching tunes, no more pre-

1947 battle honors — armed forces set to 

get more ‘Indian’”）

演奏される曲は毎年異なるが、最後か

ら 2 番目に演奏される「Abide with me」

という讃美歌はマハトマ・ガンディーが好

きだったと言われており、毎回必ず演奏さ

れる。まもなく陽が沈もうとする頃に演奏

され、曲の途中で鐘の音が鳴り響く。イン

ド独立前の 1910 年代に建てられた歴史あ
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る政庁舎を背に演奏されるこの曲と、その

時の雰囲気が私は好きで、いつも楽しみに

しているのだが、この曲も先述したように

インドの曲ではないとのことで、演奏曲目

から外すか否かの議論の対象になってお

り、その議論をインド紙で見るたびにいつ

もハラハラする。

この「Abide with me」の演奏が終わる

と、ビューグルの音が鳴り、掲げられてい

た国旗が降ろされていく。国旗を降ろし終

わった後、最後の曲となるインドの有名な

愛国歌「Saare Jahan se Accha（サーレ -・

ジャハーン・セ・アッチャ -）」を音楽隊が

演奏しなから、再び傾斜のある Raj Path の

道を大統領官邸へ向かって行進し、去って

いく。傾斜を上り、音楽隊の姿がはるか遠

くになって「Saare Jahan se Accha」の演奏

もストップしたその瞬間、政庁舎や大統領

官邸など会場周辺の建物にライトが一斉に

点灯する。そして、再び馬に乗った大統領

のボディガードがカツカツという蹄の音を

響かせながら会場に入場し、国家が演奏さ

れた後、大統領が退席して約 2 時間の式典

は終了する。

因みに、最後のライトアップの様子は

時代とともに変化しており、過去の式典の

動画を Prasar Bharati Archives の YouTube

（www.youtube.com/c/DDARCHIVES） で 見

ることができる。1980 年代は、このアー

カイブで見る限り、ライトアップと同時に

花火が上がっている。2000 年代に入ると

花火はなくなり、ライトアップのみとなっ

ている。このライトアップの電飾も、BJP

政権後、同党所属で現在のラーム ・ナート・

コーヴィンド大統領に代わって初めて迎え

た2018年更に変化した。それまでは、長年、

政庁舎の建物の形をかたどるように張り巡

らされた何千ものオレンジ色一色の白熱電

球が一斉に点灯していたが、代わってイン

ド国旗の三色（オレンジ、白、緑）とヒン

ドウー教のお祭り、ホーリーを連想させる

カラフルな色の LED 電飾が建物をゆっく

り、そしてぼうっと照らした。残念ながら、

正直これまでのものと比べると奇麗には感

じられなかった。インド紙でも同様の感想

がみられた。(Business Standards,2018 年

2 月 4 日付 “Beating Retreat ceremony with 

nationalised flavour disappoints many”)

このホーリー色のライトアップを見た

時、政権が変わったことによる影響がこん

なところにもでてくるのかと感じた。と同

時に、過去のようなオレンジ色一色の奇麗

なライトアップ（インド紙やメディアなど

ではよく ”dazzling light”（まばゆい光）と

表現されている。）はもう見られないかも

しれないと若干ショックを受けた。

私は取り分け軍事防衛に関心があって

この式典を知ったのではない。きっかけは

覚えていないが、ただインドには非常に興

味があり、インドについて色々調べている

うちに偶然知ったのだと思う。式典は、イ

ンド国営放送 Doordarshan（ドゥールダル

寄稿
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シャン）の YouTube などインターネット

によってライブ配信されており、日本でも

ネットで鑑賞することが可能である。ま

た過去の動画（https://www.youtube.com/

doordarshan/videos）も見ることができる。

そして、私はここ数年、この Doordarshan

によるライブ配信で式典を見ているうち

に、インド現地でも見てみたいと思うよう

になった。しかも、年々少しずつ変化しつ

つある演奏内容やライトアップが大きく変

わらないうちに―。

しかし、いざ現地で見るとなるとどう

すればいいのか。まずは、周囲の身近なイ

ンド人の友人たちに尋ねてみたが、軍事儀

式ということもあってこの式典を知る人は

いなかった。大抵は、日本のニュースでも

取り上げられることがあるインド共和国記

念日メインの祝典で、海外の首脳をゲス

トとして招き、インド軍や各州のパフォー

マンスが披露される大規模パレートと勘違

いされるか、或いは、インド―パキスタ

ンの国境で毎日行われている国境閉鎖式

（Wagah-Attari border ceremony）のことか

と聞き返された。また、式典を知っている

人がいても、どうやって鑑賞することがで

きるのかまではわからなかった。

インターネットでも調べてみることに

した。この式典の参加方法について日本語

の情報も見つからず、旅行サイトでこの式

典を鑑賞したことがあるらしきインド人を

発見したのでメールを送ってみたが、返事

はなかった。更に、いろいろ調べていくう

ちに、大統領や首相など VIP が参列する本

番は招待状がないと会場には入れないが、

本番前日にフルドレスリハーサルが行わ

れ、そのチケットが販売され、購入するこ

とで鑑賞できることがわかった。チケット

は式典直前に指定された時間と場所で販売

されるが、購入にはインドの身分証明が必

要とのことであった。そうこうしているう

ちに、以前、東京のインドレストランで話

したことをきっかけに知り合った在日本イ

ンド大使館に一等書記官として赴任され、

現在は退職してインドに帰国されている

Kripal Singh Bisht 氏より 2019 年に年始の

挨拶メールをいただいた。その際、式典を

鑑賞しにインド へ行くことを考えている

と述べたところ、Bisht 氏はもちろんご存

知で、私がインドに来るなら、式典のリハー

サルチケットを手配してあげるよ、と思っ

てもみない大変有難い申し出を頂いた。こ

うして、2019 年 1 月、フルドレスリハー

サルをインド現地で見ることが可能になっ

たのである。実は、鑑賞する方法を調べて

いるときにインド大使館の別の方にも聞く

機会があり、聞いてみたのだが、複雑な手

続きがいるような返答で結局どうすればい

いのかわからなかった。自分自身も尋ねた

時は、本番以外にリハーサルがあることは

知らなかったので、今思えば、その時大使

館の方は、招待状をもらって本番の日に鑑

賞する方法についてお話しして下さったの
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ではないかと思う。

4 年振りのインド行き。出発の前日、飛

行機 JAL の予約確認の際、手違いで座席が

取れていなかったことがわかった。非常に

焦ったが、何とかその場で予約し直し AIR 

INDIA で席を確保することができ、当初の

予定通りリハーサル前日に無事インドに到

着した。デリーの空港では Bisht 氏が出迎

えて下さり、その翌日、氏自らデリーの観

光案内をして頂いた後、私を会場まで連れ

て行って下さった。胃腸が弱く、いつもイ

ンドで体調を崩してしまう私は、絶対にこ

の式典を見たかったため、リハーサルを見

終わるまでは食事は最小限にしようと気を

つけていた。しかし、Bisht 氏から会場に

向かう直前に食事をしようと言われ、会場

近くの小さな食堂で食事をすることになっ

た。そこでもあまり食べないようにしよ

うと思っていたが、「これはどうですか？」

と勧められ、断りきれず注文して下さった

ものを口にした。幸い体調を崩すことなく、

食事を済ませ、会場に向かった。会場周辺

は関係者や観客、また平日の夕方というこ

ともあって仕事帰りの人々の往来でごった

返し、車も非常に渋滞していた。そのた

め、途中で乗っていた車を降り、歩いて向

かうことになった。氏のおかげで、スムー

ズに会場入り口に辿りつくことができた。

リハーサルには、インドにいる私のインド

人の友人も一緒に見る予定であったため、

会場前で待ち合わせ。友人の分のチケット

は私が持っていた。なお、このチケットの

購入には先に述べた通り、インドの身分証

明が必要だが、一人で購入できる枚数は 2

枚までと制限があり、Bisht 氏はご令嬢に

もご協力頂いて私たちの分を入手されたと

のことであった。開演時間が迫ってきたが、

友人が現れず電話をするもつながらず、連

絡がとれない。しかも、Bisht 氏はすでに

何度も見たことがあるので、自分は会場の

外で待っていると言われた。従って、友人

の分のチケットは氏に託し、結局私だけが

中に入ることになった。

いよいよ中に入れるとわくわくしなが

ら、セキュリティーチェックのほうへ向

かった。荷物は最小限にと聞いていたため、

私は携帯電話、ハンカチ、ティッシュ、化

粧ポーチだけを持って中に入った。警備の

人からはチケットの提示は求められず、化

粧ポーチの中身がチェックされ、目薬を見

つけたとたん何も言わずに足元に捨てた。

液体だから駄目だったのだろう。足元には

他にもチェックでひっかかった品物が散乱

していた。1 つ目のセキュリティーチェッ

クをくぐり抜け、2 回目、3 回目も問題な

く無事通過した。最後 4 回目の会場目前

のチェックで持っていた化粧ポーチ全部が

ひっかかった。ポーチを預けて中に入るの

かと思いきや、預かれないと言われた。じゃ

あどうすればいいのかと尋ねると責任はも

てないが、あそこにおいていきなさいと指

さされた場所は、何の目印もないただの地
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面の上であった。化粧道具も入っていたの

で、なくなったら翌日からはノーメークで

インドを旅しなければならないと覚悟しな

がら、ポーチを地面の適当な場所に置いて

中に入った。ちなみに携帯電話の持ち込み

は全く自由で、電源もオフにする必要はな

かった。

会場の座席には 20 インドルピー（約

30 円）と 50 インドルピー（約 75 円）の

2 種類がある。私の場合は、Bisht 氏が 50

インドルピーの席のチケットを用意して下

さっていた。しかし指定席はなく、すべて

自由席。従って、早く中に入った人から好

きな席に座ることができる。私は会場正面

の中央くらいにちょうど 1 つ空席を見つ

けたのでそこに座った。いよいよ大統領の

ボディガードの車列が入ってきて演奏が始

まった。私は、リハーサルでも翌日の本番

と全く同じ内容のパフォーマンスをして

くれることを願いながら鑑賞した。そし

て、実際に目の前で繰り広げられたもの

は、これまで画面上で見てきたものと同じ

であった。違ったのは、インド人の観客が

周囲に座っているため、演奏中もおしゃべ

り好きなインド人の話し声があちらこちら

から聞こえてくることだった。また、観客

は座りながら音楽隊のパフォーマンスをス

マートフォンで撮影しようとする人が多

く、前方で座席を立つ人がいると後ろの人

が注意し、注意を促された人も素直に従い

腰を下ろしていた。数ある演奏の中で、先

に述べた自分の好きな ”Abide with me” を

マハトマ・ガンディー生誕 150 周年の年

に生演奏で聞けたことは本当に感激で、忘

れられないひと時となった。最後の ”Saare 

Jahan se Accha” の演奏とともに音楽隊が大

統領官邸に向かって歩き始めると、観客も

ざわつき、席を立って自由に動き始めた。

その場を立ち去ろうとする人もいたので、

ひょっとしてリハーサルではライトアップ

はないのではないかと思い周囲にいるイン

ド人に聞いてみたが、わからなかった。と

りあえず、私も席を立って周辺を様子見し

ながら、ひとまず前方に移動しようとした

時、後ろから誰かが肩をたたいた。振り返

ると、さっきライトアップがあるかどうか

を尋ねたインド人女性が「ライトアップは

あるらしいよ」と、人をかき分けて私にわ

ざわざ伝えてくれたのだった。それを聞き、

期待しつつ最前列に移動した。現地の人々

と今年はどんなライトアップになるのかと

ドキドキしながらその瞬間を待った。演奏

が聞こえなくなり一瞬の静寂のあと、一斉

に目の前の政庁舎がインド国旗の 3 色に染

まり、ワーッという大きな歓声が上がった。

しばらくして、建物を照らす色は、色とり

どりのホーリー色に変わった。2019 年も

前年同様 LED の電飾ではあったが、前年

よりも美しくライトアップされ、タイミン

グもよかった。もちろん、画面で見るより

もはるかに素晴らしかった。

リハーサル終了後、一緒に見るはずで

あったインド人の友人と会場で合流するこ
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とができた。友人は、結局 Bisht 氏と最後

まで連絡が取れなかったのか、チケット

なしで入ったとのことであった。「セキュ

リティーはチケットを全く確認しなかった

よ」と笑顔で語っていた。また彼も初めて

この式典を見たとのことであった。終了直

後は、会場内の奥まで入ることができたの

で、ホーリー色の電飾で照らされている政

庁舎の付近まで近寄って建物を眺めたり、

会場に残っていたインド海軍の人々と記念

撮影をしてもらうなどして余韻を楽しむこ

とができた。再び入口へ戻る際、セキュリ

ティーチェックで持ち込み禁止となった化

粧ポーチを置いた場所に行くと、ポーチは

中身もそのまま無事であった。外でずっと

待っていて下さった Bisht 氏からは、リハー

サルは定刻通りに行われ、遅れてきた人は

チケットを持っていても中に入れず、バリ

ケードの向こうに 200 人くらいいたと聞

いた。そして、翌日の本番をホテルのテレ

ビで鑑賞し、リハーサルと全く同じであっ

たことを確認しながらインドで式典を 2 回

生で味わえたような気分であった。

このリハーサルを鑑賞した翌年、再び

インドへ行った。経緯は省略するが、そ

の際、在大阪神戸インド総領事館の Bharti 

Karla 氏のご協力のもと、Doordarshan の

デリースタジオを訪問することができ、同

放送局の報道記者 Sudhakar Das 氏の案内

でスタジオを見学し、Beating Retreat Cer-

emony の放送を担当している女性アナウ

ンサー Gouran Lal 氏にも会うことができ

た。Doordarshan は Beating Retreat だけで

なく、インドの様々な国の公式行事をイン

ターネットでライブ配信する。本誌発行の

関西日印文化協会の会長である溝上富夫先

生が 3 年前、パドマ・シュリー（蓮華勲章）

の叙勲を受けられ、インドでの叙勲式に参

列された様子も同放送局のライブ配信で見

ることができた。日本のメディアでは取り

上げられないインドの部分を知りたい人

間にとっては有難いことだと思っている。

従って機会があれば、一度訪れて見たかっ

た。インドは知れば知るほど知らないこと

を思い知らされ、深くて複雑な国だと感じ

るが、それが面白いので興味は尽きない。

またインドがなぜ好きなのかとよく聞かれ

るが、一言で表現することはできない。し

いて言うなら、私にとってインドの魅力は

インドの人々である。

なお、私は普通の会社員で、研究者で

もない。また、このインドの式典について、

正式な日本語による説明を探してみたが、

見つからなかった。従って、ここで記述

させて頂いたことは、自身の体験、インド

紙、インド政府のウェブサイト (“knowindia”

https://knowindia.gov.in/republic-day cel-

ebration/celebrations.php) や Doordarhsan

の動画などの情報がもとになっていること

をご了承頂きたい。

更にこの場を借りて、改めて式典の手

配等をして下さった Bisht 氏を始め、Door-

寄稿
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darhsan との出会いの機会を作って下さっ

た Bharti 氏、Doordarshan の方々、正月の

連休明けにも関わらず、再び平日連休に

リハーサルの鑑賞に送り出して下さった

上、本誌への広告掲載も了承して下さっ

た事務所の永田所長、仕事でインドが絡

むと必ず私を同席させて下さる大田副所

長、インドへの関心を深めるきっかけを

作って下さった溝上先生に改めて心から

感謝を申し上げさせて頂きたい。

最後に Gouran Lal 氏が式典の放送の中

で、ライトアップした直後、過去に繰り返

し述べていた下記のコメントを紹介して、

本文を結ばせて頂く。（下記はご本人から

頂いた原文そのままを掲載。）

“The air perfumed with sentiment and na-

tional pride. 

The timeless melodies we heard, a bridge to 

the past. 

The music embracing the moment ... 

The magical moment that said ‘ Let there be 

light’

Let this radiance smile and illuminate the 

night 

And in my architectural contours lies hope, 

outlined 

For a bright and fair future for all to find”

Doordarshan の方々と

式典開始時の光景

Beating Ceremnony 

のフルドレスリハー

サルのチケット

式典終了後の記念写真
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「大阪のインド総領事館で人を募集し

ているから、応募してみたら？」高校時

代の恩師の紹介でお会いした、当時神戸

大学で言語学を教えていらっしゃったイ

ンド人の先生に言われた一言。それか

ら 4、5 か月ほど過ぎ新年を迎えしばら

く経ったころ、私のもとに「面接を」と

いう連絡が届きました。求人に応募した

ことも忘れかけた頃、急に来週大阪に来

るようにという連絡を受け取ってからは

瞬く間に話が進み、当時埼玉に住んでい

た私ですが、その後ひと月ちょっとの間

に 3 度も大阪まで行くことになりまし

た。まぁいいか、とはるばる関西まで

行き、しかもせっかくならと姫路城観

光までしてから帰るような性格であっ

たことが幸いしてか、そこから私とイ

ンドの長いお付き合いが始まりました。

　2010 年の 4 月、こうして私は急に大

阪で暮らすことになりました。当時周り

の友人にとって、私の行動は驚き以外の

なにものでもなかったと思います。まず

第一に、急に来週大阪に引っ越すという、

そしてインド総領事館で働くという、み

んなの顔にハテナが浮かんでいました。

総領事館で働き始めたころの私は、イン

ドについて何も知りませんでした。本当

にたまたまいただいたご縁で始まった、

そんな状態ではありましたが、日々の仕

事を通してインドを愛する皆さんに圧倒

されながらも支えていただき、とても楽

しく充実した 9 年間を過ごすことがで

きました。

大阪にある在大阪・神戸インド総領

事館は、三重県から鹿児島県までの西日

本を管轄地域にもっています。そんな総

領事館の中で、私は、この関西日印文化

協会の理事も務めていらっしゃった南波

亘子さんの後任として、通訳兼総領事秘

書として働いていました。といっても、

規模としては決して大きくない総領事館

で、ビザやパスポートなどの領事サービ

スと商務関係以外はほぼ全て任されると

いう、今振り返ってみてもかなり広範な

業務を担当していました。そうした中で、

日本におけるインドの窓口として、国の

インド総領事館での勤務を経験して

前インド総領事館通訳
   

武笠 千春
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機関や行政、経済団体や企業、大学・研

究機関、文化や宗教、芸術分野などにか

かわる様々な方々と一緒にお仕事をさせ

ていただきました。日々インドにまつわ

る色々な分野のお話に触れ、こんなにも

この二つの国には多面的な深いつながり

があったのかと気づかされ心が震える機

会が多くありました。働いていた 9 年

の間に、4 人の総領事とお仕事を一緒に

させていただき、その間お二人のインド

の首相を日本でお迎えしました。日本と

インドの間では、年次首脳会談が行われ

ており、両国の首相が毎年交互にお互い

の国を訪問されています。なかなか他の

国や地域では考えられないペースで、お

迎えする側としては大変な面もありつ

つ、国同士の関係としてはとても親密で

特別な関係が築かれているのは非常に良

いことだと思います。

なかでも、私が総領事館で働きだし

た頃と、後半の頃では、関西の扱いが

大きく変化したと感じました。もちろ

ん初期の頃も国際会議や視察といった

インド政府関係者の来訪は頻繁にあり

ましたし、国の大臣なども関西まで足

を運ばれていました。ただそれが、あ

る頃から関西への訪問の数も規模も重

要度も格段に大きくなり、かつ行政や

関西の企業との関係構築といった、よ

りこの地域にフォーカスした訪問団が

多くなったように感じます。現首相も

すでに首脳会談時では 2 度関西にお越

しになっています。（グジャラート州首

相時代、また 2019 年の G20 も含める

と関西ご訪問歴は歴代首相最多かもし

れませんね）また、現政権下では、イ

ンドの各州による外国企業に対する直

接の誘致活動が奨励されたこともあり、

多くの州から州首相を団長とした州政

府・州内企業が一体となった官民合同の

訪問団による関西企業に対するトップ

セールスも活発に行われるようになり

ました。関西の大企業はもちろん、強

みである医薬品や、繊維産業、先端技術、

ユニークな技術力をもつ中小企業など、

この地域に対する注目が大きくなって

いるのが感じられました。また、ビジ

ネス面だけではなく、地方政府間の交

流もすすみ、インドの州と関西・西日

本の府県との間での覚書の調印もすす

みました。私が総領事館を去る時点で

府県のレベルだけでも、兵庫県（グジャ

ラート州）、和歌山県（マハーラーシュ

トラ州）、三重県（カルナータカ州）島

根県・鳥取県（山陰として・ケーララ州）、

広島県（タミルナードゥ州）、福岡県（デ

リー準州）が協定を結んでおり、それ

ぞれインドの地方政府と関係を継続さ

せていくこと、発展させていくことに

おいて難しさを抱えながらも非常に粘

り強く前向きに取り組まれており、日々

頭が下がる思いでした。

また、政治・経済面での関係が深ま

るベースには、もともとのお互いに対す
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る友好的な感情があると思います。イン

ドはおなかが痛くなるから行きたくな

い、という方が未だに多いのも事実です

が、インドという国やインド人に対して

敵対的な感情を持っている人は、あくま

でも個人の感覚ですが、あまりいないよ

うに思います。インド人からみた日本や

日本人にも同じことが言えると思いま

す。また、この関西には神戸港開港の時

代から住むインド人のコミュニティメン

バーがおり、神戸・関西をホームと呼ぶ

人懐こい温かい人たちです。お仕事では

もちろん、それ以外でも飲みに誘っても

らったりヨガを教わったり、たくさんか

わいがっていただきました。

インドというと文化も人も日本とは

全く異なる国と思われる方も多いのです

が、意外と感覚や価値観など近い部分が

多いと思います。その一方で、日常的に

インド人と時間を過ごす中で、違いがお

もしろいなと思うことも多くありまし

た。例えば、一緒に働く前は、なんとな

く勝手に大雑把なイメージを持っていた

のですが（すみません）、実は日本人以

上に細かい人が多く驚きました。それに

自分のする仕事と自分がしない仕事の区

別がはっきりしているなとも思います。

また、ランチの時間は大切で、日本的に

今日は仕事が忙しいから、とランチ時間

を削るなんてことは論外です。何か急な

頼まれごとがあってもご飯中だったら、

出直すねとあっさり引き返します。それ

から、日本人以上に家族や体の健康面な

どに対してすごく気を使う印象もありま

す。総領事館で働き始めて少し経ったこ

ろ、初めて仕事を休むくらい体調を崩し

た時があったのですが、お休みの連絡を

入れたところ、なんだかとても心配して

くれたようで、わざわざ総領事が病院に

行きなさいとドライバーさんを家まで

送ってくれたことがありました。さらに、

必要なものがあれば彼に買い出しに行っ

てもらうよう頼んだからメモを渡しなさ

い、とすごく親切にしてくれて驚きまし

た。家族が病気になった時なども、やは

り同僚のインド人が心底一緒に心配して

くれました。そういうところは本当に情

が深い人たちだなぁと思います。

そんな憎めないインドを愛する人た

ちは、やっぱり人懐っこい人が多く、イ

ンド人にも負けない魅力的な日本人たち

とも、このお仕事では本当にたくさん関

わるご縁をいただきました。とにかく突

然物事が動き出すインドなので、関わっ

た方々にはむしろかけたご迷惑の方が多

いかもしれませんが、根気強く柔軟にお

付き合いいただき本当に感謝していま

す。この「根気強さ」と「柔軟さ」は私

自身 9 年間で鍛えられたなと思います。

働き始めた当初は、日本とインドの間に

入っても、どうしても日本人の感覚の立

場から物事を考えてしまうことが多く、

どっちの味方なのだと怒られることもあ

りました。もしかしたら最後まで 100%
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インドの味方にはなれていなかったかも

しれませんが、インドの主張を伝える役

割として意識を持つようになってから

は、まずはインド側の意見を伝えて（そ

れがたまに本当にびっくりするような意

見だったりしましたが）、その後日本の

慣習やルールや色々な事情を考慮してお

互いに納得できる着地点を見つけること

を心がけました。というか、インド人は

とりあえず無理っぽいことも言ってみ

る、という傾向があるように思います。

その意見が通ったらラッキー、ダメなら

違うアイディアをまた提案するという。

こうしたやりとりをしていると、実は突

発の事態にも対応する瞬発力やプランＡ

がダメなら、Ｂ、Ｃ、Ｄと次々と考え出

していく柔軟さと創造力はインドの強み

で、日本も学ぶべきところだと感じます。

ただ、その力業ともいえる対応力が

あるが故なのか、まさに「終わりよけれ

ばすべてよし」ということが多くありま

した。ある週末、すっかり仕事用と化し

た私の個人携帯に仕事の電話がかかって

きました。それ自体は珍しいことではな

く、また、「お好み焼き屋に来てるんだ

けど、今日はお肉食べないからベジにし

てって店員に伝えて」とかかなと思いな

がらため息混じりに出ました。すると総

領事が、これから京都にホテルを探しに

行くから一緒に来るようにというので

す。意味がわからない、ホテルなら月曜

日に電話すれば良いのでは？というか、

なぜホテルの部屋を探すのに現地に乗り

込むのか。インド流？と悶々としながら

も、家まで迎えに来るというので、週末

なのに、と納得しきれないまま仕方なく

支度を整えました。

まさか総領事がアポ取りなどしてい

るはずもないので、京都までの車中で、

とりあえずいくつかのホテルに電話をし

ました。お付き合いのある宿泊担当窓口

は週末のせいか直通電話が繋がらなかっ

たりで、フロントから繋いでもらったり、

お休みなら誰か別の方に対応を、とそん

なことをしているうちにあっという間に

京都に着きました。

ホテルの方はもちろん英語ができる

のですが、それでも大事な話だから通訳

するようにとの要望だったので、ふむふ

むと聞きながら訳していく。すると来週

首相が京都に来ることになったというの

です。ホテルの人と同じようにビックリ

する私。それを先に言ってほしかった！

そして、とりあえず細かいところはわか

らないが、来週から 100 部屋程、それ

に宴会場や会議室などなどほぼホテル丸

ごと借り切るようなこれまた驚きの条件

を並べていきました。来週、しかも常に

満室状態の京都のホテルでそれはまたか

なり無理なお願いをすることになったな

と、内心胃が痛くなる思いでした。ただ

ホテルにとっても一国の首相、しかもつ

い先日選挙で大勝利をおさめて世界中か

ら注目を集める話題のモディ首相をお迎



116

えできるとなっては大ごとで、なんとか

してくれようとはしましたが、既に入っ

ているお客さんを追い出すわけにもいか

ず、あるいはスイートルームの数が足り

ない、などその日はホテルをいくつかま

わることになりました。そんな中一軒の

ホテルが何とかしますと言ってくれたの

です。本当に奇跡だと思います。

それからは怒涛の毎日で、とにかく

全てが終わった時にはへとへとでした。

それまでも前任のマンモハン・シン首相

が東京へいらっしゃる際には、サポート

要員として東京へ行っていたので、首相

の訪問がどのようなものか、というのは

目にしていましたが、大阪で首相の訪

問団を迎えるなんて初めての経験です。

その前にインドの首相が大阪にいらっ

しゃったのは 2001 年と聞いていたの

で、なんとなく日本には 1 年おきにく

るけれど、関西には来ないのだろうなと

思っていました。

首相が来るとなると、まずは受け入

れ国との調整のため儀典室の先遣隊が来

日します。セキュリティチームも空港、

移動ルート、会談会場などなど首相の導

線を全てチェックして地元警察との入念

な打ち合わせをするためやってきます。

東京への訪問は隔年で決定事項のため下

準備はすべて整っていたようですが、急

遽関西が日程に組み込まれたため（しか

も関西から日程スタートでさらに時間が

ない）、日本の外務省もインドの外務省

も急ピッチで準備にあたりました。専属

医がきて指定の病院の下見とドクターに

挨拶、専用の救急車まで手配します ( 民

間の救急車貸出しサービスがあるなんて

驚きました )。その他にも訪問先や会談

相手、宿泊先やハイヤー会社との調整は

もちろん、税関からケータリング、ギフ

ト等々まで、非常に多くのことをわから

ないままとにかくあちこち走り回った 1

週間でした。もうやりたくない、と心底

思いましたがまた 2 年後にまさかの機

会が訪れ、その時はさすがに 1 週間前

に決まるなんてサプライズはありません

でしたが、準備期間があったらあったで

やっぱり大変で、結局肝心な物事は直前

に決まるので終わればぐったりに変わり

ありませんでした。

それでも貴重な経験であったのはも

ちろんで、例えば首相の車列の車の一台

に同乗させてもらい、専用機が待つ関西

空港まで移動するなんてもう一生経験し

ないことでしょう。高速を走る車列のス

ピードを落とすことなく、県境で兵庫県

警から大阪府警へ見事に警備を交代する

様子など疲れが吹き飛びました。あぁ、

終わると車中でほっとしたのも束の間、

訪問団に貸出したレンタル携帯を回収で

きてない！という電話が入り、結局空港

について走り回るはめに。やっぱりもう

これが最後でいいや、と心から思いまし

た。

たくさん大変な思いもしつつ、充実

寄稿
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した 9 年間を過ごしてきましたが、そ

もそも私自身プロの通訳としての経験も

技術もなく、正直言葉の面では力不足な

ことも多くあり、通訳の仕事は本当に苦

労しました。危機感から働き始めてから

通訳学校に通ったほどです。特に最初の

総領事にはその点で本当に感謝をしてい

ます。外交官としてだけでなく、作家と

しての顔もお持ちだった当時の総領事は

日本でも有名な方で、さらにご本人の人

柄もあり、西日本各地の様々なところか

ら講演依頼がきていました。結果、私も

通訳の機会が増え、経験の場をたくさん

与えていただきました。しかもその方の

お話は聞いていて本当におもしろい。な

ので、なんとかこのメッセージを聞いて

いる人に伝えたい、わかってもらいたい

と思い、話し方や表現などどうしたら聞

きやすいだろうということを常々考えて

いました。プロの通訳者のように完全に

正確な通訳はできないかもしれないけれ

ど、メッセージが伝わる聞きやすい通訳

をしようと思い、その後ずっと心がける

きっかけとなったのはその総領事と一緒

にお仕事をさせていただいたからです。

また、歴代の総領事についてまわっ

たおかげで、様々な分野の方々にお会い

する機会に恵まれ、たくさんインドにつ

いての話を聞き、調べ、経験したことで

その後の仕事に生かされたことはもちろ

ん、インドに対する興味や愛着もどんど

ん大きくなっていきました。私にとっ

てのインドの魅力は、その多様性です。

Unity in Diversity という言葉があります

が、広大な国土に全く違う民族や言葉や

文化が存在し、それぞれのアイデンティ

ティを大切にしつつ「インド人」として

の誇りももっているところはすごいなぁ

と心から思います。そして、仕事を通し

て、そんな不思議な魅力あふれるインド

と日本との関係発展に、間接的にでも関

われていることが何よりもやりがいと感

じるようになっていきました。

関西もインドも、どちらも私にとっ

ては異国の地でした。でもそのどちらも

今では大好きと言えるのは、両方に共通

する、なんでもこいという寛容さ、人懐

こさに触れてきたからかもしれません。

仕事の付き合いを超えて、仕事を辞めた

今でも一緒にインドに旅行に行ったり、

ヒンディー語を教えてもらったり、近況

を報告してくれたり、ご飯に誘っても

らったり、日本人インド人関わらずそん

な親しい友人がにたくさんできました。

これからも関西とインドは私にとって特

別な存在であり続けます。
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総領事館前で撮ったもの（総領事館勤務

最終日に記念撮影したものです）

国際ヨーガ DAY

帰任前のスワループ総領事と

共和国記念日レセプションにて（現大使が大阪

にいらっしゃった際に通訳しているところ）

通訳風景（ボリウッド映画プロモーション

のインタビュー）

神戸のインディアメーラー

モディ首相のお見送り時に、関空で政府

専用機の前で撮影

寄稿
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“My mind, body and soul...Long for 

more . . .More  ce lebra t ions . . .More 

l i f e . . . M o r e  c o n n e c t i o n . . . ”

Born in Mumbai, India and raised in 

Kobe, Japan. I have been walking the 

path of yoga past 20 years. A cordial 

member of International Yoga Day and 

many other cultural activities all over 

Japan. From International Yoga Day 

to India Mela, I am an active member 

of the organizing committee and we 

were fortunate to perform on stage 

for and along with 1000s of people.

From my own experiences, I have learnt 

the importance and healing benefits of 

Yoga and Meditation. I wasn’t as healthy 

as I look right now, I was asthmatic 

and had ulcers. But by the grace of 

my yoga neeti, I was able to overcome 

the health issues. I practice and live 

yoga every day and now I want to of-

fer the gift that transformed my life to 

others at Abundance Wellness Home.

There are many paths that lead to 

realization and awareness of oneself 

but the one for me was Yoga. My path 

of individualism was through breath, 

movement and meditat ion. I  have 

overcome many of my fears. Studied, 

trained and received guidance in vari-

ous spiritual and physical forms from 

India, Japan and Bali for over 20 years.

I believe, that yoga is for everyone and 

all of us has a body that can be moved 

in some manner, a mind that can be 

calmed to some extent and a spirit that 

can be encouraged. Wellness regime 

at Abundance is an art rather than a 

fitness program, a war to develop and 

refine oneself as a complete being. It is 

a path to discover the power that ex-

ists within you, a way of encouraging, 

Yoga；My way of life

Abundance Yoga Life Coach, 
a member of Kansai Japan-India Cultural Society

Purvi Jhaveri
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enlightening and promoting harmony 

in your own mind and body. I encour-

age freedom and expression here in 

japan as I believe there is a lot of free-

dom and liberation just in the move-

ment. The purpose of life is to build 

dynamic energy and then learn how to 

be still with that energy too.  I hope to 

expand my energy and offer my skills 

and techniques not only to this coun-

try but for people all around the world.

A B U N D A N C E  i s  a l l  a b o u t  m a k -

i n g  o n e  f e e l  a b u n d a n t  w i t h 

wha t  the  un iverse  has  to  o f f e r .

Here we offer an array of courses which 

are designed to recharge your energy, 

rejuvenate your body and mind and 

leave you feeling inspired, refreshed and 

peaceful. Be it Yoga, Mindfulness, De-

tox and Immunity Building, Bollywood 

Dance, a Lifestyle anything you are in 

mood for, we’ve got you covered. Here, 

you will move vigorously yet at your 

own pace, whether you are a beginner 

or an experienced yogi, young or old. 

I encourage every student to embrace 

their own beautifully unique expression 

of the practice in a safe and effective 

way.
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　 福 岡 イ ン ド 協 会（IFA：Fukuoka In-

dia Friendship Association） は、2015

年に設立した在福岡インド人が構成す

る非営利団体です。社会人および学生

からなる 30 名ほどが中核となり、活

動ごとに声をかけあい集まっておりま

す。私が来日した時、福岡にはインド

人の組織だったコミュニティがあり

ま せ ん で し た。 福 岡 イ ン ド 友 好 協 会

は、インド人がグループとして日本人

と交流できる場を作ると同時に、イン

ド人同士が日常においてスムーズにサ

ポートしあえる場ともなっております。

地域住民との交流

　団体の活動は日印友好および相互理解

を目的とし、その活動は多岐にわたりま

す。インドのイベント「ナマステ福岡」

の主催、カレー教室の開催、地域の祭り

への参加、福岡市が開催する外国語教室

でのヒンディ語講師、日本人を招待して

のディワーリー開催など、多くの活動を

通じて地域住民と交流しております。

ナマステ福岡

　2016 年より九州地域では最大規模と

なるインドのイベント「ナマステ福岡」

を開催しております。このイベントは来

日してからずっと抱いていた私の夢でし

た。各方面からのご協力を得て実現でき

たことを心から感謝しております。ボラ

ンティアスタッフはインド人と日本人

から構成されており、年々参加者も増

え、2019 年には両国あわせて 80 名ほ

どのスタッフが従事いたしました。ス

テージはヨガやインド伝統芸能などの多

彩な演目で構成され、福岡だけでなく全

国から出店される飲食や雑貨の販売が好

評を得ております。初回の 2016 年は一

日のみの開催でしたが、2017 年は外務

省より日印友好交流年記念事業の認定を

頂き、開催期間を二日間に延長しまし

福岡インド友好協会とは

福岡インド友好協会　会長

クマール・ダルメンドラ
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た。続く 2018 年は在大阪・神戸インド

総領事館より共催のご承諾を頂き、時間

を一時間延長して開催いたしました。そ

して 2019 年は分別をしっかりと行うゴ

ミブースを設置し、環境にも配慮した運

営に高い評価を頂いております。2020

年は新型コロナウイルス感染症感染拡大

の影響で残念ながら開催を中止しました

が、2021 年は新たな試みとしてオンラ

インイベントを行いました。１日のみ２

時間半の開催ではありましたが、観光案

内、伝統芸能の披露、ヨガ講座、ヘナアー

トとサリーの着付け実演、インド在住日

本人のトークコーナーなどを、インター

ネットを介して遠方の方々にもご覧いた

だけたことは大きな収穫となりました。

「ナマステ福岡」は毎年４月、福岡市中

心部にある天神中央公園にて開催して参

りました。2022 年の春には再び、屋外

会場にて開催できることを切に願ってお

ります。

ボランティア活動

　近年は九州地域でも大きな災害が続い

ており、2016 年熊本地震の際はカレー

の炊き出し、2018 年九州北部豪雨の際

は瓦礫撤去作業を行いました。ボラン

ティア作業に貢献できたことや、日本の

災害対応を目の当たりにしたことは、私

共にとっても大きな経験となっておりま

す。

インド政府観光局セミナー

九州地域、わけても福岡市は「アジア

の玄関口」としてアジア地域との交流

が深いエリアです。住民のインドへの

関心が高いことも実感していることか

ら、インド政府観光局によるセミナーを

開催いたしました。　参加者からはご

好評を頂き、旅先としてのインドを紹

介できたことを嬉しく思っております。

[ N a m a s t e  J a p a n  F e s t ]

福岡県はデリー準州と友好提携を結ん

でいます。かねてから福岡県のご後援

もいただきインドを紹介するイベン

ト「ナマステ福岡」を開催しておりま

したが、2019 年 2 月デリーにおいて

も日本を紹介するイベント「Namaste 

Japan Fest」を開催いたしました。福岡

に住み、九州各県に足を運び、この地

域の良さを実感しているのですが、イ

ンドにおける知名度は高いとは言い難

く、ぜひとも紹介をしたいと考えてお

りました。 多くの方々のご協力のおか

げで開催が実現したことを大変嬉しく

思っております。今後への課題も多く

得ましたので、ひとつひとつ取り組み

ながらインドで日本を紹介する活動も

充実させていきたいと考えております。



124

感染症対応の支援

　2020 年に始まった新型コロナウイル

ス感染症の感染拡大は、今もなおインド

に甚大な被害をもたらしています。帰国

がままならない中、現地から情報を入手

し、日本からできる支援を考えました。

これまでのところ、現地行政機関からの

依頼で人工呼吸器を送ることのできる会

社を仲介したり、緊急支援を行うべく寄

付を募り、デリー州とウッタルプラデー

シュ州の警察への N95 マスク送付およ

びデリー地域の生活困窮者への食材配布

という形で支援を行うことができまし

た。多くの日本の方々が関心を寄せてく

ださったことに感謝しております。引き

続き可能な範囲で支援を行っていきたい

と考えております。

これからの福岡インド友好協会

　福岡インド友好協会はまだ若い団体で

す。しかしながら、振り返ってみると多

くの在日インド人、そして協力をしてく

ださる日本人の皆さんのおかげで、様々

な活動を行うことができました。これか

らも在日インド人の相互サポートを支

えながら、多くの日本人の皆さんと交

流をし、双方の国をつなげる活動を活

発化させていきたいと考えております。

世界では今も感染症との闘いが続いて

い ま す。 一 刻 も は や く 安 寧 が 訪 れ る

こ と を 強 く 願 い な が ら、 私 共 が で き

ることをやってきたいと思っており

ま す。 今 後 と も 福 岡 イ ン ド 友 好 協 会

をどうぞよろしくお願いいたします。

寄稿
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南インドのタミルナードゥ州のカルー

ルという小さな町で、日本語教育を通じて

青年たちが日本で働くことや留学するこ

とに興味を持ってもらうように努力して

います。自分が経験した素晴らしい日本

を、この地域の青年にも体験してもらう

ようにすることが目的です。私はアンナ

大学で電気と通信工学を勉強して、2002

年 12 月インドの大手ソフトウェア会社

ウィプロにシステム・エンジニア S E とし

て入社しました。2005 年 2 月から 4 月ま

で会社から機会を頂き、偶然日本語を勉

強しました。毎日午前９時から午後５時

まで日本語の授業がありました。授業の

前は日本について何も知りませんでした

が、日本語の勉強を始めてすぐに好きに

なりました。日本の文化、有名な場所や

お祭りなどについてテンドゥルカル美智

子先生に教えて頂き、日本について非常

に興味が湧き、日本に行きたくなりまし

た。やっと 2005 年 10 月 8 日来日して京

都、京阪奈にあるオムロン研究所でブリッ

ジ S E としてウィプロが実施していた複数

の案件を管理するようになり、大変嬉し

かったです。3 ヶ月しか日本語を勉強しな

かったのに日本語が話せるようになった

ことを見て、一緒に働いていた日本人の

皆さんが驚きました。初日から会社や店

などで日本人と話す時、分からない単語

が出たら手帳に記入し、毎晩辞書で調べ

て学習しました。朝と晩はテレビで「は

なまるマーケット」、「セーラー服と機関銃」

など日本のテレビ番組やドラマを見て新

しい言葉をたくさん習いました。週末は 1

週間で勉強した単語を必ず復習して、暗

記できるように練習しました。多くの日

本人の友人にも恵まれ、一緒に旅行した

り、遊んだりしていて、日本語を使える

機会が更に増えました。日本のビジネス

マナーや日本人のお客様と取引する時の

注意点などはマネージャの西山さんに詳

しく教えて頂き、当時習った秘訣は今も

役に立っています。日本語で正式なメー

ルを書く時や日本のお客様向けにプレゼ

ン資料などを作る時、同僚と友人の中小

路さんに大変お世話になり、書き方、立

タミルナードゥ州の地方都市での
日本語教育の発展

日本語指導教師・コンサルタント
   

アショーク・シャンカル
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場、言葉のチョイスなどを指導して頂き、

自然なコミュニケーションができるよう

になりました。来日した時、ブリッジ S E

だった私が営業部に移り、ホンダ製作所、

富士通、沖電気、ソニネットワーク、ニ

コンなどの日本の有名なメーカーと取引

をし、ビジネスの面でも経験を積んでき

ました。

SSV 学校

2008 年 10 月帰国して以来、2009 年

に故郷のカルールで私立学校 SRISANKARA 

VIDYALAYA・SSV を設立して経営してき

ました。当時 156 名の生徒から小学校と

してスタートしたが、2021 年現在、高

校を持つまでになりました。地域トップ

レベルの学校になり、2200 名の生徒が

在席し、300 名のスタッフが働いていま

す。帰国してから自分の日本語能力を生

かして日本とビジネスをしたかったので

すが、なかなかチャンスがなく、悔しかっ

たです。更に偶然ですが、2016 年 1 月、

故郷カルールにある M. KUMARASAMY 

COLLEGE OF ENGINEERING 工科大学の生

徒に日本語を教える事になりました。SRI 

SANKARA JAPANESE LANGUAGE TRAINING 

AND CONSULTANCY・SSJLTC を設立して

29 名の生徒に 10 ヶ月日本語を教えまし

た。

2016 年 10 月には 8 年ぶりに家族で日

本旅行ができ、大変嬉しかったです。そ

の時は静岡大学を訪問し、日本語を勉強

すると ABP プログラムで静岡大学に進学

できる事が分かりました。2016 年 11 月

から弊校の高校生にも日本語を教え始め

て、16 名の生徒が集まりました。高校生

と共に将来の日本語の教師を育成する目

的で、ヒンディー語の先生のジェヤンティ

さんも日本語の授業に参加するようにし

ました。高校で日本語を教えることを発

表したところ、校長先生始め、教員、生

徒の両親は余り興味がなくて非常に苦労

しました。

2016 年 12 月の日本語能力 5 級試験に

は大学生 29 名が受験をし、8 名が合格し

ました。それらの学生は日本語能力が認め

られ、インドの大手 I T 会社タタ・コンサ

ルタンシー・サービシス TCS に採用され

ました。日本語を勉強することによって

就職ができるので、翌年の 2017 年は 66

名の大学生が日本語の授業に申し込みま

した。私が趣味として始めた日本語教育

は本格的な事業になり始めました。2017

年 7 月、TCS 社に採用された学生のうち、
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トップの二人、マニくんとジョンくんを

私と一緒に日本語を教えるように招待し

ました。二人とも喜んで参加をしてくれ、

毎日朝 9 時半から夕方 4 時まで上級の日

本語を勉強し、4 時半から 6 時まで大学で

日本語を教えるようになりました。大学

の授業が終わってからは、私と一緒に上

級の会話や不明点を相談し、徐々に日本

語力をアップしてきました。二人は朝か

ら晩まで日本語だけでコミュニケーショ

ンし、日本語は流暢になりつつありまし

た。それに加えて、日本語を教える方法

を工夫し、ロールプレイ、クイズ、グルー

プ活動、会話の練習など、日本語を楽し

く勉強するように授業計画を作成しても

らいました。

2018 年 2 月には静岡大学の ABP 説明

会に招待され、SSV 学校の校長先生と副

校長先生の 3 人で来日し、説明会に参加

し、静岡大学と ABP の大学と大学院のプ

ログラムについて詳しく理解をしました。

当年 MKCE 大学卒業生のガウリプリヤさ

んは ABP マスタープログラムへの進学が

決まりました。2018 年 8 月には、日本語

教師をしていたマニくんとジョンくんが

日本企業に採用され、来日することにな

りました。2018 年は、生徒の 3 名が来日

できるようになり、とても嬉しく思いま

した。その結果、日本語を勉強すれば日

本で就職か留学ができる、とのことは故

郷のカルールでよく知られるようになり

ました。そしてマニくん、ジョンくんの

後任として、2018 年の卒業生の 5 名が、

日本語教師として当校に入りました。日

本語を教えながら日本語能力が上がれば、

日本で就職できると言う前提です。大学

では 2017 年に 66 名だった日本語学習者

数は、2018 年には 177 名になり、高校で

も中学生 15 名が日本語の勉強を始めまし

たので、2 年間で約 300 名が日本語を勉

強することになり、日本語教育は有名に

なりました。2018 年、生徒が入社した日

本企業から、日本語ができる新卒エンジ

ニアを採用したいので、育成をしてほし

いという依頼を受けました。毎年約 100

名を採用したいとのことだったので、近

所の大学にアプローチをしました。日本

では、日本語ができるインド人エンジニ

アのニーズが高いので、日本語を勉強す

れば、日本で働く機会があると発表をし、

日本語学習者を募集しました。その結果、

コインバトールにある Kumaraguru College 

of Technology・KCT が興味を示したので、

日本語教師を KCT に派遣することになり、

2018 年 10 月から授業をスタートしまし

た。KCT でも約 30 名が日本語の勉強を始

め、カルールの隣の町でも日本語教育を

展開しました。SSJLTC で日本語を勉強す

れば、自然な日本語が話せるようになる

と共に、日本での就職又は留学ができる

ように指導されると言うことがよく知ら

れ、生徒がますます日本語に興味を持ち

ました。

2019 年には大学生、高校生、中学生、
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大学卒業生合わせて 500 名以上が日本語

を勉強することになり、カルール周辺で

は日本語学習者が増加しました。それに

加え、2019 年の 1 月から地元の芸術大学

卒業生 8 名を選んで日本語を教えて、日

本語教師の育成を始めました。コインバ

トールにある SRI ESHWAR COLLEGE OF 

ENGINEERING でも日本語授業を開始する

ことになりました。この地域で発展して

いる日本語教育を国際交流基金の有末先

生に説明し、日本語能力試験・JLPT を実

施したいと意思表明をしました。実施は

個人ではなく教師会の方が良いと指導さ

れ、2019 年 3 月には、この地域の日本

語教師を集め、南タミルナードゥ日本語

教師会（JAPANESE LANGUAGE TEACHERS 

ASSOCIATION・JALTRA）を設立しました。

Vimala Solomon 先生は副会長を、Kumar 

Palanisamy 先生は幹事及び会計を、私は

会長を務めております。JLPT を実施する

ことで、5 月から在チェンナイ総領事館と

共に準備を始めました。

日本工業大学で弊校の生徒と大学生間の国際交流

日本工業大学の学長先生との集合写真

2019 年 6 月日本の科学技術振興機構・

JST が提供している「さくらサイエンスプ

ラン・SSP」を活用し、SSV の高校生 10

名が 1 週間、埼玉県宮代町にある日本工

業大学を訪問しました。大学の石井様と

鈴木様は出迎えから見送りまでずっと一

緒に面倒を見てくださり、大変お世話に

なりました。画像処理、バーチャルリア

リティ VR、ロボット設計、人工知能、機

械設計・製造、材料科学、ナノテクノロ

ジなど、幅広い分野での授業を受け、技

術的な知識を高めました。筑波スペース

センターを訪問し、宇宙についても学び

ました。東京都庁ビルを訪問し、東京の

煌びやかな街並みを観光しました。生徒

は全員、少し日本語が話せましたので、

インドの伝統的な歌や踊り、ヨガなどを

演出し、大学の教員やスタッフと親しく

なり、楽しみました。参加した学生には、

一生忘れられない素晴らしい経験になり

ました。このプログラムに参加したこと

により、日本へ留学したいという興味を

持つようになりました。
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2019 年 7 月 27 日、カルールで「日本

文化祭・Japan Cultural Fest」を行いました。

在チェンナイ総領事館に依頼され、日本

外務省の支援により実施することができ

ました。このプログラムはカルールの町

長、日本と取引している現地企業の経営

者、学校や大学の理事長、大学生、高校生、

会社員、経営者などを含めて 2000 名以

上の来客で大成功でした。国際交流基金

の南インドアドバイザーの有末先生がカ

ルール、イロード、マドライ、セーラム

で日本語学習者が増加していることはと

ても良いことなので、地方で日本語教育

や日本の文化の展開に当たり、全力でサ

ポートするとおっしゃいました。折り紙、

水引、粘土の手作り、着物コーナーなど

の作品が展示され、専門家による作り方

のセッションもあり、参加した学生は日

本の文化を味わい、楽しみました。カルー

ルや近所の方にとっては、この日本文化

祭は初めての経験で、これにより、日本

の文化や日本語についての意識が高まり

ました。

カルールで「日本文化祭・Japan Cultural Fest」出

展者と日本語学校の教師、生徒の集合写真

2019 年 12 月には、日本語教師会・

JALTRA 主催により、セーラムで日本語

能力試験を実施しました。856 人が受験

し、スムーズに行われました。インドの

中では8番目のJLPT受験センターとなり、

受験生の好評を得ました。セーラムより

もカルールの受験生や試験監督の数が多

かったのと、位置的にも便利だったので

2020 年から日本語能力試験はカルールで

実施することになりました。

当校の生徒を採用した日本企業数社は、

彼らの日本語力、姿勢などを高く評価し、

日本で働くインド人エンジニアを多く育

成するようにと発注されました。エンジ

ニア資格、日本語能力 3 級、そして技術

力を持っている人材が求められました。機

械、電気、電子、制御などの分野の新卒

エンジニアも採用可能になりました。機

械設計、システム開発での経験を 2 年以

上持っている中途のエンジニアは人気が

高く、積極的な採用が進みました。弊社

紹介により、2020 年 3 月までには 85 名

のエンジニアが来日し、札幌から九州ま

で様々な場所にあるトップクラスの企業

で勤めています。お客様からの評判も高

く、人材育成事業は順調に進んでいまし

たが、新型コロナ感染拡大によって 4 月

以降は採用も中止になり、非常に困難な

状況になってしまいました。在留資格が

降りたので、4 月、5 月入社予定のエンジ

ニア 25 名はインドの仕事も退職し、渡航

できる日を待つことになりました。しか

寄稿



131

し、日本とインド両国共に、コロナの感

染が収まりそうになかったので、7 月時点

で内定が取り消しになり、大変なことに

なりました。インドに残っていたエンジ

ニアを救うため、日本のお客様からシス

テム開発のプロジェクトを受け、新たな

事業を立ち上げました。将来の計画とし

ては、大学卒業後、弊社のシステム開発

プロジェクトに取り組み、開発経験と技

術的な知識を獲得すると共に、日本語オ

ンリーの職場で作業することにより、日

本企業で働くためのスキルを身に付ける

ことです。このモデルは魅力的な事業の

ため、数社がプロジェクトを発注し、エ

ンジニアの育成を求めました。

2020 年 5 月、SSV 校のシュウェタさん

の東大への進学が決まり、インドの Cen-

tral Board of Secondary Education の 共 通

卒業試験を受ける諸高校の中から最初に

東京大学に留学する高校生となりました。

シュウェタさんの功績はインドのメディ

ア・新聞、雑誌やテレビに記事として取

り上げられました。同じ地域で日本語勉

強を始める中学生と高校生がさらに増え

ましたが、コロナ感染拡大により、日本

語の授業は全てオンラインで行うことに

なり、さらに可能性が広がりました。教

室での授業の時は欠席が多く、遅刻して

いた生徒も、オンラインは便利だと、熱

心に出席するようになりました。学校の

授業の上に、日本語も勉強をしたことに

より、長時間画面を見たため、目の疲れ

や様々な課題が出ました。それらの課題

を解決し、さらにオンラインでも面白く

教えることにより、生徒が楽しく勉強で

きる授業を計画しました。

2020 年 12 月 6 日、カルールで日本語

能力試験を実施しました。コロナ禍の中、

インドでは唯一カルールだけが JLPT を実

施しました。そのため、インド全国で日

本語学習や国際交流基金においてカルー

ルと JALTRA が有名になりました。コロ

ナ禍での実施では感染対策に力を入れた

ため、国際交流基金の本部から高い評価

を得ることができました。12 月の下旬に

は、生徒 2 名が日本企業入社のため、来

日できましたが、それ以来また渡航が禁

止されています。今現在、厳しい状況の中、

日本語教育と日本企業向けの人材育成を

進めています。2021 年 4 月、当校のマ

ノージュ君が北海道大学のインテグレー

テッド・サイエンス・プログラム・ISP に

選定され、進学が決まりました。2 年連続

で SSV の高校生が日本に留学できるよう

になったのは言及する価値があると思い

ます。これからも多くの中学生、高校生、

大学生や会社員に日本語を教え、優秀な

人材を育成し、日本の人材不足問題を解

決することに一所懸命に努力します。そ

れに加え、私のミッションでもある「技

術と人材で日本とインドの橋渡し」を実

践できると確信しています。
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は　じ　め　に

昨年（2020 年）インド政府（人材開

発省）は、34 年ぶりの教育改革と言わ

れる「国家教育政策 2020」を制定した。

英語版が 65 ページ、ヒンディー語版が

107 ページからなる冊子としてネット

上で公開されていて、教育界をはじめ、

各界で高い関心を集めている。主要な改

革点は、次の通りである。

（１）これまでの「10（6 歳～ 16 歳）

＋ 2（16 歳～ 18 歳）」という学校教育

の制度が幼児教育とも一体化させた「５

＋３＋３＋４」という新制度に再編成す

ること。つまり、基礎教育 (Foundational)

の５年（これを３年の幼児教育と小学

校１～２年級の２つに分ける）＋予備

教育 (Preparatory) の小学校３～５年級

＋中学校教育（Middle）の６～８年級

＋高等学校教育（Secondary）の９年級

～ 12 年級という制度である。（２）１

～ 5 年級の授業を母語 / 地域語で行う。

さらに可能なら８年級までさらにその

後も続けるのが望ましい。（３）サンス

クリット語教育を重視する。（４）暗記

中心主義を理解力と思考力の養成重視

に改める。（５）デジタル教育を重視す

る。（６）職業教育科目や学際的科目も

学べる柔軟性のあるカリキュラムを作

る。（７）９年級からセメスター制を採

用する。（８）カレッジ以降の高等教育

では、事情があって中退をしても、復学

後にそれまでとった単位が有効とされる

よ う に Academic Bank of Credit ( 単 位

預託制度 ) を導入する。専攻科目を変更

したり、他の大学に転学する際にも利用

できる。（８）私立学校の授業料を政府

が決める。（９）GDP の 1.6% しか教育

費に使われていない予算を将来は６% に

まで高める。（10）人材開発省（Ministry 

of Human Resource）という名称を以前

の教育省（Ministry of Education）に改

める、等々。

　全体として、かなり意欲的であり、こ

れらの中には、日本の教育改革と共通す

るものもあって参考になるが、ここでは、

インドの新教育政策 2020
―特にその言語教育を巡って―

大阪外国語大学名誉教授・本会会長
   

溝上 富夫
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多民族・多言語国家インドならではの言

語教育について論じる。
英領時代の言語政策

　その前に、英領時代の言語政策として、

インド諸語を重視した政策と英語教育の

導入という相反する２つの重要なできご

とについて簡単に述べる。特に、後者は、

独立後も現代に至るまで、教育現場のみ

ならず、ほとんどあらゆる場面でインド

社会に大きな影響を与えている。

　18 世紀末から 19 世紀初頭にかけて

起こった、いわゆる近代インドのルネサ

ンス（ベンガル地方が中心だったので、

ベンガルルネサンスともいわれる）の最

初の外部的要因の一つは、イギリス人な

らびにヨーロッパ人東洋学者の手による

サンスクリット文典研究の興隆だといわ

れる。特に有名なのは、ベンガル・アジ

ア協会を創立し、「シャクンタラー」や「マ

ヌ法典」を英語に訳した、裁判官であり

言語学者でもあったサー・ウィリアムズ・

ジョーンズである。また、彼が 1786 年

にベンガル・アジア協会で行った演説の

中で、「サンスクリット語は古典ギリシャ

語よりも完璧であり、ラテン語よりも豊

富であり、しかも両言語とは、語根や文

法形態が偶然とは思えないほど、よく類

似している」と語った部分が、のちに、

ドイツで印欧語比較言語学という新しい

学問分野の誕生と発展に繋がったことも

よく知られている。英・独・仏を中心と

する西洋の学者たちの研究成果がインド

に輸入されて、インド人学者が自国の文
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明を学んだことで、インド人の民族的覚

醒を促したのである。

　それとほぼ同時期に、イギリスの東イ

ンド会社に派遣された若いイギリス人

書紀に実用的な語学教育を施すために、

1800 年に、ベンガル総督のウェルズ

リーがカルカッタに設立したフォート・

ウィリアムズ・カレッジの役割も重要で

ある。そこで教えられていた言語は、ヒ

ンドゥスターニー語・ベンガル語・アラ

ビア語・ペルシャ語で、話すことを重視

して、これらの言語で公開討論会も行わ

れて評価の対象とされたという。ヒン

ドゥスターニー語というのは、一般には、

現在のヒンディー語やウルドゥー語の共

通基盤となる平易な口語体をさす。イン

ド人が命名したものではなく、イギリス

人が命名したもので、英領時代には、ヒ

ンディー語やウルドゥー語という名称

（もちろん存在していたが）よりも盛ん

に用いられていた。日本でも、1908 年

創立の東京外国語学校（現東京外国語大

学）や 1921 年創立の大阪外国語学校（現

大阪大学外国語学部）という官立の両外

国語学校時代は、第二次世界大戦の終戦

までこの「ヒンドゥスターニー語」が教

えられていた。文字はアラビア文字を

使っていた。つまり、現在のヒンディー

語よりは、ウルドゥー語により近かった

ということができる。口語体レベルでは、

両言語間になんの違いもないものの、高

級語彙や文字の違いから、英領インドで

は、ヒンディー語＝ヒンドゥー教徒、ウ

ルドゥー語＝イスラム教徒という、必ず

しも正しくない概念あるいは偏見によっ

て政治問題化することがあった。スバー

シュチャンドラ・ボース率いるインド

国民軍の共通語もこのヒンドゥスター

ニー語であった。フォート・ウィリアム

ズ・カレッジのヒンドゥスターニー語の

英人教員の中で、特に大きな業績を残し

たのは、ジョン・ボルトウィック・ギ

ルクリスと言う人で、A Grammar of the 

Hindoostaanee Language (1976)を始め、

多くの語学書や辞書を出版したという。

　独立後の両教徒間の対立を恐れたマ

ハートマ・ガンディーは、両教徒にとっ

て中立的なこのヒンドゥスターニー語を

将来の統一インドの公用語とすべく、そ

の普及に努めた。文字は、アラビア文字

と、ヒンディー語表記に使うデーヴァ

ナーガリー文字の両方の使用を認めた。

しかし、ガンディーの思惑と異なって、

インドとパキスタンが分離独立し、パキ

スタンがウルドゥー語を国語に採用し、

インドがヒンディー語を公用語（国語で

はない）と決定したため、ヒンドゥスター

ニー語という名称は事実上死語となっ

た。（わずかに、ガンディーの思想を引

き継いだ「ヒンドゥスターニー語普及協

会」という団体がムンバイで活動を行っ

てはいるが、実際は、ヒンディー語の普

及を行っている）我が国でも、戦後は上

記の両外国語大学でも数年を経て、ヒン
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ディー語専攻とウルドゥー語専攻に分か

れて募集している。

　なお、フォート・ウィリアム・カレッ

ジでベンガル語が教えられたわけは、

言うまでもなく、イギリス東インド会社

の拠点でもあり、その後英領インドの首

都（1912 年まで）であったカルカッタ

を擁するベンガル地方の言語であるから

である。アラビア語・ペルシャ語はその

文化的重要性から教えられたものと思わ

れる。フォート・ウィリアム・カレッジ

はイギリスの若い官吏用の語学学校だっ

たとはいえ、インド人学者によって、ヒ

ンディー語学や文学の研究がなされたこ

とが、今日のヒンディー語研究の基礎

となっており、当時カルカッタはヒン

ディー語地域ではなかったにも関わら

ず、ヒンディー語研究の中心地であった

のである。

　プロテスタント伝道団の布教活動によ

り、東インド会社は土着原住民の言語や

習俗の習得を奨励したことも注目に値す

る。新約聖書の翻訳がベンガル語だけで

なく、他の地方語や原住民の言語にもな

されたことが、インド諸語の散文の発達

に寄与した一面もあった。

 また、インドの高級文官でもあり、言

語学者でもあったジョージ・アブラハム・

グリアソンが英領インド全土の役人を動

員して 11 巻 19 冊にまとめ上げた「イ

ンド言語調査」（Linguistic Survey of In-

dia）もイギリス人によるインド言語の研

究として画期的な偉業であった。

　しかしながら、1828 年に総督ウィリ

アム・ベンティングが着任した頃、英領

インド政庁から支出されている教育予算

は土着教育のために用いられるべきか、

それとも西欧教育に用いられるべきかを

巡って、論争が起こった。1833 年に、

インド人が高級文官任用への道が開かれ

ると、西欧教育への要求が高まり、ベン

ティングの法律顧問として赴任したマ

コーレーが英語教育を力説した、有名な

次の言葉により、教育に支出される予算

はすべて英語教育のみに用いられること

となリ、上の論争に決着がついた。その

言葉とは、「我々が最善を尽くすべきこ

とは、我々と我々が統治する数百万人の

間の通訳たるべき階層、すなわち、血と

皮膚の色はインド人であるが、趣味や思

想、道徳そして知性において英国人であ

る階層を作ることである」というもので

ある。これ以後、インドでは急速に英語

教育が普及し、今日でも、知識人にとっ

ては必須の言葉となっている。「心は英

国人、体はインド人」という人間は、確

かにかつては多数存在したが、今では、

「身も心もインド人だが、表現だけがイ

ンド風英語で」という人間が一番多いと

思われる。
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独立後の言語事情と 3言語方式

　インドの独立は 1947 年だが、連邦制

が発足して憲法が公布されたのは、2 年

後の 1949 年 11 月であり、施行された

のが翌 1950 年 1 月 26 日だった。この

憲法は世界一長く、日本なら法律の施行

細目に当たるような細かいことまで規定

されている。いろんな論争の末、独立後

のインド連邦の公用語は憲法の第 343

条第 1 項で「デーヴァナーガリー文字

によるヒンディー語」と規定された。正

式の数字を「インド数字の国際的形態」

つまり、アラビア数字または算用数字と

した。そして、英語を「準公用語」とし

た。そして、1965 年にはヒンディー語

を唯一の公用語とする、ということが決

められていた。ところが、1965 年が近

づくにつれ、ヒンディー語を強制される

ことを恐れたタミル・ナードゥ州の住民

の間で激しい反ヒンディー語運動が起

こった。この州はタミル語を話す住民が

大多数を占める人たちで、インド・アー

リア語族の古典語サンスクリットより古

い文学をもつとされるタミル語と文化に

強い誇りを持つ人達である。ヒンディー

語をサンスクリットの末裔であり、北イ

ンド文化の代表とみなすタミル民族は、

伝統的に反北インド・反サンスクリット

の気運があり、マドラス州と呼ばれてい

た英領時代にも、1937 年から 1940 年

にかけて反ヒンディー語運動が起こって

いる。ネルー初代首相は 1963 年に「公

用語法」を制定して、1965 年以降も英

語を公用語として認める決定をした。し

かし、それでも抗議運動は沈静化せず、

1965 年 1 月 26 日の共和国記念日が訪

れる前日には、抗議運動が最高潮に達し、

各地で暴動が起こり、70 名もの死者が

出たと言われる。ネルー政権を引き継い

だシャーストリー首相は 1967 年に、非

ヒンディー語地域の州が望めば、英語の

公用語としての使用を無期限に認めると

いう「改定公用語法」を定め、連邦政府

がヒンディー語を州政府に対して強制す

れば、州政府はそれを拒否する事ができ

るとまで妥協した。こうしてようやくタ

ミル・ナードゥ州での反ヒンディー運動

は一応の解決をみたが、一方憲法上の有

利な立場を失った北インドのヒンディー

支持者の失望感は深く、反動として北イ

ンド各地で反英語運動が起こった。しか

し、店の看板を英語からヒンディー語に

強制的に書き換えさせるという程度のも

ので、暴動というほどの過激な事態には

行かず、また長期化はしなかった。反英

語運動といっても、本当にどこまで本心

からやっていたかは疑わしい。南インド

の学生たちが、公務員試験にヒンディー

語を必須にされては不利になると危惧し

たように、北インドの学生たちが英語を

課せられては不利になると危惧したとい

う側面もあった。しかし、英語教育から
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は利益も享受しているので、タミル・ナー

ドゥ州の反ヒンディー語運動ほどには盛

り上がらなかったのは当然である。

　ところで、ヒンディー語をインドの国

語（National Language）と呼ぶ人が多

いが、民族語という意味では正しいが、

「国語」というのは、隣国のパキスタン（ウ

ルドゥー語）やバングラデシュ（ベンガ

ル語）と異なり、憲法上は存在しない。

ただし、「連邦の唯一の公用語」である

から、それを拡大解釈して、事実上の国

語と称することは必ずしも不当とも思わ

れない。しかし、憲法上の地位は、ヒン

ディ－語の方が英語より上位だが、現実

には、英語が圧倒的に幅を効かせている

ことは言うまでもない。司法の場では、

高等裁判所や最高裁判所の審理は英語を

使用する（高裁では、そのヒンディー語

や州の公用語の翻訳を法廷に提出するの

は認められているが）というふうに、憲

法でも、英語の優位がはっきりと明記さ

れている。

　22 の編と 395 の条項以外に、12 の

附則（schedules）というのが設けられ

ているのもインド憲法の特徴であり、そ

の第 8 附則に於いて「ヒンディー語と

英語をより豊かにするために必要な言

語」として当初は、次の 14 の言語が指

定された。

　アッサーム語・ベンガル語・グジャラー

ティー語・ヒンディー語・カンナダ語・

カシュミール語・マラーヤム語・マラー

ティー語・オリヤー語（現在はオディヤー

語と改名）・パンジャービー語・サンス

クリット語・タミル語・テルグー語・ウ

ルドゥー語（ローマナイズした頭文字の

ABC 順）

　当時の紙幣の裏側の左には、これらの

言語が（表面に大きく印刷されたヒン

ディー語を除く）この順にそれぞれの言

語の文字でかなり大きく印刷されていた

（右側には英語で）。その後 1967 年にシ

ンディー語を、1992 年にコンカニー語・

マニプル語（メイテイ語）・ネパール語

の 3 言語を追加し、さらに 2003 年に

ボド語・ドーグリー語・マイティリー

語・サンターリー語の 4 言語を追加し

て、現在 22 言語が第８附則で指定され

た言語である（ただし、紙幣にその文字

が掲載されているのは、追加された８言

語のうち、ネパール語とコンカニー語の

みである。シンディー語のように自らの

コミュニティーの中でさえ、アラビア文

字をもとに作られたシンディー文字を使

用するかヒンディーと同じデーヴァナー

ガリー文字を使用するかの決着がついて

いないという理由があるが、他の言語に

ついては、独自の文字を持っていながら

紙幣に出ていない言語もあるので、その

基準は分からない。ついでに、昔の紙幣

には大きな文字で印刷されていたが、最

近の紙幣は、裏面の左側に、かろうじて

読める程度の小さな文字で印刷されてい

るだけである。その理由もよくわからな
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い。余りにも多くの言語で国が分裂して

いるかのような印象を少しでも薄めよう

という政治的配慮か、単なるデザインの

問題かもしれない）。シンディー語とサ

ンスクリット語以外は、使用地域を地図

で示すことができる。大部分は州の公用

語または準公用語に指定されているが、

カシュミール語はカシュミール州の公用

語ではなく、州の公用語はウルドゥー

となっている。この 第８附則言語には、

更に、38 言語の追加が検討されている

という。この中には、ヒンディー語の方

言あるいは方言の中の方言とみなされて

いるものだけで７つもある。不必要に言

語の統一を妨げるものと反対意見も強

い。今頃、英語の名前があがっているの

も、その意図が分からない。英語が母語

だと主張するアングロ・インディアンの

コミュニティーの主張によるものかもし

れない。あるいは、東北インドでは、マ

ニプル州のように英語を公用語としてい

る州があるので、そういう州は憲法上で

の明記も求めているのだろうか。しかし、

英語ははっきりと「准公用語」と明記さ

れているので、それで十分だと思うのだ

が。

本来、第 8 附則の言語は、ヒンディー

語や英語のような公用語が他のインド諸

語の語彙や表現力を採用して豊かな言語

になるようにという目的で定められたも

のであるが、実際は各言語ならびにその

使用者の権威付けに使われているように

思われる。「憲法で指定された言語」と

いうのは、「公用語」として政府から正

式のお墨付きをもらったことを意味す

る。さらに、公務員試験をこれらの言語

で受けることができるという実益もあ

る。インドの州の編成はもともと 1956

年に、「言語州」の制度ができて以来、

ほぼ、地域の有力な言語の分布を基準に

なされている。その時点で、14 州と６

連邦直轄地に分けられていたが、その後

大きな州を分割するというふうに再編成

を重ね続けて、現在では、28 州８連邦

直轄地にもなっている。第８附則の指定

言語が増えつづける理由の背景には、州

が増え続けてきた事情と一体である。い

ずれも、言語学者の意向よりも地域主義

と自らの政治的基盤を強くしようとする

政治家の意向に左右されるので、インド

が民主主義制度を取り続ける限り、ポ

ピュリズム政治が横行する限り、今後も

州と第８附則に指定の言語数が増えてい

くことを阻止することはできないだろ

う。（なお、本題と直接関係ないことだ

が、インドの州の数 28 というのは EU

加盟国の数 27 とほぼ同じであり、EU

の面積とインドの面積もほぼ同じ、公用

語の数もほぼ同じという点は、興味ある

ことである。EU をインドのような一つ

の国と見立てた場合、公用語の数もほぼ

同じとなる。ただそれでも、人口だけは、

依然としてインドが EU の 2.5 倍と圧倒

的にまさる。EU で最大のドイツ語人口
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もインドへもってくれば、3 位のマラー

ティー語とほぼ同じである。）

　さらに、インド国立アカデミーで認め

られた公用語というのがあって、これも

別の意味で権威あるものと認められてい

る。というのは、「全てのインド諸語の

文学活動を推進しレベルを高めること」

というのがこのアカデミー創立の目的で

あるからだ。「全ての」といっても何百

とあるインドの言語を全て扱うわけには

いかないし、文字をもたない言語の方が

多いからである。それらの言語で書かれ

た小説や詩が優秀と認められれば、毎年

政府から受賞の対象となる。選ばれた言

語は、第 8 附則に指定された 22 の言語

に、英語とラージャスターニー語を加え

た合計 24 言語である。むしろ、順序か

ら言うと、まずこの文学アカデミーに認

められることによって、第 8 附則に加

える「正当性」を主張してきたきらいが

ある。

　最後に、学校教育における言語政策で

最も重要な役割を果たしている「3 言語

方 式（Three-language Formula）」 に つ

いて述べる。これは 1968 年に、国家教

育委員会（別名は委員長の名前をとって、

コーターリー委員会とも呼ばれる）に

よって発案・採用されたもので、初等教

育と中等教育ではすべての生徒は 3 つ

の言語を学ぶべしとされた。すなわち、

①第一言語は、母語または地域語

②第二言語は、ヒンディー語を公用語と

する州では、他の現代インド諸語または

英語。非ヒンディー語地域では、ヒンデ

ィー語または英語。

③第三言語は、ヒンディー語地域では、

第二言語で学ばなかった英語または現代

インド諸語。非ヒンディー語地域でも、

第二言語で学ばなかった英語または現代

インド諸語。

　しかしながら、全体としては、英語と

ヒンディー語が重視されているものの、

例外があって、この政策通りに実施され

ているとは言い難い。「他のインド諸語」

といった場合、中・北部のヒンディー語

諸州では、それとは系統の違う南インド

諸語を学ぶことを期待したものである。

これには、上で述べた 1965 年の南イン

ドにおける反ヒンディー語運動の影響も

あると思われる。しかし、実際問題とし

て、北インドの小中学校でタミル語を教

えようにも簡単にタミル語の教師が見つ

からわけでもなく、仮にタミル語を学ん

でもその「実用性」はない。言葉は実用

性だけで学ぶべきものではない。インド

の統一性・一体感を獲得するには、南イ

ンドの言葉の一つぐらいは学ぶ必要があ

るとといたところで、一般の生徒にはピ

ンと来ないだろう。かくして、ヒンディー

語圏の生徒には、親しみのあるサンスク

リットを学ぶほうがはるかに容易で実益

があるというわけで、第三言語にサンス

クリットを選んだのだ。厳密には「現代

インド諸語」という規定に反するし、こ
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の 3 言語方式をいわば「骨抜き」にし

てしまったわけだ。南インドの人々にヒ

ンディー語を強制する「仁義」もなくし

てしまったと言ってよい。当然のことな

がら、タミル・ナードゥ州では、どこの

学校でもヒンディー語が教えられていな

い。他に東北インドの小さなトリプラ州

があるが、その理由は不明である。

「インド憲法の第８附則」の写本。ラー

ジェンドラ・プラサード初代大統領と

ジャワハラール・ネルー初代首相の署名

がある。（2017 年 11 月、グジャラート

大学中央図書館にて。筆者写す）

言語と教育格差

　ようやく本題に入ることにする。「国

家教育政策 2020」でも、この「3 言語

方式」は踏襲され、より明確に母語や地

域語が重視されている。英語版の11ペー

ジ（ヒンディー語版では 18 ページ）の

第 I 部「学校教育」第４章の 4.11 に「よ

く知られているように、小さな子どもた

ちが意味のある概念をより早く学び、理

解することができるのは、自分の家庭で

使う言葉 / 母語を通じてであり、通常は

母語であり、地域のコミュニティーに

よって話される言語である。もっとも、

多言語が話される家庭にあっては、他の

家族の一員の話す家庭言語が、母語や地

域語と異なるという事例も時としてあり

得る。可能ならば、少なくとも 5 年級

まで、しかしより望ましいのは、8 年級

さらにその後も、家庭で使用する言語 /

地元の言語 / 地域言語で教えられること

である。その後も、家庭 / 地元の言語を

可能な限り、言語として継続的に教える

べきである。公立・私立の学校はどちら

もこれを守らねばならない。理数科を含

めたすべての科目において、より高度で

質の高い教科書を家庭で話す諸言語や母

語で入手できるようにするべきだ。また、

子どもたちの話す言葉と授業で使う言語

間にもし不一致があれば、それをなくす

ことを決めるために、すみやかにあらゆ

る努力がなされるものとする。家庭で話
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す言葉や母語で書かれた教材が手に入ら

ないような場合、教師と生徒間の会話の

言葉も可能な限り、家庭で話す言葉とす

べきである。生徒が家庭で話す言葉 / 母

語が授業を受ける言葉と異なる場合、教

師は２言語教育実践の材料を含む２言語

によるアプローチを利用することが奨励

される。あらゆる言語があらゆる生徒

に、より高度な内容の教育がなされるべ

きである。ある言語を有効に学び教える

には、その言語を授業に使用する必要性

はない」

しかし、他方では、「柔軟性をもっ

て行われるべきで、どの州に対しても

いかなる言語も強要されてはならない」

（4.13）と慎重な表現が続いている。過

去の言語対立の再現を避けたいとの思い

があるのだろう。

家庭で使用する言語 / 地元の言語 /

地域言語が異なる一例として、ムンバイ

に隣接するターネ県ウルハースナガル市

に住む住民の例をあげよう。この町の大

部分の住民は、1947 年のインド・パキ

スタンの分離独立の際、パキスタン領と

なったシンド州からインドへ移住してき

たシンディー人とその子孫たちなので、

彼らの家庭言語と母語はシンディー語

で、地元の言語もシンディー語だが、地

域言語はマラーティー語である。この町

に他州からビジネスや出稼ぎ等の目的

で、例えばビハール州から移住してきた

人（少ないが）にとっては、家庭の言語

と母語はヒンディーの方言で、地元の言

語がシンディー語、地域言語がマラー

ティー語ということになる。シンディー

の子孫でも 3 世代もたつと、徐々にシ

ンディー語を使わなくなり、家庭でもヒ

ンディー語を話すという家族も増えてい

る。そうすると、母語イコール家庭言語

でもなくなり、言語をめぐる状況は複雑

となる。さらに、両親が異民族間結婚を

していれば「母語」だけでなく「父語」

も存在し、家庭言語が英語ということも

ある。ほぼ、単一言語国の我が国では、

家庭言語も母語も地元の言語も地域の言

語もすべて日本語である。複雑なインド

の言語事情を考慮して、このような慎重

な書きぶりになったものと思われる。

ここで注意すべき点は、これまでの

言語政策と異なって、ヒンディーを始め

とするインド・アーリヤ語族に属する諸

言語の名前は、サンスクリット語・オディ

ヤー語・パーリ語・プラークリット語以

外に一切述べられていないということで

ある。サンスクリットの重要性は、4.17

で強調されており、この難解な言葉を楽

しく学ぶために、「簡易標準サンスクリッ

ト（SSS）」を教えることを提唱してい

るが、具体的なイメージが沸かない。文

法を変えてまで教えるとしたら邪道であ

る。次の 4.18 において、サンスクリッ

ト以外に「極めて豊かな文学を持つ古典

タミル語・テルグ語・カンナダ語・マラー

ヤーラム語・オディヤー語以外に、パー
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リ語・ペルシャ語・プラークリット語を

未来の世代の幸福と繁栄のために保存す

べきである」と書いてあるが、何故ヒン

ディー語を始めとするインド・アーリヤ

語族に属する有力な言語名の名前がな

く、ドラヴィダ語族に属する主要 4 言

語の名前が挙がっているのか、また何故

「古典語」なのか、なぜ外国語たるペル

シャ語の名前が挙がっているのか、理解

に苦しむ。言語をめぐる過去の対立を避

けるためとしても、余りにも南インドに

対して「忖度」しているばかりか、他の

言語名の挙げ方が恣意的で、論理性を欠

いており、美辞麗句が並んでいる割には

作成者の知的レベルが疑われる項目だ。

ついでに、中級レベルで学ぶことを奨励

される外国語として、朝鮮語・日本語・

タイ語・フランス語・ドイツ語・スペイ

ン語・ポルトガル語・ロシア語（4.20）

とヘブライ語（22.6）が挙げられてい

るが、誰でも、「何故ヘブライ語があっ

て中国語がないの？」と疑問に思うだろ

う。インド人にとっては、中国語こそ英

語に次いで学ぶべき最も重要な外国語で

はないだろうか。まさか、かつての我が

国が犯した「敵性言語」政策を取ろうと

しているわけではなかろうに。

　ところで、ここで論じたいのは、イン

ド国内の教育格差についてであるが、 も

ちろん家庭の経済格差によるものだが、

言語の格差も関わっているという点であ

る。しかもインド諸語間の水平的対立で

はなく、英語とヒンディー（これから北

インドの例を挙げるので、あえてヒン

ディーという）の垂直的対立である。た

またま、「国家教育政策 2020」のテキ

ストの 4.11 で、「公立・私立の学校は

どちらも……」という表現があったが、

この公立・私立の違いは重要である。概

して前者よりも後者のほうが、レベルが

高いだけでなく施設もはるかに充実して

いて、教育環境にも恵まれている。日本

でも一流大学に入学するには、私立の 6

年制一貫校が有利といわれるが、公立で

もまけない学校はいっぱいある。基本的

には、授業は日本語で行われ、教科内容

もほぼ同じである。ところが、インドで

は、公立校ではヒンディー語で、私立校

では英語で学ぶ。英語「を」学ぶことと

｛英語「で」学ぶこととは意味合いが違う。

日本の学校での英語教育は、殆どが、「を」

教育で行われる。文科省は大学に対して

英語「で」授業を行なうことを奨励して

いるが、国際教養大学や立命館アジア

太平洋大学（APU）等の大学では、ほと

んどの授業（前者で 90％以上、後者で

80% 以上）が英語で行われている一方、

旧帝大を中心とする国立大学は意外と少

なく平均 10％ぐらいである。インドの

私立校では低学年から英語「で」、公立

校ではヒンディー語「で」学ぶ。この違

いの影響は、一生を左右するほど大きい。

単に英語「を」一科目として学ぶのと、

語学を除く全科目を英語「で」学ぶので

寄稿
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は、身につく英語力が全然違う。インド

のエリートの多くが英語を駆使して世界

の IT 業界で目覚ましい活躍をしている

のは、英米の大学で学んだ者が多いから

だけでなく、その前に、インドの小学校

からすでに英語「で」教育を受けている

からである。その小学校とは、もちろん

私立である。IT の分野だけでなく、イ

ンド国内で高収入が期待できるあらゆる

職業では、公務員も含めて英語の実践力

が求められる。高収入が得られ、社会的

地位の高いとされる職業につくには、子

供の頃から高度な英語能力をつけなけれ

ばならない、そのためには、私立の小学

校に入学することが必須である。しかし、

高い授業料を払える家庭は限られる。日

本以上に経済格差が教育格差をもたらし

ている。子供の教育のためには親は借金

してでも、私立学校に入学させようとし

て、過当競争が生まれている。なお、公

立学校といっても一様ではなく , そこに

も格差が存在する。設置者の大きさによ

り、国立・州立・県立・市立・村立とあ

り、右へ行くほどレベルが低くなると言

われている。国立は「中央学校」（Cen-

tral School, ヒンディー語では Kendriya 

Vidyalay）と呼ばれ、軍人や国家公務員

の子弟のための学校である。日本では、

公務員の子弟のための学校など考えられ

ない（公務員宿舎でさえ批判の対象にな

るぐらいだから）が、インドは国土が広

く、公務員には転勤が常態なのでこのよ

うな学校も必要とされるのである。

英語偏重主義の弊害

　私が学生の頃、ヒンディー語が英語に

代わって唯一の公用語になると定められ

た憲法が適用される 1965 年が近づいて

いた頃だったので、当時のヒンディー語

教師には、学生の学習意欲を高めるため

に「まもなくヒンディーの時代が来る」

と説く先生がおられた。一方、インド人

の英語力を世代によって分析して、「独

立以前にインドで育った人の英語は上手

だが、独立後に生まれた若い世代になる

ほど、英語が下手になりつつある。逆に、

ヒンディーは上手くなりつつある。この

まま行けば、インドは日本のような国に

なるだろう」と楽観論を説く先生もお

られた。しかし、独立 75 年目を迎えた

現在のインドの言語状況を見ると、どち

らも楽観的すぎて、現実には英語がます

ます蔓延る社会となっていることが分か

る。エリートしか用いない「外国語」だ

と思っていたら、経済が高度成長し、ミ

ドルクラスの所得が伸びるにつれ、もは

や「外国語」でない英語への憧れは止め

ることのできない潮流となっている。そ

れは、なによりも英語が就職に絶対必要

だからである。（なお、もともとインド

の大学で「外国語学部」またはそれに類

する組織では、英語は「外国語」に含ま

れない。別の理由で、第二次世界大戦中、

東京・大阪両官立外国語学校（当時の正
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式名称は外事専門学校）では、「外国語」

でないという理由で朝鮮語は教えられて

いなかった）

　自分の子供を私立学校へ入学させるこ

とのできない父兄たちは、あろうことに、

州政府（初等中等教育を担当するのは、

原則的に州政府である）に、公立校で英

語を媒体語（授業で使う言語）として、

つまり英語「で」教育してほしいと訴え

たのである。民主主義国たるインドは、

こうした多数の父兄の要望には、ある程

度応じざるを得ない。ポピュリズムは民

主主義の負の側面である。実際に、ウッ

タルプラデーシュ州 , ウッタラーカンド

州、チャッティースガル州・マドゥヤプ

ラデーシュ等では一部の公立校では、英

語媒体に切り替えられたか、切り替える

計画があるという。父兄はそれで、自分

の子供が英語をマスターして出世してく

れると喜んだかもしれないが、総括もせ

ずに、表面上の「変化」だけで満足する

のは非常に危険だ。まず、英語「で」、

ヒンディー語以外の科目を教える資格の

ある教師はそう簡単にみつかるのだろう

か。ちょっとした日常の英語ぐらい話せ

るインド人は小学校の先生もふくめて

いっぱいいる。そういう人に安易に依頼

して父兄の要望に応じたケースも多いと

聞く。そういう教師の「いい加減な」英

語で学んだ生徒たちは、英語も不完全、

不完全な英語で教えられた算数の知識も

不完全という中途半端な結果が残るだけ

で、最悪の環境ということになる。ま

た、両親が特に圧力をかけなくとも、例

えば、ムンバイにあったいくつかの民族

学校（例えば、タミル人子弟のためにタ

ミル語で教えるタミル学校、グジャラー

ティー子弟のためのグジャラーティー学

校、先ほど述べたウルハースナガル市の

シンディー学校等）は、母語への関心の

喪失のため、生徒の数が減少して行って、

やむなく英語「で」の教育に切り替える

ことで、かろうじて存続しているという

実情もある。これは、新教育政策の精神

に真っ向から反するものである。そして

何よりも、私立学校が英語「で」の教育

から、英語「を」教育に切り替えること

ができるか、本当に授業料の格差もなく

すことができれば、画期的なことである。

 ここで、いかに英語の存在が、一般の

インド人の意識あるいは無意識に深い影

響を及ぼしているかの実例を小説や映画

等から少し示そう。

　インドの外交官で現外務次官補、ヴィ

カース・スワループ元在大阪神戸総領事

は、映画「スラムドッグ＄ミリオネア」

の原作 Q & A（日本語訳は「ぼくと 1 ル

ピーの神様」）の著者でもあり、大阪赴

任の 1 年前の 2008 年に、長編推理小

説『SIX SUSPECTS』を出版された（日

本語訳は「6 人の容疑者」）。この中に、

貧しい青年が携帯電話を盗んだことに

よって、巨万の富とガールフレンドを手

にして、彼女を一流ディスコに誘い出す
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ことに成功するが、「金持ちは英語だけ

で話すから」と気張って英語で話しはじ

めたものの、後が続かず「僕はヒンディー

語で話す方が好きだ」とおどおどしてい

うシーンがあるが、英語に対するヒン

ディー語の地位を雄弁に物語っている。

また、ボリウッド映画に Hindi Medium

という、インドのお受験風景を 面白お

かしく描いた評判の映画があるが、映画

とはいえ、我が子をどんな犠牲を払って

でも私立学校（当然英語「で」教育する

学校）に入学させようとするも上手く行

かない両親のせつない実態が実にリアル

に描かれている。妻が夫に訴える次のセ

リフは、決してフィクションとは思われ

ない現実味を帯びている。「（娘が）公立

学校に行ったら、何も学べないわ。誰か

に英語で話しかけられたら、萎縮してし

まって、適応できなくなるわ。社会で孤

独になり、うつ病になるわ」「この国では、

英語は単なる言葉ではなく、階級なのよ、

階級！この階級に入り込むには、良い学

校に入れる以外に、何の方法もないわ。

私達が（公立学校で）してきた我慢をあ

の娘にさせたくないわ！」実際、その上

流階級になるために、この夫婦は高級住

宅街に引っ越す。そこでの社交界では、

趣味までもが上品であることが求められ

る。

　当然、インド国内での主要な学会・研

究会などの討論は、英語で行われる事が

多い。それは当然のことと認識されてお

り、特に異義を唱える人は少ない。

　私は 2020 年 12 月 15 日に、プネー

市にある MIT World Peace University で

開催された National Teachers’ Congress

の開会式にゲストとしてオンライン出

席した際、挨拶の中で次のようにヒン

ディー語で述べた。この教員会議のテー

マはまさに、「新教育政策」をめぐるも

のだった。

「ここで、私が皆さん方に根本的な疑

問を投げかける不遜をお許しください。

皆さん方は、この会で “ 当然のごとく ”

英語で話されていますが、私の根本的な

疑問は、何故そうなのかと言うことで

す。インドの教育に関して、英語で論じ

ることを “ 当然のことと “ 考える一握り

のエリートの人々が、この会の媒体言語

がヒンディー語やマラーティー語ででも

可能だったと一度も考えなかったのは何

故ですか。皆さん方の 90％以上の人た

ちは、マハートマ・ガンディー翁の崇拝

者であり、ガンディー主義の信奉者で

あられるでしょう。だとすると、ガン

ディー翁の次の言葉をどうして忘れられ

たのですか。” もし、私の手に独裁者の

権力があれば、外国語を介して与えられ

る教育をやめさせるか、あらゆる教師や

教授たちにこの言語を直ちに変えさせる

か、あるいは彼らを解雇するだろう “ と。

もし、みなさん方が本当に、「国家教育

政策 2020」の 4 章の 15 項に述べられ

ていることー ” インドの諸言語は、世界
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で最も豊かで、科学的で、美しく、かつ

最も表現力に富んだ言語のひとつであり

………” を信じて、インドの諸言語の優

越性を誇りに思われるのなら、何故、英

語を使う必要性があるのでしょう。言行

不一致ではないでしょうか。私の考えで

は、この最大の原因は、インド人の無意

識に深く根ざした ”Angrezjyat“（英国ま

たは英語崇拝主義）です。”Angrezi ”（英

語）と ”Angrezjyat“（英語崇拝主義）を

区別する必要があります。英語は誰もが

学ばなければならない重要な国際語です

が、”Angrezjyat” は、英国または英語の

栄光と権威を最高とみなし、その言語と

文化に服従するという忌むべき心的傾向

をいいます。独立後 73 年にもなるにも

関わらず、大部分のインド人はこの英語

崇拝主義の犠牲者となっています。しか

もそれは、イギリス人がもたらしたもの

というより、インド人自身が背負い込ん

だものと思います…………」

この厳しい指摘を聞かれた、主催者

MIT 総長のヴィシュヴァナート・カラー

ド氏からは、ヒンディー語で賛辞を賜っ

たが、もちろん大会は英語で続けられた。

私はいくつかの部会にも出席して熱心な

討論を聞いたが、中でも「母語による教

育」部会のなかで、ある地元プネーの人

と思われる参加者が、「いよいよ母語で

教育しなければならないそうで、緊張し

ますね」と述べていたことが印象に残っ

た。発言を求められた私は、「毎日家で

話しておられるマラーティー語で授業す

ることが、英語で行うよりも緊張すると

は、私にとっては真逆で、ちょっと理解

不可能です。母語で行うほうがずっと容

易なはずで、子供にとっても容易に科目

の理解ができるはずです」と答えた。初

等教育で英語を強要することは、子供に

とって大きな負担で、英語の苦手な子供

の IQ が低いということはない。全体の

成績は優秀なのに、英語の成績だけで落

第させられて自殺をしたという中等教育

の生徒の悲劇もしばしば報じられる。

さて、これほど重視され、崇拝さえ

される英語を実際にどれほどのインド人

が使いこなせているのだろうか。これ

には諸説が有り、India Human Develop-

ment Survey によると、男女差・年齢者・

学歴・カースト・居住地（都市か農村

か）によっても異なるが、総じておよそ

2 割のインド人が英語を話せるとのこと

である。しかし、ペンシルバニア大学の

スレンドラ・ガンビール名誉教授の自ら

のインドにおける調査や米国に移住した

インド人の第一世代との接触、インド人

学生への教育体験に基づくと、正確な文

法規則に従って正しい英語を操ることの

できるインド人は、人口のわずか 1 パー

セント程度と推測されている（2021 年

3 月 7 日のオンライン・セミナ―にて）。

1 パーセントといっても 1300 万人もい

るのはすごいとも言えるし、何だ、この

程度か、という評価もあろう。
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　英語重視は自国語軽視につながる。一

例として、電車やバス等の乗り物や公共

の掲示物に書かれたヒンディー語の綴り

字の間違いが目立つし、それを指摘して

訂正しようとする者も誰もいない。右の

上の写真は、デリー市内のメトロのサー

ケート駅構内で見かけた工事中を知らせ

る公示標で、「修理中につき、ご迷惑を

おかけします」と書かれているが、右下

から 2 つ目の文字は正しいヒンディー

語の文字ではない。毎日何十万人という

人がここを通行しているはずだが、だれ

も素知らぬ顔で通り過ぎて行く。もちろ

ん書いた職人の上に、教育を受けた上司

がいるはずだが、監督責任は多分問われ

ないだろう。英語なら放置するだろうか。

その下の写真は、ヒンディー映画のなか

でも見られるヒンディー文字の誤りの例

である。アーミル・カーン主演の「Chase 

3」という、シカゴを舞台とする痛快ア

クション・ドラマの中で、融資を銀行に

拒否されたため倒産したサーカス団の団

長が自殺をするが、息子が成長して、復

讐のために、その銀行に強盗に押し入っ

て大量の現金を奪うシーンがある。その

時、犯人は自分の出自がインド系である

ことを知らせるため（因みに、そのサー

カ ス 団 の 名 前 は Great Indian Circus）、

わざとヒンディー語で「銀行家ども、地

獄でくたばれ！」と書いた挑発文を現場

に残すが、そのヒンディー語に存在しな

い母音文字があるのだ。意図的に間違え

て書いたとは思えない。日常的にヒン

ディー語を使用していないので、間違

とさえ気がついてないのだろう。プロ

デューサーの責任だ。

（2014 年 12 月デリーにて筆者写す )

　最後に、著名なジャーナリストで、ア

フガン問題が専門の国際政治学者でもあ

るヴェード・プラタープ・ヴァイディク

氏の、9 月 14 日の「ヒンディー・デー」

についての論評（インターネットに投

稿）を紹介しよう。氏は、学生時代、ジャ

ワーハルラール・ネルー大学へ Ph.D 論

文をはじめてヒンディー語で書いて提出

したところ、受理されなかったことで、

大学当局に抗議したところ、退学処分を

受けた。そこで国会に直説訴えて、後に
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首相となるアタル・ビハーリー・ヴァー

ジュペイー議員等の有力政治家の賛同を

得て、大学当局の決定を撤回させ、ヒン

ディー語で書くことを認めさせたという

経歴を持つ気骨のあるジャーナリストで

ある。

　「1947 年 9 月 14 日は、制憲議会が

ヒンディー語を公用語とすると決定した

日なので、毎年 9 月 14 日はヒンディー

の日として祝われるが、皆さんはヒン

ディー語が実際にインドの公用語となっ

ているかどうか考えられたことがありま

すか。もし、ヒンディー語が公用語であっ

たならば、少なくともインドの公務はヒ

ンディー語で行われていただろう。しか

し、今日では、公務はおろか家事すらも

ヒンディー語で行われていない。英国の

支配下にあったときは、それでもヒン

ディー語の地位は高かった。しかし、今

日のヒンディー語の権利といえば、不可

触民やダリト程度である。国会のどんな

法律もヒンディー語で制定されないし、

最高裁判所のどんな判決や討論もヒン

ディー語で行われない。政府の公務は英

語で行われている。どの大学も英語が必

修である。ほとんどの大学では、英語で

授業が行われている。鹿の背中に草が載

せられように、小さな子供たちにも英語

を背負わされている。子供たちは両親に

もこの頃は、マンミー・ダディーと呼ぶ

ようになり、お父さん・お母さんという

語彙は消えてしまった。「…. さん」とい

う文字が彼らの呼称から退場している。

言葉から得られるサンスカール（洗練さ）

は無くなろうとしている。ヒンディー語

の新聞やテレビのチャンネルは、英語の

語彙の重みで片足が動けなくなってし

まっている。毎年試験に落第する何千万

人という子供たちの大多数は英語で失敗

している。インドの市場で輝いている英

語の看板を見ていると、インドは未だに

英国の支配下にあるように思われる。銀

行に行って見ると分かるように、ほとん

どすべての預金者は英語で署名をしてい

る。名前がヒンディー語なのに、何故サ

インだけ英語でするのだろう。人のを真

似るのなら、全部真似るべきだ。自分の

名前もチャーチルやジョンソンにしない

のか。物真似も中途半端だ。ヒンディー

語がいつの日か公用語となるかどうかは

分からない。しかし、民衆の言語であり

続けることは非常に重要である。我々の

政治家が高級官僚の下働きを止めたとき

こそ、ヒンディー語は公用語となるだろ

う。我々の政治家は選挙とお金のことに

錯綜している。彼らには、行政を行う余

裕はまるでないのだ。自分の言葉を用い

ずして、我が国に真の民主主義をもたら

すことはあり得ない。世界の強国や豊か

な国ではどこでも、外国語を使うのは外

国貿易・外交と研究だけである。しかし

インドでは、どんな重要な仕事でも、そ

れをしたり依頼しようと思えば、ヒン

ディー語では出来ない。だから、ヒン

寄稿
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ディーの日は、形式に過ぎなくなってい

るのだ」

お　わ　り　に

　教育学者で、元デリー大学教授のクリ

シュナ・クマール氏は、この新教育政策

の全体的評価を下すにはまだ時期尚早だ

が、多くの変革はあまり期待できないと

の冷静な見解を述べられた（筆者への私

信）。順調にゆけば、2022 年から実行

される事になっているが、コロナ新ウィ

ルスの蔓延により、大学進学先を決める

重要な 12 年級の今年度末全国共通テス

トが実施されずに延期となっている。こ

のような重要な懸案事項が解決されない

うちは、具体的改革に踏み切るのは無理

だろう。また、初等教育での授業言語を

英語から母語や地域語へシフトするとい

う、従来の固定化した制度からすると大

きな変化であるが、よく読むと、「可能

ならば」「できるだけ」というような、

はじめから改革を諦めている口実ともと

れる語句が並んでいる。本当にやる気な

ら、余計な語句だと思われる。しかし、

一方では、英語教育の牙城と思われて

いた IIT（インド工科大学）等で、ヒン

ディー語のみならず、主要な地域語（マ

ラーティー語・タミル語・テルグ語・カ

ンナダ語・グジャラーティー語・マラヤー

ラム語・ベンガル語・アッサーム語・パ

ンジャービー語・オディヤー語）での授

業が選択制だが開始されたというのは、

朗報である。BJP 政権の政策には、ヒン

ドゥー色が強すぎるといういろいろな批

判があるが、徐々に英語偏重から民族語

へのシフトを図ろうとする政策は、私個

人としては、歓迎すべきことと考える。

モーディー首相自身が常に、海外を含め

どこでもヒンディー語で話しているの

に、ヒンディー語を話す一般市民が二級

市民的とみられがちという現実は、独立

国として健全なことではない。したがっ

て、ヒンディー語が国連の 7 番目の公

用語になる日は、まだまだ遠い。
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溝上富夫（会長）

５月 11 日に二度目の入院治療もむな

しくお亡くなりになられた本会副会長の

三上敦史大阪学院大学名誉教授は、筆者

と同じく大阪外国語大学のインド語学科

に 1961 年に入学した同級生であり、以

来 60 年間も、専門は異なっても、同じ

インドを対象とする研究者として親しく

してきた間柄だけに、実に寂しく思いま

す。三上さんは定時制高校の教師をしな

がら、大阪大学大学院で、経済学で博士

号を取得した苦学生で、ご専門はインド

の財閥です。三上さんが 1993 年に出版

された『インド財閥経営史研究』は 363

ページにも及ぶ大著であり、韓国語にも

翻訳されているのは、国際的にも高く評

価された業績である証明です。52 才頃

のまさに油の乗り切った頃の業績です。

温厚な人柄から、学生だけでなく大学の

同僚からも絶大な信望を集め、長年、大

阪学院大学の学生部長を務められまし

た。教え子に高橋尚子がいると常々誇り

に語っておられました。

大阪外国語大学でも長年、非常勤講師と

して出講されました。柏原市という遠方

にお住まいながらも、当協会の仕事も一

生懸命手伝っていただきました。前号・

前々号とも、優れた論文を寄稿していた

だいています。今回も、ほぼ原稿を完成

されながらも、本誌発行を目の前にして

不帰の人になられたのは、私達にとって

のみならず。ご本人にとっても心残り

だっただろうと思われます。

三上さん、いろいろとお世話になり

ました。60 年間の思い出は尽きません。

安らかに、お眠りください。

モガリ真奈美（理事）

関西日印文化協会の副会長に就任さ

れてから理事会でお会いするくらいでし

たが、いつも「応援していますよ」と声

をかけてくださったり、メールの返信に

添えてくださってとても励みになってい

ました。2020 年の協会の文化事業「I 

LOVE INDIA」で、三上敦史氏講演会「今

こそマハトマ・ガンディー！～混迷の時

代へのメッセージ～」を企画していまし

たが、例年通りに行えなかったことが本

当に残念です。是非とも拝聴させていた

だきたかったのですが、三上さんが伝え

ようとされていたマハトマ・ガンディー

についてとそのメッセージに今こそ！関

心を持つことを教えていただいたように

思います。ありがとうございました。

三上敦史さんを悼む

   

追悼
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小磯 学（理事）

  三上先生に最後にお会いしたのは、コ

ロナ禍が続くなかでの関西日印文化協会

理事会の Zoom 画面の中でした。やや痩

せられて手術後の経過が思わしくないと

おっしゃっておられてはいたものの、お

顔は明るくお元気そうだったので、訃報

には愕然としてしまいました……。

  インド財閥研究の泰斗として先生のお

名前は知っておりましたが、先生に初め

て直接お会いできたのは、縁あって関東

から関西に移り住むようになり本協会に

参加させて頂いた時のことでした。お洒

落でダンディーでとても物腰が柔らかな

方で、大研究者とのイメージギャップを

感じたのを覚えています。ただそのお仕

事の内容から推察するならば、その胸の

内にはインドへの熱く燃える想いが漲っ

ておられたのだろうと思います。

　その後もお会いするのは理事会の限ら

れた時間だけでしたが、その秘めた熱い

想いをもっと語って頂けばよかったと、

悔やまれてなりません。後悔先に立たず

…。

心よりご冥福をお祈り致します。

                                                       
三住慈櫻（理事）

三 上 先 生 に は、 お 会 い す る た び

に 親 し く 歓 談 し て い た だ き ま し た。

あ る イ ベ ン ト の 準 備 を し て い た と

き、” 何 か 手 伝 う こ と は あ り ま せ ん

か ” と声をかけてくださいました。そ

のときの柔和な笑顔が目に浮かびま

す。 誰 に 対 し て も 優 し く 温 か い お 人

柄 に と て も 感 動 い た し ま し た。 き っ

と 先 生 の 聖 霊 は イ ン ド の 天 地 に 馳

せ、次なる生への旅立ちに備えエネル

ギーを充填されていることでしょう。

　三上先生、本当にありがとうございま

した。

中崎和代（理事）

三上副会長の突然の訃報にビックリ

致しました。関西日印文化協会のイベン

トでは、三上先生は何時もご苦労様、と

笑顔で優しいお言葉を頂き、何か暖かい

ものを感じました。インドクラブでの I 

LOVE INDIA 2019 では、娘、孫達に

直接いろいろとお話して頂き嬉しく思っ

ておりました。ZOOM での理事会が最

後で、とっても淋しいです。謹んでご冥

福をお祈り致します。
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奥埜梨恵（会員）

三上先生は、私にとって理想の研究

者であり、先生であり、最高のメンター

でした。ある講演会に参加した時、三上

先生が私に気づき、声をかけて下さいま

した。三上先生は、大学を跨いで多くの

学生を指導されておられたにもかかわら

ず、ひとりひとりの顔を覚えておられた

のです。その時、私は書き上げた論文を

雑誌に投稿しようか迷っており、そのこ

とを相談すると、三上先生は、「出した

ら良いじゃないですか！それでダメだっ

たとしても、どうなりますか？失うもの

は、何もないですよ！」と、私の挑戦を

応援して下さったのです。先生の言葉に

背中を押されて投函した論文は、無事に

掲載されました。それから、「失うものは、

何もない」は、私の「お守りの言葉」に

なりました。悩むことがあれば三上先生

の言葉を思い出し、勇気を振り絞りまし

た。私の新たな挑戦を三上先生にお伝え

すると、「失うものは何もないのですか

ら！」と、あの日と同じ言葉で、笑って

送り出して下さいました。

　もう三上先生の慈愛あふれる温顔に接

することができないのかと思うと、胸が

締め付けられます。これからも、先生の

優しくも力強い「お守りの言葉」を大切

にして、悔いのない道を歩んでいきたい

と思います。

　発展の一途をたどるインド経済を語る

上で、三上先生の研究成果は欠かせない

ものとなりました。これからも、多くの

人々が三上先生の研究を通じて、その緻

密で丁寧な分析と、にじみ出るお人柄の

良さに触れることでしょう。

　三上先生、本当にありがとうございま

した。

追悼
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